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港北ニュータウン計画は､昭和40年横浜市の 6大事業の 1つとして発表された｡

｢乱開発の防止｣､｢都市農業の確立｣､｢市民参加のまちづ くり｣を基本理念とし､

｢緑の環境をl技大隈に保存する都市づ くり｣､｢…ふるさと,.をしのばせる都市づ

くり｣､｢安全な都市つ くり｣､｢高い水準のサーヒスが得られるような都市づ く

り｣を､まちづ くりの基本方針としている｡

約 2,500-クタールに及ぶ港北ニュータウン区域のうち､土地区画整理事業方

式により､日本住宅公団が施行する住宅開発区域(港北地区)は第-地区､第二

地区合せて約 1,300-タタールである｡

港北地区は､前記 3つの基本理念を踏まえ､基本構想､基本計画が策定され幾

多の地元説明会を経て､昭和49年 8月､建設大臣による土地区画整理事業の事

業計画の認可を受けた｡

この港北地区におけるマスタープランの_最大の特色は､歩行者の空間をネット

ワーク化し､公鼠緑地を中心とする公共空間と集合住宅用地､屋敷林を中心と

する宅地内空間とを地 _=爛 漫ブコ王､埜丞蛙_した(グリーンマ トリックス)こと

にあるといえる｡

港北地区は､既に事業計画の認可を受けており､造成工事 も着々と進行 してい

る｡従って､公園緑地をはじめとし他の主要な施設用地等についてもその配置

規枚は､ほぼ確定しており､まちづ くりにおける基本的な方向をフィジカルな

面で､大きく変更することはできない｡ しかしながら､｢緑道空間｣を中心とし

た公Ⅰ宕l緑地体系､更に広 くはオー70ンスペース体系を､この港北ニュータウン

の中でどのように捉え､今後どのように整備をEgIるべきかを考えることは極め

て亜要なことであろう｡

本研究は､港北地区の公園緑地の個々の要窯について､その具体的な整備手法

を全て決めることではなく､繰延空間を中心としたオープンスペース体系につ

いて､基本的な整備のあり方をまとめたものである｡そして､その議論の出発

点は､必ずしも現行の枠(管理システム等)に従われず､利用者(市民)主体に考

えること､であった｡



港北地区
公園緑地整備計画

委員会名簿

(煩不同 ･敬称略)

委 員 長 横 山 光 雄 日本大学教授

委 員 井 手 久 登 東京大学助教授

伊 藤 滋 東京大学助教授

鈴 木 巾
2)

義 東京工業大学教授

丸 田 頓 一 千葉大学助教授

丸 山 英 気 横浜市立大学助教授

三 好 勝 彦 建設省公園緑地課長

塩 島 大 建設省公園緑地課専門官

紙 谷 卓 二 神奈川県土木部計画課長

田 村 明 横′兵市企画調整局長

(川 口 弘 〝 消防局長 )

門 倉 政 秋 〝 緑政局長

池 沢 利 明 〟 道路局長

佐 藤 昌 之 〝 下水道局長

(寺 内 孝 〝 建築局長 )

猪 狩 剣 正 〝 都市整備局長

田 村 昭 二 〝 緑政局農政部長

(山 口 忠 正 〝 市民局相談部長 )

吉 田 晃 二 〝 緑政局公園緑地部長

小 林 弘 親 〝 霊要撃讐 " ン建設粘

今 野 博 日本住宅公団理事

吉 岡 昭 雄 〝 宅地事業部長

島 田 親 二 〝 港北開発局長

(川 手 昭 二 筑波大学教授 )

工藤 誠一郎 日本住宅公団港北開発局工事部長

幹 事 小 沢 恵 一

岩 崎 駿 介

高 井 労

中 村 良 雄

石 井 -

(白 木 昭 男

横浜市企画調整局企画課長

// 企画調整局企画課副主幹

〝 都市整備局竜北ニュータ
ウン建設部建設課副主幹

// 緑政局農政部縁故課長

// 緑政局公園緑地部計画課長

〝 緑区役所山内支所長 )

岡 部 重 之 〝 道路局管理蔀路政課長

小 椋 進 〝 下水道局建設部計画課長

(依 田 和 夫 建設省都市局街路螺専門官 )

苫 田 表 明 日本住宅公団宅地事業部事業計
画第-隈長

土下 叔 男 ′′ 孟宗至芸慧事紺

服 部 慧 〝 宅地事菜部調査筏

松 田 慎 一 郎 〝 宅地事業部調査役

支 倉 幸 二 〝 悪設望発局事紺

連絡幹事 涌 井 史 郎 ㈱石勝エクステリア

横浜市 内 藤 博 之 横浜市企画調整局企画課

協カメンハ~ 片 田 卓 夫 〝 緑政局農- - 課

妻 鹿 晶 徳 〝 緑政局公園緑地部計画課

中 村 棲 〝 緑政局公園緑地部計画課

遠 藤 包 嗣 〝 都市整備局劉 ヒ二ユ~夕
r?ン建設部建設課

傾 グル17F日本住宅公団港北開孝邑局

㈱右脚エクステ1)ア

㈱東京ランドスケープ研究所

㈱伊藤造園設計事務所

( )はIn委Ll､幹子Ii



¢

港北地区公園緑地

整備計画報告書

目 次

■ はじめに

■ 序

第 1章 港北ニュータウン計画の概要

1-1規模と位置

1-2開発の目標と計画の基本方針

1-3土地利用計画の特色

1-4事業運営上の特色

第 2章 オ-プンスぺ-スの体系 とその構成要素

2-1オープンスペースの体系--

2-2オープンスペース体系の構成要素-･

第 3輩 整備計画

3-1基本的な考え方

3-2公園緑地体系の整備方針

3-3｢緑道｣の整備方針

3-4

3-5公園緑地と市民参加

第 4章 各種構成要素の整備方針

■ 今後の課題

■ 資料編

1

1

3

5

7

11

日

14

19

19

23

25

29

35

41

47

49



港北地区

公園緑地整備計画

委員会の審議経過

本調査は､基本的な事項 を委員会で審議 し､各委員の意見を踏 まえた上で､連

■第 1回委員会 (昭和52年 6月7日)

○港北地区の概要説明

○本調査の委託主旨の説明

○討議

■各委員への ヒヤ リング (昭和52年 7月26日～9月9日)

検討テ- マを_9.1真理 し､各委員の意見を幹事がヒヤ リンクをした｡

○検討 テーマ

1.みどり 2.住民参加 3 塑さ備水準 4. レクリエーション

伊藤委員 ヒヤ リング (7月26日)

鈴木委員 ヒヤ リンク (8月3E】)

横山委員長 ヒヤ リンク (8月9日)

三好委員､塩島委員 ヒヤ リンク (8■月10日)

井手委員ヒヤ リング (8月11日)

丸山委員､田村委員 ヒヤ リング (8月19日)

丸E刀委員 ヒヤ リンク (9月9日)

■第 2回委員会 (昭和53年 2月 1日)

○現地視察

○報告I-riL･の骨子案の説明

各委員-の ヒヤ リンク結果を受けて､幹事会で検討 しまとめた報告書の 目次

案を説LI)JL､桃浩一1㌢のlf.心 と7:L･る ｢整11JLI)計画｣について､問題提起 した｡

○討議

討議の結果､以下のような基本的な考 え方が確認 された｡

1.公園緑地 をコミュニティ施設 と認芸能し､計画から管理の段階 まで､稗短

的に住民参加 をはかる｡

2.施行者は､基盤整備 を充分に行 い､その上で可能なかぎりフレキシブル

な空間 として､公Eil緑地 を軽備するO

3.みどりを中心 とする公園つ くりを目指す｡

■第 3回委員会 (昭和53年 4月24日)

○報告書原案の説明

なお､幹事会は､横浜市の関係部局 との会議 を含めて､前後10回開催 された｡

他 に報告書原案の作成に際 しては､編集会議等の打 ち合わせを行 いながら作業

を進めた｡



序





まちづくり 新 しいまち､それはこれまで公的開発､民間開発を含め数多く計画 ･建設され

てきた｡そして､まちづ くりに携わる者はその立地条件､開発規模等の差こそ

あれ常によりよいものを探求 してきた｡ しかし､つくられた~まちに住んでみて､

或いはまちを奥近に眺めたとき､何故か魅力が感 じられないという人も少なく

ない｡

それは､単に生きる場としてでなく､より豊かに､人間らしく生きられる場を

目ぎして作 られたはずのまちか､結果的に必ずしもそうなっていないからでは

ないだろうか｡まちは､本来そこに住む人々が優先されるべき社会であり､特

に現代の(そして将来 も予測される)管理社台においては､失われた人間性の回

復の場として､住民の欲求に応えうるものでなければならない｡

つまり､まちには人々が生涯にわたってそこに住みたいと思えるような､ゆと

りを感 じさせる何 ものかが必要なのであり､少なくとも画一的な住宅や道路か

らそれは得られそうにか ､｡確かに､宅地開発或いは住宅建設において､事業

の採算性を考慮することは重要なことである｡ しかし､それが結果的にはゆと

りのあるまちをつくることを困難なものとしているといえるo Lかし､事業採

算という枠の中においても､なお工夫の余地は残されているのではないだろう

か｡

まちは､^が集まり生活を共にすることから始まった.崎が経ち､人の生活が

変わり､まちも変化 してきた.つ くられたまちが､初めの姿のまま十年-EIの

如 く変化することがなく､季節感さえも感 じられないとしたらどうであろう｡

新 しいまちか､もしも魅力に欠けているとしたら､その 1つの理由として､gI･:

きて歩むべきまち､つまり人々の生活と共につくられてゆくべきまちに必要な､

弾力的7LJ:要素を槌5'fl.itこ減らしているからではないかと想われる｡ もちろん､新

しいまちを創造 しようとするからには､そこに何等かのEl的丑鼓があり､それ

を具現化するために､又はよL)盟か7:L･̂ 問生活を求める方向と､Fl)Jらか7LJ.矛盾

を引き起こすことのないように必TJ-な措置は十･分に考慮されねはならか ､｡ し

かし､半面､まちを構蚊する主体である住民にゆだねてもよい (むしろゆだねる

へき)部分 もまちづ くりにはあるはずである｡

土地区画整理事業の特質 土地区画整朋 prr業は､都市の基盤である公共施設の整備改啓を図ることを第-

の目的としている. しかし､その公共施設(道路､公園等)が､地権者への ｢減

歩｣という形で生みだされるため､特に公園緑地率は必要l最少眼に抑えられが

ちであり､区画道路の配置､宅地の細分化は､他の事菜手法によリ開発される

まちと比べて､はるかに緑を確保することを阻錐なものとしているOまた､民

有地の利用形態及び利用時州は､一定の法的な規制のもとでいわばその土地所有

者の意向に委ねられている｡それ故､区画整理されたまちは住民自らかつくる

まち､つまり､住民が参加し易いまちであり本来的なまちの形成が可能である

ともいえるが､半面､人口の定着は長期化するのが通例である｡比較的短期間

で人口の定着が期待できるまち(一団地､迦売分譲地等)は建築物 も含めた公共

公益施設等の完全な整備が早期に必要であろう｡ しかし､一般的には開発者が

計画的に建設できる範囲が限定されていて､それ故に人口の最終的な走者まで

に長期間を要するまちづ くりにおいては､住民が将来利用するもの全てにわた

リ､20年或いは30年先のことを想定 して整備することは必ずしも過当ではない｡



公園緑地の役割

コミュニティー形成とし

ての公園緑地

公園緑地づくり

｣

いかに注意深 く未来を予見 して行なわれたことであっても､将来における利用

者(住民)の要求をどれだけ吸収できるか疑問だからであり､何 よりも､まちは

そこに住む人々が｢自らの手で守 り育ててゆ (もの｣と思 うからである｡

コンクリー ト建築物､アスファル ト道路､自動車の騒音､ - ･まち､その中に

あって､ほんのつかの問でも安 らぎを得､自由に遊び､自然と触れ合うことの

できる空間､それが公園緑地であろう｡

公園緑地の空間を利用の両から大別すれば､緑が多い静的な部分 とアクティ7

な行為が可能tJ:空間とに分けられる｡まち､特に高密度な都市において､これ

らの空間が果たす役割について考えてみよう｡

まず第 1に､都市においては都市スケ-ルにおける自然環境梁塵 としての｢緑｣､

又都市の景観を構成する正賓tEl一要素としての｢緑｣が求められるはずであり､公

園緑地 という公共窒r日日ま､都fTlにおいてその主体 とな[)得る｡

第2に､｢'i=全な郡市つ くり｣の観点からみれば､公E芸=ま坤 と分離された安全な

空間であり､子供達の遊びの場として､また､緊急時(災害時)における広域的避

緋場所 として､敬には都市ryJA災としての緩衝緑地としても､その機能を発揮 し

うる空間である｡

これらの､いわば都下いこおける機能的な側面からも､公Ikl絞地は秘めてifi-重な

空間であると考えられるが､ここでは特にまちつ くりの本fl (コミュニティー

の形成)という観.[:三から考えてみたい｡

まちづ くりの=tL体はあくまでも住民であリ､従って､特に長期 的なまちつ くり

においては､将来のti=_i丈にできるだけ多くのHr能性､つまり仔J.比がj=_体的に創

造 しうる素胡(場)を+,tl伏することが望ましいと考えられる｡この意味から検言7J

すれば公L壷l緑地空f.[りは､まさにこれにふさわ しい場であるといえよう｡それは､

学校 とか公民館竿のいわゆるコミュニティ-施設が､かなl)特定化される世代･

階層の人々を対象 としているのに対 し､はるかに白山にまた､自然に参加 ･利用

(見ることも含め)できる'/.tift',Jだからである｡このi'i屯を空間をどのように計画

し､整備するかは､まちづ くI)において極めて重-'&な課越であるといえよう｡

従来､ニュータウンの公l壷僻 地は､土地利用のマスター70ラン策定時点におい

て､植生調査､樹木調1_i_等を行い､更に利用圏域等を考慮 して､その配置 ･規

模が決定されてきた｡そしてii･礫 の終了間近になって､或いはノU｣定着の直前

になって､いわばIli終的なものとして整備され､供給されてきた｡従ってこの

ような場合には､樹木よりも､む しろその支柱が目についたり､或いは整備さ

れた公陸l施設が実態 としてほとんど利用されか ､という状わけ ら､散見されたo

施設によっては､例えば一般の自軌車道路のように､これまでまちにおかれて

きた状況から､将来にわたっても明らかにその利用のされ方を椎察できるもの

もあり､従って､それにふさわ しい最終的な整備Jを､いま行うべきであると考

えられるもの もあろう.

しか し､公臨牌如也が郡市において最も市民が関与 し易い空間である､とするな

らは､む しろ計画名は長期的な展望にたち､まちつ くりのために今何をなす-

さか､という立場から､その整117tJのあ り方を探るべきであろう｡



第 l章 港北ニュータウン計画の概要





第 1章 港北ニュータウン計画の概要

1-1位置 と規模 港北ニュータウンは､横浜市の中心から約12km､東京都心から約25kn､横浜市

港北区 ･緑区にまたがる約2,500haの区域である｡EEl国都市線､東横線,南部

線､横浜線 という鉄道､東名高速道路､第 3京浜道路 という幹線道路に囲まれ

てはいるものの､これまで､区域内の交通施設に比較的恵まれなかったためか､

横浜市の郊外部が急速に乱開発 されるなかで､かなりまとまった規模で自然の

状態が保 たれてきた｡

標高は､10-80mの丘陵地で､区域のほほ中央に鶴見川の支流である早測川が

流れている｡

衰1-1のごとく､港北ニュータウン区域約2,500haは､い くつかの施行主体

事業の種類によって構成 されてお り､その うち､公団施行の土地区画整理事業

の区域は約1,300haで､その大半を占めている. また､近郊そ某､花).1-L蛋卜芸の供

給地 として都市JA箕の確立 をEI指 しながら､同時に景観の保存をはかるための

農業専用地区が､公用施行地区 に隣接 して設左されている｡

計画人口は､港北ニュータウン区域て30万人､うち公団施行地区22万人となっ

ている｡

図 l- 1港北ニュータウン位置図
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表 l- 1施行主体 ･事業の種類 ･面積 ･計画人 口

地 区 名 面棟 寺号の 施 行 主 体 計画人口 備 考

公団施行地区 1,317ha 土地区画 理事 菓 日 本 住 宅 公 団 220,000̂ 読-地区､第二地区

既 開 発 地 区 67 公昔住宅建設事糞等 市 及 び 民 間 1 市営住宅等

農業専用地区 230 土 地 改 良 事 業 土地改良区(株浜市指導) [80,000 新羽大祐 .都田大熊 .牛久保

その他 地 区 916 ｣

表 l-2開発の経緯

回 l-2港北 ニュー タウン区域 図



1-2開発の目標と計

画の基本方針

港北ニュータウン建設事業は､横浜市の六大事業の 1ってある｡昭和35年頃か

らの都市化圧力のなかで､乱開発を未然に防 ぐとともに､集中する人口を積極

的に誘導 し､併せて都市 と農業 との調和の実現 をはかるために｢乱開発の防止｣

｢都市農業の確立｣｢市民参加のまちつ くり｣の 3つを基本理念 とし､意欲的に､

理想的な新都市づ くりを目指 している｡

この基本理念を受けて､港北ニュータウンの都市設計の基本方針が設定 されて

いる｡すなわち､｢緑の環境 を最大限に保有する都市づ くり｣｢"ふるさと､'をし

のばせる都市づ くり｣｢安全な都市つ くり｣｢高い水準のサ-ビスが得 られるよう

な都市づ くり｣の4つである｡ この4つの基本方針は､以下のような意図をも

っている｡

緑の環境を最大限に保存する都市づ くり

- 現在の樹林の保全 を計画の上て最 も重視 し､この地域の自然環境 を生か し

て 目線"の中に新 しい町を調和 させる｡

Hふるさと"をしのばせる都市づ くり

- 将来､30万人の人々が住むようになっても､この地域の …ふるさと"がし

のべるように "緑''のほか､現存 している神社仏閣 ･文化財等 を保有する｡

安全な都市づ くり

- 人と車の分経を図 り､人間中心のまちつ くりを目指すO

高い水準のサービスが得 られるような都市づ くり

- 市民が快適で便利な都市生活を享受できるようにする｡

さらに､これらの基本方針 を実現する手法 として､7つのシステムが考 えださ

れわo｢クリーンマ トリノクスのシステム｣｢社全施設 システム｣｢センタ-ンステ

ム｣｢交通 システム｣｢住宅 ･住宅地供給 システム｣｢供給処理 システム｣｢住民参加

のシステム｣てある｡ これ らの個別のンステムは､相互に有機的に結びつき､

総合化 されることによって､基本方針 を達成する｡

港北ニュ-タウンの空間的骨格 をつ くっているのは､グリ-ンマ トリ ノクスの

システムてあるが､これについては第2章において詳述するo

図 l-3六大事業計画図

横浜市の六大事業

l都心部強化事業

2金沢地先埋立事業

3港北ニュータウン建設事業

4高遠鉄道建設事業

5高速道路網建設事業

6横浜ベイ7リッジ建設事業



図 I14開発 目標とシステム
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1-3土地利用計画上 以上の3つの理念､4つの基本方針､7つのシステムによってまとめあげられ

の特色 た土地利用計画の特色を述べる｡

表 l-3土地利用計画表

項 目 第 l 地 区 第 2 地 区 -A. 計
面稚(ha) % 面積(ha) % 面稚(ha) %

公∃上 通 路 115.946.60.5 21.18.50.1 166.871.1 21.79.3 282.71177 21.589

用也 :上へ 0.5 0.04汁 163.0 29.7 237.9 30.9 400.9 30.4

宅 住 集 合 住 宅 用 地 65.0378 日.96.938.2 92.8419 12.15.438.7 157.8797 12.06.I38.4

汁 312.0 56.9 431.8 56.2 743.8 56.5

施設用也 教 帝 施 設 川 地 51.721.6 9.43.9 57.441.5 7.55.4 109.163.1 8.34.8汁 73.3 13.LE 98.9 12.9 172.2 13.1

(1)オープンスペースの特色

公幽緑地等のあらゆるオープンスペースを軌崩 し､紬状に関連つけて体系化 し

ている｡(第 2輩参照)

(2)交通計画の特色

便利で安全な交通サ-ビスを目標 として､公共交通機関を重視 した計画てある｡

鉄道計画ては､横浜市中心部から港北ニュータウンを縦断 LJ東急田園都市線

へ連結する市営地下鉄 3号歩､ニュータウンと綱島､鶴見方面を結ぶ同地下鉄

4号線､更に東京都心方面からニュータウンに至る地下鉄新線の3ルー トが予

定されている｡ニュータウン区域内には6箇所の駅が予定されてお り､これら

の駅を中心に､各住区に対 して､きめ細いパスのサーヒス網を計L-QJしているO

又､道路網については､住宅地の居住環境を安全かつ快適に維持するために､

区画道路のパターンをU字タイプに徹底するとともに､歩行者専用道路のネッ

トワークを完備 している｡

(3)センター計画上の特色

ニュータウンセンターは､横浜市北部の中心的性格 をもつ広域型のセンターで､

公団施行第-一･第二地区にまたがってお り､鉄道 2駅がある｡他の4駅につい

ては､近隣商業施設､公益施設を主体 とした駅前センターが計画されている｡

また､タウンセンター､駅前センターの徒歩圏からはずれた地域については､近

隣センターが6箇所計画されているO

(4)社会施設計画の特色

社全施設は､港北ニュータウンに高度のサーヒスを行 うと共に､横浜市北部地

域の諸施設の不足を補 うよう計画されている｡なかでも特徴的なのは､教育施

設 としての集合運動場である｡集合運動場は､小学校 2校 と中学校 1校が共同

で利用 し､広いスペースを必要 とする体育の授業､課外活動などに利用される

と共に､平 日以外は一般市民にも開放され､コミュニティーの核 となるよう計

画されている0
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図 I- 5住 区及 び歩行者専 用道 路 モ デル図



I-4事業運営上の特 港北ニュータウンの開発にあたっては､当初から住民参加による都市づ くりの

色一市民参加に 姿勢が強 く打ち出され､計画の立案や事業の進捗について､住民の意向が円滑
に反映されるよう努力が続けられてきた｡具体的には､市 ･公団 ･地元で構成

された ｢港北ニュータウン事業推進連絡協議会｣で､協議 され､事業がすすめ

られている｡又､センターの選管､農業問題､アパー ト･マ ンンヨン経営等､

個別の課題 についても､前記協議会の中につ くられた ｢港北ニュ-タウン建設

研究会｣で検討 され､事業に反映されてきた｡

換地計画においても､住民参加の理念を実践 している｡全体土地利用計画にも

とづいて､センター用地､アパー ト･マ ンション用地､工場 ･倉津等用地､暫

定農業用地の4つの特別な用地 を設定 し､その換地には地区内全地権者の意向

(希望)を反映させ､住民のエネルギーを集約 して郡市運営にあたると共に､土

地利用上の用途純化 を目指 している.

よる都市づ くり

図 l- 6横浜市港北ニュータウン事業推進連絡協議会組織図
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図 l-7特別な用地位置図
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図 l-8土地利用計画図 9
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図 l-9公益的施設用地配置図 10



第 2章 オープンスぺ-スの体系と構成要素
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第 2章 オープ ンスペースの体系と構成要素

2-1オープンスペー

スの体系

(1)概 説

これまてのわが国ての主な大規模ニュータウンをみると､高蔵寺､多摩 ､泉北､

千集など､その多 くは周辺に将来 とも開発が行 われないことが､ほぼ担保 され

た保全地域をかかえてお り､自然 との ｢ふれあい｣の容易さからか､む しろニ

ュータウン区域内は､ア--二ティの追求が計画意 I¥は してとlJあけられてき

たといえよう｡

しかし､港北ニュータウンては､西側の田閲都市線､国道246号線沿いの区域

から､また北側の川崎市側から､そしてさらに第 1･第2地区中間の早捌川 ､

胆道生E]=r･横浜線沿 いの地域 (市街化調畦地域てはあるが､すでにかなりビ

ル トア ンプ している)からそれぞれ市街化圧力が及び､土地区画整理事業区域

内にも昭和30年代後半からスプロ-ルが進行 しつつあったC また市術化 という

形ではないが､南側の丘陵部ても農業用地の整備 (農業専用地区)のための土

地造成が進 んてお り､港北ニュータウンの周辺部には､もはや自然は残 されて

いないといってよいo

そのため､港北ニュータウンのマスタープランては､7--ニティの追求 とあ-･-- I

ゎせて ｢前町寺 ､~ぁるいは ｢よ り自然的なもの｣ を､自らの区域の中に可能
亡=:::::≡

なl;llり ｢残 した十､｣ あるいは ｢創 r)出 したい｣ という要求がきわめて強 く働 い､一=二二,
たことは､むしろ当然てあったといえる｡ まちつ くりの 4つの基本方針のなか■ヽ←-.~~.へ ▼~､ - ー▲
にも､｢緑の環境 を掠大腿に併存する郡市｣､｢ふるさとをしのばせる都市｣があ

けられていることからも､このことが明らかてある｡

(2)グリーンマ トリックス

前記のようfJ.L要論!Jをマスター70ランにとのように具現するかについて､地元の

権利者 を含む関係者のたび重なる話合いを通 じて得 られた結論は､｢体系的に姐

み合わされたオ-プンスペースの展開｣ という対応てあったO

これは､｢てきるだけ多 くの自然 を､オー70ンスペ-スを｣ という要求 と､土地5.:::l Eコ
区画整理事業 という事業のヱての採算 という制約要L去】との相反する二つの条件}一一一一〆 ~一､-一･一一一一一一V -
から生れた新 しい知恵てあったといえようO

オ170ンスペースとは､広 くーは道路 ･首 BrgF c,)公共用地､学校の校庭､公共

施設の前庭などの公益的用地の一郎､さらには宅地のなかの庭なと､建築物や

工作物の立地する土地以外のスペースをいうことが通例であるが､これらは大

きく2つの系列に分けることかできるOその一つは､道路や多くの歩行名専用

道路のように､あるrER志されたEHl'リをもった交通のために用意 され､機能する

｢目的的交通空間｣であ り､他の一つは公園､緑地や利三Jの境内､校庭のように､

非交通空間 もしくは ｢必然的余裕空間｣ ともよふへ きオープ ンスペースの系列

であるOこの余裕 とは､ir]なる未利用空間ではな く､｢利用空間｣の存在を成立

させ るために必要fJ:空間であって､坤-の用途に限定されない様 々の生活機能

か傾合化 された空間とみることができるoその意味から必然的余裕空間tcL.ので

あるO もちろんこの区別は厳密には国禁任で､たとえば公l墓｢のl妄1路が一部交通空

間として利用されることもあろうし､緋14FT路や歩行者専用道路 も､幼児が遊ぶ

ときは､非交通空間として利FrJされていることになるO

目的的交通空間は､その機能の上からシステムとしての体系化が必要 なのは当

iFl



V

然であ り､より機能 を高めるための技術の開発 も行 われ､港北ニュータウンに

おいても新 しいパターンがつかわれているが､さきの ｢体系化 されたオ170ン

スペース｣ とは後者の必然的余裕空間の体系化 をさしているのである｡

公図､線地､広場､集合運動場､校庭､集合住宅地､文化財保存地､神社､仏

閣､民有地の屋敷林などの必然的余裕空間 としてのオープンスペース群 ､これ

らをできるだけ動員 し､緑道 とよばれる､いわば新 しい概念のオ-プンスペ-

ス常によって連係 させることで､体系 としての対応 をマスタ-プランにお りこ

むことになったのである.いわば限られた公共空間- 公園､緑道- を軸に､

基本方針に沿って､非公共空間をもあわせて体系化することによって､それぞ

れの要素群に内包される複合化 した機能をも体系化 し､その軸 となっている緑

道それ自身にもそれ らを期待することも含めて､より多 くの効果を期待 した必

然的余裕空間体系を考えたといえよう｡そ して､この体系を ｢グリーンマ トリ

ックス｣ ということばで概念的にあらわ してきたのである｡

グリー ンマ トリックスは､このような意味から､場合によっては歩行者専用道

路や一部細街路､さらには幹線道路の歩道部分なども重複 して組みこんだ総合

的な概念をさしているといえるo

(3)緑道の意義

このグリーンマ トリックスの概念の中枢 となる緑道は､公共用地 として用意 さ

れる巾眉10-40mの帯状のグリ-ンベル トであるが､その機能は必然的余裕空

口羽という意義のほか､さきの目的的交通空間 とは別の ｢非目的的交通空間｣ と

いう意義づけもできるQつまり通勤､通学､買物､娯楽､社交などといったセ

ンター､駅､学校､ショッピング施設などへの交通の用に供 される歩行者専用

道路体系 とは別の､公園など余裕空間相互 をつなぐ､そぞろ歩 き､かたらい､子

守 り､日なたばっこ､思索などのための空間て､その空間のなかでの動 きを前

提 としているため､目的的交通空間ではない交通空間 という意味 もあ りうるの

である｡

このような非目的的交通のための連続空間 (つまり緑道)はなぜ必要 であるか

については､次のような理由によるものである｡

一つは ｢自然｣あるいは ｢より自然なもの｣に対するアクセスのできる限 りの

均質化 ということ､そして公Blなど､この体系のなかでの拠点空間の相互依存

性の強化 (ある公園の花が散っていれば､次の公園へ容易に移 って咲いている

花を見るなど) ということのほか､｢緑道｣ というきわめてわか りやすいヒュー

マンな､しかもフィジカルな軸によってニュータウンのなかでの地理的位置づ

けが個 々の市民にとって感覚的に容易で､緑道が市民生活の軸 となって､連帯

感､ふるさと意識を育 てるといった､市民が ｢まち｣に対 して ｢アイデンティフ

ィヶー ション｣ をもつことが必要 なこと､さらには､もっと基本的に都市に住

む人々にとってみどりは､生理的に必要であること (これは休 日郊外の自然 を

求めて殺到する市民の大群 をみれば､人々が本能的にそれを求めていることが

わかる)そこで､そのような ｢みどり｣ はもともと居住環境のなかまできめこ

まか く系統的に用意 されていなければならないものてある､ということさえでき

るであろうD そして､それは人々がみどりの空間に単 にふれることができるだ

けではな く､その雰囲気のなかにひた り､その雰囲気のなかで移動することで

12



○

ダ イ ナ ミ ッ ク な み ど り の 変 化 を 感 覚 的 に 認 識 す る こ と に よ っ て ､ そ の 効 米 は 一

層 高 ま る に ち が い な い O

こ の よ う な 理 由 か ら 隷 道 は . 非 目 的 的 交 通 空 間 と し て の ｢辿 相 生 → が 必 要 な の

で あ り ､そ れ に よ っ て グ リ ー ン マ ト L) ッ ク ス の 概 念 が 構 成 さ れ て い る と い え る O

な お ､ 緑 道 に よ っ て 体 系 づ け ら れ た 必 然 的 余 裕 空 間 と し て の オ ー プ ン ス ペ ー ス

体 系 は ､ そ れ が フ ィ ジ カ ル に 確 保 さ れ る こ と に よ っ て 結 果 的 に 地 域 の コ ミ ュ ニ

テ ィ づ ( .)の 契 横 と な る べ き 役 ･hIJを 期 待 で き る こ と や ､ l;JJ災 上 の 避 難 ′レ ー ト ･

避 難 拠 点 と い う 機 能 を も 果 す て あ ろ う こ と な ど ､ 多 く の は た ら さ が 考 え ら れ る

が ､ こ れ ら に つ い て は ､3章 あ る い は 4童 に お い て 述 べ る ｡

区12- 1グ リ ー ン マ ト リ ッ ク ス シ ス テ ム

13



図 2-2緑道空間の断面図
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既榊 林 (公臥 集妄住宅用地等).t 緑道 (30-40m) 道路

2-2オブンスペ-ス 港北ニュ-タウンのオー70ンスペースは､'j-1固緑地を中心 とし､公益的施設用

体系の構成要素 地 (小学校･中学校､集合運動場等)及び集合住宅用地､寺院用地等により構
成されており､その内容は表 2- 1のとおりである.

表 2- 1オープンスペース一覧表

区 分 F箇所当たり面棟等 (LRz㌘li) 摘 要

ニュータ 公｢8施行 公L;l緑地等 絶 合 公 園 18.l九a(1) 30万人対応

ウン区域 l地 区 地 区 /Ll 閲近 隣 公 開 4,5ha～7.8ha(4)約2ha(15) 4-5万人対応

児 童 公 園都 市 緑 地緑 道歩行者専用通路 約1.200rTt2-2.500m2(65)2.500m2､4.600m2(2)准長約15km､幅ulOm-40m タウンセンター

一姫 合 運 動 場 約2ha(13ー 中学校区対応

用 地 小 学 校中 学 校高 等 学 校 約1.2ha(27ー約2.Oha(13ー約3.Oha(6ー

そ の 他 文 化 財 約2.3ha､約4ha C7.CB､茅ヶ崎城虻

寺 院 (合計)約 10ha

集 合 農 地渡 合 住 宅 (合計)約30.6ha(合計)約150ha 虚業緑地の指定

そ の 他 河 川 水 路 (合計)約230ha 早洲 ll

14



1- ■

¢

(1)公園緑地等

公園緑地には､緑の保全 とアクティブ空間の確保の 2つの側面があるが､港北

地区では､緑の保全を主体 として､計画､配置 してお り､それらは歩行者専用

道路､及び緑道て帯状に結ばれている｡

なお､各公園は､次のような役 割 を果すことが期待 されている｡

総 合 公 園 E) ･広域型タウンセンタ-と一体となって､買物､レクr)ェ

ーション等の行為の共存をはか り､リージョナルセンタ

ーの一役を果す｡

･自然公園的性格を中心 として､多目的な役割を果すO⊂====::=≡! 一三..==:=....=:一

都 市 緑 地 O 'Sるだけ現況の地形､及び植生を保存 し･公的空間と
近 隣 公 園 して緑を7_Ll保する｡(例えば､Zli造成計画では公riI全体の

一宿年分がIlli刑呆有であり､残 りの半分が､造成柳 平軌

7号7号いるO)L_ 一_■■■
児 童 公 園 O ･児童が遊び､行動する軌

･比較的小1)L侠なものを通有配位 し､それぞれに特徴をも

たせ る｡

特 殊 公 園 O ･タウンセンター内の やいこいの域''O

緑 道 〇 ･各種のオープ ンスペース (公岨緑地､公益的施設別地､

集令住宅ルり也等)を泉Jiぶ線の都市軸｡

･宗求･-/K･上が一体になった(一暮然の空間 (例えば､税造成

計画では比較的ゆるい'L)配で斜面を仕｣~-げ･ヰ主●i敬 遠｣
化 r移榊等JがI.指巨なように配慮 している)｡
I--I

歩行者専用道路 O ･通勤 .通学動線｡

･各住区 (中学校区)の生満帆

･幼児の遊び場｡

･都市災吉崎の避難ル- ト (主要ももの)0

(2)公益的施設用地

公益的施設用地は､地区の人Uに対応 して適宜配正 しているが､教育施設用地

として小学校､中学校､高校の他に中学校区に一ヶ所､集合運動場 を配置して

いるのが特徴であるBなお､これらは歩行者専用退路､緑道で結ばれている｡

集 合 運 動 場 O .公園緑地を排塵的に緑化する反面､教育施設用地である集

合運動場はアクティブ空間とする｡(学童のみならず一般市

民の利用も考える)0

･広幅員の歩行者専用道路 (生活軸)に隣接 して配置 し､小

学校､中学校 と一体化をはかる｡

小 ･中 ･高校 C) ･都市災害峠の避難場所の機能 も来す｡

(3)その他

文化財 ･寺院 D ･現況の姿をできるだけ残 し小ふるさと''をしのぶ素材 とする｡

IZ;



兼 合 A 地 C) ･一定期間農業を継続 したいという人々の為に､ある期間農

業緑地 として担保する｡

兼合住宅用地 O ･主 として緑道沿いに配 し､約20%が現況地形､現況植生で

残る｡なお､この部分は空間的には緑道 との一体化をはか

る｡

(4)その他地区

緑道体系は公団施行地区内 で完結するものではなく､早測川周辺､及び農業専

用地区を含んで一体 となる｡

河 川 ･水 路 O ･早測川の管理用道路を､レクリェ-ション動線 とする｡

･早測川の支流である水路敷 (暗渠)を､緑道的性格に整備

し､第1･第2地区を結びつける｡

A#専用地区 O ･生産緑地であるとともに､緑の空間､災害時の避難場所の

機能 も果す｡

16



■.I/.(!■緑

園 総⊂コ地[==コ近⊂=コ児[:::=:コ都

凡 例

道

園

園

園
園

地

公
公

公

公緑

合

区

隣

童市

:L_I _I:-:

0 02 05 1Km
[ニコ

図 2-3公園緑地配置図17



凡 例
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第 3章 整備計画

3-1基本的な考え方 ｢まちは､そこに住む人々が自らの手で､守 り育ててゆ くものであるO｣

これをまちづ くりの原点 と促え､港北ニュータウン,そして港北地区の公園緑

地体系の整備のあり方について考 えてみたいO

(1)市民参加 とコミュニティー形成

港北ニュータウン計画は､｢市民参加のまちづ くり｣を基本理念の1つとして出

発 した｡

コミュニティー或いは､コミュニティー意識は､物質文明の発展 とともに失わ

れつつある人間性 を回復 しようとする動 きであると考 えられるが､単に ｢コミ

ュニティー形成が必要 である｣ というだけで形成の必然性がなければ (必然性

の認識 も含め)､市民参加の場は単なるサロンであり､一時的なもの として終っ

てしまうといえよう｡勿論､コミュニティーが形成 される過程の中ではサロン

的段階 もあ り得 るが､これをもって ｢コミュニティ-が形成された｣ と考 えて

はならない｡

今のコミュニティーは､都市化によって農村的 コミュニティーすら崩壊 してい

る状況にある｡ それは､都市があまりにも無関係な人々の集稗であり､又､周

辺の施設が行政によって管理 されす ぎているからでもある｡つまり都市化の進

展､行政の完備 は､隣 り近所ですら相互に協力 し合 うという､いわばコミュニ

ティー形成の必然性 を希薄にし､又､イ反にあったとしてもサロン化 していると

いえよう｡又､施設管理が､単に技術的にたけでな く､責任問題 も含めて行政

に移行 してきてお り､その結果､行政機関が中心 となって設置する公共 ･公益

施設 (都市施設)が､管理上の効率性 と安全に対する管理者責任 を回避するた

めにも､施設 を人間的 (自然的)なものから非人間的なものにしつつある｡例

えば､環境 としての緑が要求 されながら､その確保､創出を難 しくさせている

のもこれ と無関係てはない｡

横浜市の周辺部の農村においても､昭和30年代 まで水田のための用水の管理 ･

道路の管理 (道ぶ しん)を農家が実施 していたし､割手 とか負担金 とか､種 々

の議論が内部てされていたo Lかし､新 しい都市型の住民が入って くるに従っ

て､｢道路の管理は市がするもの｣という意見が強 くなり､今ではほとんど行 な

われなくなっているO そうした活動組織で現在 も存在 しているものとしては､

消防団があるにすぎない｡

市民参加の過程は､単に意見を出す という初期の段階から主体的な自治に至 る

までのい くつかの段階が考 えられるが､究極的には自治の確立に向けてのコミ

ュニティー形成 を目的 とすべ きであると思われる｡ この自治の確立に至 る市民

参加の深化の過程 としては､図3-1のようなものが想定 される｡

(2)港北地区の市民参加の素地

港北地区の市民参加は､現時点においては旧来からの農家及び比較的新 しい時

期に居をかまえた人々が参画する形になっているが､これまでの港北地区の事

業進行の過程において､既に狭義の意味での参加 としては､相当高い段階にま

で達 しているのではないかと思われる0

つまり当初は､意見 をいうだけ､或いは市､公団に対 し要求 をするだけであっ

たものが､地域内の意見のとりまとめ という問題に直面 して､変化 してきた0

1∩



図 3- l｢市民参加｣の段階

ひとつの方向は､質が変わる中で
(状′兄によっては､前後が入れ換
わることもあろう)深化する｡も
うひとつは､ある内容 (質)の中
での動きを通して段階的に深化し
次の'Tf5へ移り変わるエネルギーに
なると考えL･3れるQ

20

深化する段階 > 深 化

怒兄を述 息兄として ;L7二見 相互に,S;見 対立点.立Jlilj忘兄が調 行政に対
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11 他の.73J.兄が烹孟三tL言 冒書芸三;Tn鵠 荒誓 孟言L去≡警三言るこ蔓 <警

また､ある時点 (土地副 文)ては､大地主の意見が主てあったか､今では小宅地

の人々の問題 (地域内部 ても利害 は多少異な り､対立 を生 じる場合 もある)に

ついてもある妥協点 (合意)が生み出されて きている｡特 に､センター等の特

別 な用地の換地決定 に関する地権者の クループ討試 ては､一定量の土地 という

枠の中て､各人の利害の対立 をへ-スとし､地権者相互の意見の対立が生 じた

が､何回かの試論の中て､たとえそれが地権者 たけの力て行 われたのてはない

にしろ､調整が進み､計画が定 まってきているOつまりここでは､住民参加の

形で窓兄が発表 され､公の場 で要求する段階 (一般的な市民参加 はこの段階に

ある)から､港北 ニュー タウンの建設 という具体的な事業 を通 じて利害の対立

を調怒する段【掛 二まで達 したのてある､更に､現時点では､次に生ずる事柄 を

予想 して建築協定､建物 の共同化等の研究 も行 われている｡

以上のことから､港北地区においては､本来の市民参加への素地は十分て きて

いると考 えられ､これ をとのように深化 ･発展 させてゆ くかが今後の問題 であ

り､まず市民参加の可能 な (容易な)施設か ら､でき得 る限 り住民の広い意味

での参加 をとり入れるべ きであると思われる｡

(3)長期的なまちづ くりと段階整備

港北ニュータウン､面秩約 2,500- クタール､計画人口30万人､これは表 3-

1から明らかなように､多摩ニュータウンにほぼ匹敵 する規模 てある｡ 二の港

北 ニュータウン区域の中て､まちの中核 てある住宅開発区域 (港北地区)は､

両横約 1,300- クタール､計画人口22万人であ り､これが土地区画蝶理事業手

法 によって開発 され るまちてあることは､極めて注 目されようO

従来のまちづ くり､特 に大規模開発は､ コミュニティー形成 という観点からみ

たとき､やや もすれば､それに必要 な将来に対す る弾力的な要素 に欠けている

様 に思 われるO この港北地区においてはそれ らの反省を踏 まえ､現時.糾 こおい

て可能 な手だてを考 える必要がある｡

本来 まちは､社会の変動や生活様式の変化に応 じ､その時々における人々の欲

求 を満 たす もの として変遷 して きた｡ ある暗点において完望 てあると思われた

まちも､何年か経 てば必ず どこかに陳腐化 した部分が生ずる｡所詮､完蟹 なま

ちを作 ることはできないともいえるが､問題 はその陳腐化 した部分 を人々 (刺



表 3- 1日本の新都市事例 昭和53年 3月現在

新都市名 開発面積 目標人口 事菓手法 事業主体 入居開始 事業完了 市町村名

(ha)1,160 (万人)15.0 -団地住宅新 任 大 阪 府 1957 1962 1969 吹 田 市豊 中 市

(zJ碓 決定区域) 850(702) 10.0(8.1) 区 碧さ 住 宅 公 団 1960 1968 - 春 日 井 市

3,000 30_0 新 住区 聖 東 京 都 1962 1971 - 多 摩 市稲 城 市八 王 子 市

3 地 区 1,518 18.8 新 値 大 阪 肺 1964 1967 (一郎完了) 堺 市和 泉 市

平城ニュータウン 609 7,5 住 宅 公 団 1965 1972 (一部完了) 奈 良 市京 都 府 木 津 町精 華 町

3 地 区 2,912 34.0 新 任 1966 白井町印碓村本埜村

2 地 区 974 13.0 1969 - - 千 楽 市市 偉 市

用者)の欲求に応 じて新 しく作 り変えることがてきるかどうかであり､多 くの

人が変換を望む時に､それが容易に可能であればある程､まちが単に ｢ある｣

ことから､｢形成する｣というコミュニティー としての本来のまちに近づ くこと

になるてあろう｡ まちにおいてフ レキンヒりティーの高い場が要請 される意味

もここにある｡

港北地区は､土地区画整理事業手法によって開発されるまちてあり､このこと

が造成工事､住宅建設の完成を遅 くさせているとい ､えるが､半面､一般民有

地が多量にまちの中にあるということ自体､ フレキンヒリティーの高い空間が

用意 されていることてあり､まちつ くりとしてむしろ望 ましいと考 えられる｡

一般に､何かを作 るということは､その利用者 を予測 して行 なわれるわけであ

り､現在の居住者そして早期に定着する人の為に必要 な施設は､極力完全な形

で (しかも､その人々の意見を可能 な限 りとり入れて)整備する必要かあろうo

Lかし､人口の定着が長期にわたる港北地区において､多数の新住民のために､

計画者がいま全てを計画 し､建設 し､そして与えるべ きであろうかo

長期的なまちづ くりにおいて､開発者 (行政 も含め)は､まず､まちの基盤 とな

できるだけ多 くの可能性､つまり市民自らかまちを作 ってゆ くのに必要 な｢場｣

を残すことが必要であろう｡市民が守 り育ててゆ くまちとなって始めて､まち

かまちらしくなるのてはないだろうか｡



(4)コミュニティー形成の場

それては､港北地区において､その場 (空r川)をとこに見出せるであろうかO

-一般的に､学校 ･福祉 センター ･公民館等のいわゆるコミュニティー施設が､

かなり特定化 された世代 ･階層の人を対象 としているのに対 し､公園緑地空間

は､まずそこにオー7●ンスペースとして存在することに意義があり､全ての人

々が壕 も自由に､又､最 も自然に利用(単に眺め るということも含め)できる空

間であるといえる｡従って､この空間は壕 も市民が参加 し易い場であるといえ

よう｡港北地区においても､この意味において､繰道空間を主体 とした公園緑

地の空間をあげることができるてあろう｡

又､港北地区においては､これまでにかな り深化 してきた市民参加の素地 を､

より発展 させるためのひとつの方法 として､まず管理の点からまちづ くりにア

プローチすることが考 えられる｡ その意味においては､公国緑地､特に｢緑｣に

は､技術的な管至控の問題のみならず､常にfi一任の問題 も含んでお り､まちに住

む人々がそれを､どこまで自分の貸任 とするかを考 える良い場 とも考 えられよ

っ｡

これを少 し具体的に考 えてみようQ

広い意味ての市民参加の対象としては､本来的には､全ての施設が対象 となる

べきであるが､管FJi等具体的に身体で参加 し､ある程度の貨任 を生 じる場合､

実際に "全ての施設を●'と言 うのはむずかしいQ

道路については､EFi社会以前には､コミュニティ-施設の役割が利便施設 (人

が動 き､物 を運ぶための)の役割 ととい 二大 きな比重を持っていたといえる｡

しかし､車社会における道路は､歩行者専用道路を除いて､現状では中の通 る

機能のウェイ トが.I::,く､人命に対する危険度 も .t.･Jいoまた､管jLl搬 術 もかな り

.L::JI立なものが炎求され､付出で竿'･:-JTtllL､i'i付を分tEけ ることはL州紬である

上水道､下水道については､施設そのものの性格が､共同施設には迎いないも

のの､はるかにコミュニティスケ-ルを越え､管理 も専門的技術を要する部分

が大部分であ り､｢ドブ｣の段階 を越えて しまえば共同管理の必然性が薄い｡

このように､生活 ･活動 を支えている根幹的施設については､都市の大 きさで

は-一部にしても､管理 を住民にもどすことはむずか しい｡

こうした中にあって､施設の性格により強弱､適用度には差があるが､位 もコ

ミュニティ-施設 としての性格が強 く､住民 との密矧 史の高い施設が公園緑地

である. しかも､危険の性格 は道路の場合 と全 く違 うものてあり､ある程度の

安全性の確保 をする必要はあるが､それは自然の中にひそんでいるやむを得な

い危陳や使 う側なり周辺の人々の注意によって相当にカバーできる危険であ り

問題の起 きる確率 も性格 も道路の場合 と相当に異なる｡特に児童公G]等につい

ては､その附近の住民及び､その子供達の利用のためのものであ り､密着度は

鐘 も高い施設であるといえよう｡

しか し､現実には､こうした施設ですら､何 か事故が起ると､管理1i-任のみが

追求 される傾向にある｡ その反作用 として､計画者 ･設社者 は責任 を生 じない

ようにするために､いかに安全度 を高めるかに頭 を悩 まし､努力をすることに

,A.Lる｡端的にその関係 を現わしているのが池である｡ 日射 宴を高め､潔観を良

くし､利用の範囲を拡げるために ｢水｣は大切 なものであるが､同時に危険 も
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3-2公園緑地体系の

整備方針

大 きい｡

それ放､団地計画の場合でも公園計画の場合でも､計画段階では相当に ｢水｣

を使 う計画をしていながら､実現するに従って内容が壊少化 したり､せっか く

作 っておきながら人から隔離 してしまうことになるO利用者の側で､節度ある

利用や自己て負 うへ き責任 は自分で負うことを前鎚にし7LJ:ければ､安全性に重

点 をおいた､非人間的を､つめたい施設になってしまうばか りか､コス トも高

いものになってしまう｡

繰- 自然的空間-は､当然に自然 との間の危険 ･矛盾を含んでいるし､それを

ゼロにすることはできないものであるc Lか し､その危険性は道路の場合 とは

異なるものである｡ それは､自然 との間の避けがたい矛盾 と人間の利用の しか

た､更には､犯罪行為等の人間の行動によるものである｡

こうした事 を住民が理解するためには ｢安全 (公阻の場合)に努力する行政｣

だけでは不充分 といえよう｡

計画者 ･設置者 としては､勿論対LILEJl策 を考 えねばならない問題ではあるが､同

時に､住民に対 してある程度､聞題 を提起 し､住民自身､利用者 自身がコント

ロ-ルし､ある責任 を持つようにしない限 り､質的に高いものとすることはて

きないし､そうした矛盾を持つ施設であり､身近な施設てあるからこそ問題 を

理解する碇 も過 した場であるともいえるo

公園は､管理道営上に特別な柘等技術 を要するものではないし､技術 としての

必要部分はTbl一門家の力 (行政を含めて)を1,i;えばよい｡

こうした怒味で､'Ll園緑地 を (全部ではな くとも)住民自身の管理 を考 える場

に最 も適 した施設のひとつと考えることが､港北ニュータウン計画の理念を発

展 ･貫徹することに役立つと思われる｡

では､iiiに物 (I'･Jも (フィジカル/dL),H桁というばか りではtJ.く､コミュニティ

-形成 という観 ...Jlからも､まちの鮒 と/cLJ)日る緑jL'';L･-fr"llを i一体 とした港北地1メ

の公は粘り山体系を､今､どの よう7Ld形で牢.kTJLL;JをJ､xIるべきであろうか､これが本

矧究の ト公.縦,越である｡

これまで､まちづ くりの中では､将来に対する軸力的な要素 をもつ場が必安で

あり､その場 として､港北地区においても公1歪】緑地の空間がそれに萩 もふさわ

しいことを述べてきた｡従って､この空間は､現時点においては､まずフ レキ

シビリティーを持ったもの､即 ち､将来の可能性､土地利用に対する自由度 を

損わないものとして怒備することが必要である｡

一般的に言えば､土地利用の自由度 を保つということは､将来ある時点でその

利用方法が決定 (限定)されるまで､その土地の利用を留保 してお くことであ

り､極端に言えば､造成 された土地をそのままにして､今は何 もしないことで

t,ある｡ しか し､公園緑地､或いは､公園緑地体系 という広い意味ての空間 と

して､土地利用の中て位置づけられている現時点においては､それに必然的に

付与 されるべ き機能についてのフレームはほほ推察てきるので､そのフレーム

の中でのフ レキ-/どリティーが談論 されるべ きであろうO

公園緑地の空間は､広い意味ではオー7つンスペースの一環 として捉 えられるが､

これは静的な ｢緑｣の空間と､動的な行為が可能 な空間 とに大別される｡従っ

23



て､公B]の整備 という立場からすると､自然環境資産 としての緑 を重視するこ

と､スポーツレクl)エーション需要充足の場 としての施設整備 を重視すること

との どちらがフレキシブルかという問題に還元されるといえようO

一般的に､新 しいまらにおける若い世代 を中心 とした人々のスポ-ツレクリエ

ーンヨンに対する要求は極めて高い｡ しか し一方､現在の都市問題の根本が人

々の環境に対する問題意識､即 ち､生活環境 を改暫 し､向上 させようとすると

ころにあることを考 えれば､都市環境施設､特に自然環境資産 としての公図緑

地の ｢緑｣に対する欲求は潜在的なもの も含めれば､極めて高いものであると思

われる｡

(1)｢緑｣を中心 とした公園緑地づ くり

港北地区の別liHま､人｣二的な二次林が主体であるが､それ とても長 い年月を経

て創造 された-ri-重な環境資産であるo

港北地区のマスタープランを ｢緑｣という視点から眺めたとき､｢緑の環境 を偉

大限に保有する都市づ くり｣の韮本方針の もとに､土地区画孝吉理事業 というフ

レームの中で､単に公的な空間のみならず､集合住宅用地 を中心 とした宅地内

においても､可能な限 り緑 を保有する努力をしていることは高 く評価 されよう

しか しながらこれらの ｢繰｣ をより詳細=こ検討 してみると､それは質的にも又

両村柏勺にも､必ず しも十分であるとは言えない.又､宅地内の相当品の部分 を

占める民有地での人口走菊が相当長期化することと､特に､独立住宅用地につ

いては十分 な緑のスペースを確保できない現実 を考 え合わせたとき､公共空間

における ｢絞｣の位置づけは､より高いもの となろう｡ しか し､最 も大切 なこ

とは､破壊 された ｢緑｣ を元の姿 に戻すことは極めてむずかしいということを

再認識することであるo即 ち､｢緑｣を破壊 して他の土地利用に転換することは

それを大 多数の人が望めば､いざとなればいつでもできることであり､技術的

にも比較的容易なことであるが､ひとたび破壊 された紬は､決 して原ペソには成 り

得 ないし､代 りの緑が本当に緑 らしくなるためには長い年月が必要である｡

一般的に､どちらがよりフレキシビリティ-が高いかを論ずる場合には､その

両者がお互いにその利用 を変換 しようとする時､どちらがより容易に変換でき

るかで判断 されるD公園緑地空閲を ｢緑｣ と ｢スポ-ツレクリエ-ンヨン充足

の場｣に分けて､お互いの土地利用の交換 を考 えたとき､どちらがフ レキシビ

リティ-が高いかは明らかであろう｡

又､港北地区のマスタ-プランは､より豊かな空間体系を目指 して策定 されて

お り､単一の用途に限定 されない様々の生活機能が校合化 された空間を設定 し

ている｡特に､老人や幼児の行為は､必ず しも而的に広い､アクティブな空間

を必要 とせず､むしろ身近に安全な場所があることが望ましい｡ この点では､

住宅地内の区画道路及び歩専道の配置､そして散策の場 としての公園緑地 (特

に緑道)は､これ らの体力の弱い人々に対する配感 としても位置づけられてい

ると考 ることができる｡

以上の検討 を踏 まえ､港北地区における公陸】緑地更にそれをとり巻 く空間につ

いては､基本的に ｢緑｣ を中心 とした矩イIEiiを図ることを提言する｡

(2)スポーツレクリエーションの充足

｢緑｣を中心 とした公園緑地の整備に対 しては､当然 ｢スポーツレター)エーショ
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3-3 ｢縁遠｣の整備

方針

ン需要 をどう考 えるのか｣ という疑問が出されよう｡

確かに､幼児や児童の遊 びに限 らず､近年､テニス サ y カ ー 野球等のスポ

ーツに対する欲求は､ますます高 まってきている｡先 に述べた ｢緑｣ を中心 と

する公園緑地づ くりも､これらの欲求に対する充足の場 を全 く無視 して掲げら

れた結論であるとすれば､或いは暴論であるという批判 も避けられないてあろ

う ｡

港北地区においては､その計画の当初から､全ての世代の人々の行為 (活動)

を考慮 し､それらの行為が限 られた空間の中で壕 も効果的に発揮できるプラン

のあり方 を追求 してきた｡ これがグリ-ンマ トリックスと呼ぶ空間体系の当初

の概念であり､結果的には､緑道 を中心 とした緑の軸､そして歩行者の蹟能空

間としての歩行者専用道給のネッ トワークが位置づけられたO従って幼児にお

ける庭､プ レイロットの遊びから､歩行者専用道路､広場､児童公園による児

童の遊 び､老人の散歩の場等は従来のまちの水準 をはるかに上 まわる空間が用

意されているといえよう｡又教育施設用地の一･環 としての集合運動場絹地は､

単に児童生徒の利用に限定 されるもの としててはなく､一般住民に対する開放

も考燈されてお り､これが実現すれば相当量のスポーツレクリエーション需要

に対応が可能 であるO又緑道空閥を散歩するということ自体､高密度 な都市で

生活をする人々にとってその年代 を問わず貴重なレクリエー ション活動である

といえる｡

又､スポーツレクリエー/ヨンに対する要求の内容は様 々であり､実際には施

設 を利用する人は限定されてしまう｡利用 しない人､その施設 を要求 しない人

が多 く出る｡全ての需要に対応するには､多品の土地が必要であり､それを全

て住民の負担 となる公共施設 として整備すべ きかどうかは疑問であろう｡

一方､当面長期にわたり､土地区画整理区域内には､空地が存在 してお り､テ

ニス ･水泳 (スイ ミングクラ7')等の採算性の高いスポ-ツレクりエ-ノヨン

に対 しては､地権者の生活対策 という意味 も含めその大部分 を民間の供給エネ

ルギ-にnJ待 L'てもよいであろう｡

いずれにしても､スポーツレクりエ-ション需要充足の場は､これだけあれは

それで十分 というものではない｡ より大量のス,if-ツの場が本当に必要 となっ

た時にはこの港北第一地区 と約二地区の中開に横たわる早測川沿 いの 上川 他 ､

(市街化調rf.S区域)の活用が､考膚されるべ きであるといえよう｡

以上のことから､港北地区の公園緑地体系を､緑 を中心 として整備することが

即座にスポーツレクリエーション需要 を切 り捨てることには､つながらないと

考えられる｡

前節において､港北地区の公榊緑地の4P.i5'備 については､基本的にまず.緑 杏重

点 とすることが確認されたo

Lか し現4､計画､配置されている各種のオープンスペースは､それぞれにあ

る役'll.LllをlElうことを意屈 されたものてあったD(例えば､児童公開 と総合公園は

明 らかにtl三輪が与等なるiL.のとして､計画､配置がJ5えられてきていると思われ

る)従って､緑 を中心に_f吉備 してL,bくという逝本方針の中にあっても､各オー

プンスペースそれぞれの具体的な空.5伯方針､設計手法は､状況によって異なっ
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たものになることは､言 うまでもないであろうO

そこで本節では､港北地区のみどりの体系の中から､特 にその軸である (従っ

て､港北地区､公園緑地整備の中心課題 となるであろう)｢緑道｣ をとりだし､

その整備方針 について､より具体的な検討 を加 えてお くこととする｡

(1)港北地区 と緑道

今のところ､緑道には､様 々な定義が与えられてお り､共通概念 としてある｢歩

行者の為の､緑 を含んだ道 ｣以外は､さほど明快 とはいえない｡又､港北地区

においては､必ず しも過去の定義 にしぼられて､その性格 を狭 く､規定 してし

まう必要 もないであろう｡｢緑道｣ という概念の実体､内容は､地域の中の位置

や状況に応 じて､又まちの将来の姿 (展望)に応 じて､決定 されてゆけばよい

のであるO ちなみに､緑道についての定義 を若干､紹介する｡

①災害時における避難路の碓保､市街地における都市生活の安全性及び+快適

性の確保等 を図 ることを目的 として､近隣住区又は近隣住区相互 を連絡す

るように設けられる植樹帯及び歩行者路又は自転車路を主体 とする緑地で､

幅員10-20mを標埠 として公園､学校､ショッピングセンター､駅前広場

等 を相互に結ぶよう配置する｡ (連投省都市局Aiu 〔昭和5■年朋 2-a)及び折 局実科)

(参自動車交通を排除 した ｢緑のみち｣であって､次の 3つに分類される｡

(a)近隣住区を相互に連絡するように系統的に配置 されるもので､植樹帯､

芝生地､花壇等の環境保全施設を有する都fh-スケールの もの (牧義の

緑道)｡

(b)近憐住区内に系統的に配讃されるもので､非道 と完全に分離 された街

路樹 を有する住区スケールの歩行者専用道輪｡

(C)街路樹の緑地帯で､車道 と完全に分馳 された都市スケールの ｢緑化街

路｣｡ 佃 和4時 ､耶 JIEm 悦研究会)

③歩行者空間が安全性の高いもの として確保 されてお り､ しかもある程度の

自然的資質が何 らかの形でそなわってお り､快適 をもので機能的には日常

的な生活の場であったリ､自然に接する機会 を増大 させたりする働 きを果

たしうるものて､多様性に芯んた空Hij構造 をもつものであるo

大 きくわけると､非隈緑退､住区緑道､自然散渉道の 3つとなる｡

(はiitl南策定のための基環明宝稚告書 1975(材)涼市71両法会)

④緑道 とは､みどり豊かな安全､快適 な線的施設であ り､ここには歩行横能

とそれに伴 う多様 な生活活動 をも満 し得 る複合 多目的施設である｡

(東某技iltl画 1975)

先 に約2章で述べたとお り､港北地区の ｢緑道｣は､みど[)の体系の中心 とな

るもので､地区の大 きな特徴の一つであるO(一般に､土地区画整理事業の中で

こうしたものを確保することは､極めて難 しいと考 えられる｡)

平面的にみれば､全体のネッ トワークの軸 として配置され､公園､学校等の施

設がこの軸にぶ らさがる様 な形で計画 されている｡つまり､このことは､緑道

を人間のまちにおける行動の軸 として考 えていることを示 しているといえよう｡

しか し､将来のまちを考 える時､この緑道 を単に施設をつなぐ､即 ち人相】の行

動､通行の用に供するものとして考 えて良いであろうか｡

緑道が港北地区の特徴であ り､軸であるということを考えあわせて､その摸能､
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質等 を検討 しておかなければならない｡又､港北地区の緑道は､その周辺の公

園､集合住宅地等に多 くの既存樹林を抱えて､存在 してお り､こういった樹林

と一体 になって､いわゆる ｢緑道空間｣が構成 されている｡従って結局､緑道

をどう考 えてどの様 に整備 してゆ くか,及び+緑道空間をどう整備 してゆ(かが､

港北地区全体の問題 として非常に重要であると言わざるを得ないのである｡

(2)機能と質と整備方法

緑道の機能に対する考え方は､極端に分けるとすると､次の2つになるであろうc

lつの考 え方は緑道 を主 として､人間の行動 に刈する施設 としてとらえる見方

であ り､もう1つは緑道 を緑の環境づ くりの主役 として考 え､行動の場 として

の機能は従 としてみる考 え方である｡

又､質については､繰道の建設 .整備の仕方 と大 きくかかわりがあ り､これ も

極端にいえば､一気に完成 した施設 として整備する方法 と､将来の変化 を含 ん

で段階的に整備す る方法の 2つとなる｡ もちろん段階的に整備するとはい って

も､その中には完成の姿を予想 しつつ､労力 ･資金とあわせて段階的に施1 を

行う方法 i)含まれれば､将来､住民の要求に従って､そのr人J容を決定すること

を前税に､基盤の,ii,'511J.l'Jから順次行ってゆ くという方法 も考えられるo

そして機能 と質の問には､密接な キ日系があ り､もし緑道の機能 を ｢人間の行動

を主 とする場｣ とした場合は､かな りの ところまで完成 した施設 としてお くこ

とが過当となろう.つまり実際には､資金にあわせて段階的施工 をすることと

なっても､それは止むを得 ない事十かこよるもので､本来的ではないとJCえられ

るのである｡

又､逆に､i'し樹林 を主 とした自然環境 (緑の拐頃)の創.LIL.に重点 をおいた場

合 には､緑の性格上､土木 .建築の=事 と災なり､そのJjlを高める為 に長時間

を要するので､質 を㍍める基盤 を韮点的にAilJTiiL (例 えば､土壌の養成､植栽

等)時榊を経 るに従って､自然にJjJlが向上する様に計画すべきである｡ そして

将来そうした施設 (紘)よI)､迦動等のための施設にすべ きであると住民が判

断 したら､その時点で内容を変哲すればよいであろう｡

結局､機能的利他性 と自然度は相反関係にあ り､細道整備の方法 もその機能 を

決定することで､自ずと明 らかになると考 えられよう｡

(3)緑道の整備方針

では､港北地区において練達の機能 をいかに考 えるべ きであろうか､いかに位

置づけるべ きであろうか｡

まず､状況を整理 してみよう｡

①みどりの体系は港北地区の特徴であ り､その中でも ｢緑道｣は都市の骨格

となる様 に､計画､配置されている｡

②緑道 そのものは巾員10m～40mの造成地であ り､現況樹林 をかかえている

わけではないが､その周辺には多 くの樹林が保存 され､一体 となって緑道

空間を構成する｡

(動毛地開発は結果 として､存在 していた緑 を破壊 してしまう｡つまり港北地

区において､緑は現状 より大壷に減少せざるを得 ない｡

(亘)緑の育成には時間を要する.成木 を導入 して形 を整 える事 は可能であるが､

多領の資金や管理費が必要である｡
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⑤今後､港北地区の民有地に緑が植 えられたとしても､総量 としてはそう期

待ができない｡

⑥都市の中には､そぞろ歩 き ･かたらい ･子守 り･日なたばっ二 ･思索等の

鵜の空間が必要であるし､また､体力の弱い^ ･老^ ･子供等の為の空間

は､公共的に開窓すべ きである｡

⑦港北地区においてはアクティブなスペースをうけとめるもの として､集合

運動場の一般開放や歩行者専用道路の活用が､充分考えられる｡

⑧人口の定着 には相当の時間がかかるとみられる｡ これは造成 された平担な

土地が相当長期にわたり存在することを意味 し､スポーツレクリエーショ

ン需要 を吸収する場 としての利用の可能性があることを示 している｡(土地

所有者 である農家の生活対策上 も､考 えうる手法である.)

⑨港北ニュータウン区域全体からみると､早測川沿岸等､今後アクティブス

ペースが供給 される可能性が残 されている｡

⑲運動スペースから樹林への転換は非常に難 しいが､その道は今 までそうで

あった様に､比較的容易である｡

⑮緑道 を樹林中心 とした場合､隣地あるいは附近住民との摩擦が生 じる可能

性があるが､それは間題の生 じた時,I.I.7.で､まちを考 える契機が生 じたのだ

と桜極的にとらえることもできる｡

⑲ スポ-ツリクリエ- ション需要 は増加 しているが､その内谷は多様であり､

すべてのIPH球に対応するには 多識の t_地が必要 とされるわ､これを区画

生理事業の中で全住民の負担､即 ち公共施設 として整備すべきかどうか､

疑問がある｡

以上の様 な状況 を結合 して考えると､港北地区が都市 として姿 を現わした時､

緑追 (緑道空桝)は､形の上でも (平面的､立体的に)､みどりのJFiの上でも､

郡市の軸 となっていることが望 ましいと思われるoつまり､港北地区の緑道(緑

追空問)は､緑の環境 (自然的環境)を形成することを主 として､計画すべき

であ り､現在は､必要殺小隈の管理用空問､安全施設の部分 を除いて､緑化 を

はかるべきである｡ ただし将来､自転車道や遊動の場の要求が出されたとして

も､そこで住民が選択できる余地は残 しておかぬぼろ.Lらない｡即 ち土地の基盤

軽僻の上では､可能性が残 る様に計画すべ きである｡

(4)水辺空間の創出

さて､この様に緑道 (緑道空聞)を､緑の端境づ くリの主役 としてJ;えれは､

今は豊かな緑 をつ くりだす鵜の逝盤づ くりが重要 となる.計画者はできるだけ

豊かな質の高い緑の空間を創造できるように､最大の努力をしなければならな

いのである｡

そういった意味からすると､緑通の内部に ｢水｣ をと')込む意義は陸めて高い｡

(現在 ､港北ニュータウンでは､図 312のような､せせ らぎの計画が考 えら

れているO)｢水 ｣がと.)込 まれた時､緑は景観的にも機能的にも､その存在者

弟 を大巾に拡大するものであ･)､又､そこに豊かな生物空間がは ぐくまれる可

能性が飛躍的に増大するのである｡

子供達 は ｢水｣ とたわむれ､散歩する人々は ｢水｣の苦の中で､より一層 その

静けさを感ずるのであろう｡又､ホタルをは じめ とする比虫 ･小.rlJ･小動物は
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｢水｣ を求めて集 まって くるであろう｡ そして､こうした昆虫 ･小動物の生息

は､狭い意味での ｢緑の環境づ くり｣である樹木 (植物)の育成 と相 まって､

より豊かなみどりの環境 をもたらすこととなる｡豊かなみどりの環境には｢水J

の存在が不可欠であるともいえよう｡

計画者は今､土地の基盤整備 を行 う段階から ｢水｣に配慮 しておかねばならな

いのである｡特に､水源の確保や水質の安全性については､充分 なてだてが必

要であるし､又､環境づ くりの側面か らしても､より自然的な,水辺空間創出

の場 を､あらか じめ考 えてお く必要があろう｡

なお､港北地区の様 な大規模 なせせ らぎ計画は､他 に例 をみない為､まず､可

能 な部分で､モデルスタディーを行 い､今後の指針 を得 ることが必要であろうO

(5)緑遥空間の展開

先に､第2章で述べたように､緑道 を中心 としたみ どりの体系は､単に区画整

理区域にとどまらず､ニュータウン全域､及びその周辺部へと展開 してゆく思

想 を含んでいた｡みどりの体系は､港北地区の中だけで完結するものではない

のであるO地区内の繰道を前述の様に整備 してゆ くとともに､今後､公共下水

道敷､農業専用地区､鶴見川のサイクリングロー ド､地区西仙 こある10,000歩

コース等 と結びつけ､より広範に展開 してゆ くことが望 まれる｡緑道における

自然環境づ くりを､より広範に展開 してゆ く必要があるのである｡

本節では､前節までのIj謎本的な考え方､整備r)JA針に基ついて､港北地区の公橿E

緑地に丑･さ備さるべ き紬の矧 ま､いかにあるべ きか､及び練を保全 ･再生 してゆ

くわに､どういった方法を考えるへきかについて､検討を加lえる｡

(1)緑の質

港北地区の公園緑地は､緑 を中心 として基盤整備 を行 うべ きであるが､その質

は､いかにあるべ きであろうか.

港北地区の現存机生である二次林 を生か しつつ､'Hu,'練広兼樹林等､多様な

港北地区の潜在 自然植生は､シラカシ群集のような常緑樹林であるが､現在､

最 も多 くみられるものは､クヌギ-コナラ群集のような二次林である｡

二次林 の特性 としては､次の様なことが考えられる｡

･生態学的に､多様性 を有 している｡

･人為的干渉に対する復元力が高い｡

･四季の変化があるo

･相当期間､放置 しても耐性があるO

･冬期､火災の危r劉生があるo

･冬期､緑のみずみず しさがない｡

また､逆に､I.tj1,線広兼林は､以下の様な特性 を有する.

･冬期 にもみずみず しい緑 を保つ｡

･防火上､その効果が期待できる｡

･林内が噌 くなる0
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30



･人間の侵入に弱い｡

･群落 をつ くるのに時間がかかる｡

この様に､それぞれ長所､欠点 を有 しているが緑の体系 を都市の特徴 として位

置づけ､しかも今後､住民が守 り育ててゆ くことを考産するな ら､都市の多様

性に対応 した､柔軟 を景観､緑の質 を創出する必要がある｡

従 って､その中に多様 な空間を創出することができる二次林 を生かしながら周

辺の土地利用状況､地形条件等に応 じた樹種 を選択すべきであるといえよう.

(例えば､北側から家屋に接する部分や､防災拠点 となる場所の外縁部は､常

緑広葉樹林で､防火帯 をつ くりあげる等､様 々な手法が考 えられよう8)

(2)緑の保全 と再生

港北地区のみどりの体系は､単に公共的な空間にのみ とどまるものではか ､為､

緑の環境の保全 ･再生についても公共空間の緑 と､民有地の緑 を一体 として考

えてゆかねばならない｡

･現況樹林の保全

造成計画､工事施工の1祭には現況樹林の保全等に細心の注意 を配 らねばなら

現況樹林の保全については､マスタープラン策定当初から考慮され (図3-4､

参照)､造成の手法 も同時に検討されているが (下図参l拘)､今後､実際に工事 を

行 うにJ:,%してiJ充分 な注意が要求 されよう｡

図 3-3造成手法の一例
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図 3-4保全緑地分布図
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(注 l)資料編 P.7ト P.73
(′主2)具体的には次節､市民参加

p35-P.39を参考とされたい｡

(,主3)資料請Ⅳ章参,R.R

また､緑を再生する手法 として､地区内現存樹木を移植することが考えられるが､

緑をより豊かな自然 として維持 してゆ く為には､高木層から草木層に至る多層

な植物群､及び多くの微生物､有横質 を含んだ表土をも､その保全の対象とすべ

きであろう｡今後より一層の検討が望 まれる｡

･公共的空間の緑

公共的空間の緑の保全､再生､管理については､桜極的に市民の参加 を得

るべきである.また､都市公園法の兼用工作物制度等を活用して､緑をできる

緑の保全 ･‡LH一.甘PFlは､他の公共施設 (例えば､通路 ･J-.~卜水道等)と比較

すると､特別な技術 を要するというものではないC従って市民が主体的に働 き

かける公共空間としては適 しているといえようO

実際､過去幾多の例があ り､それぞれ､まちつ くり･コミュニティーの形版

に役たっていると考 えられ､(縄目 港北地区ても様々な機会をとらえて､市民参

加を図ってゆくべきてあろうと思われるJtL‡Z)

なお､この緑については､単に公共施設 としての公園緑地にのみとどまるもの

ではない｡従って都市公園法の兼用工作物制度等を横板的に活用 して､一体的

な空間として管理することが望 まれる.

･民有地の緑

民有地内の紬については､補助制度､協定等 を樺極的に活用 して創出すべ

きである○また､公共的空間にある緑 と､相互に連係 した管理 システムがと

民有地の緑の保全については､保存樹の指定 (都市の美観風致を維持するため

の樹木の保存にEIWする'L.i;維)､瓜致地区指定 (都市計向は)7;-･:が､制度JI考えう

るが､その別出 ･拡大については､

･緑化協定

･建築協定

･壁面線指定による前庭の確保

･空閑地借上げによる公園化

生垣協定

･苗木の配布

･花壇､生垣 コンクール

等々の手法が考えられよう｡=-3)

また 管理については､港北地区の保存樹林が集合住宅用地内､社寺等に､ひろ

く分布 していることを考えれば､公共空間の緑 と一体化 したシステムとすべき

であることが明らかであろう｡

なお､具体的な手法については､第 3章 5節で､検討を加える｡
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(3)緑の整備 プロセス

さて以上 の様 な検討 を､事業の流れの中に位 置つけて､今後具体的 に整備 を進

め る際､技術的 に配慮すべ き点 を表 にまとめ ると､以下 の ようになるa

表 3-2緑の整備 プロセス

議 書-阜空 現況地形保存地 造 成 地

丑曳謹皇E.'fl ≡l l耶i 現況整備 煤育樹木の管哩 こ 次林-下草刈､除草枯壬呈呈木の排除､薪炭材の保障経営林 間伐適正収機草地-除草､表土採取禁止その他-l;jj火､ゴミ捨て防止

造 成 維持管理-現況管理､文化財包蔵 植栽立を盤の畦備 (より自然な空

地の保存 間を目指 して)

外圧対策一人､土木機械の進入禁 o●表土確保(客土)◆整地工事工

止､土砂流入の防止 程計PJJ○.斜面の措置-斜面緑化捲土､切土に対する措置､自然ガケに対する措置･盲暗渠の設置過湿地の除去水源確保-池､せせらぎ

基礎生別fu: 維持整備-補柏､間伐 植栽計画立地､機O緑化 能､景観一種をまく を考癒し:芸芸孟芸える.芸冨竿尖(移植) ききの選択､組合せ

･給排水処fl_q-T_

oitを少隈のl宗1路 (管秋用通路) 樹木の詩成 (立入禁止区域の設定)

8掬≡壁 (スソドメ)

育 成 段 _階 樹木の育成 .管理

再 構 成 段 階 外的要因 (プレッシャー)による利用の変換

なお､具体的 には､各段階 ､各地区の状況 に応 じてよ り詳細 なテ- タの収集 ､

検討 が今後必要 となろう｡

なお､資料編 V章 に下記項 目を､整理 す ることとす るO

･港北 の植生 ･誘導 され る植 生 タイプ

･緑 の保 全に対す る工事上 の注意点 ･造成後予想 され る立地

･表土保全 の制度 と取扱 い ･植栽通性樹群

･各整備段r;皆における緑の管理指針

･管理技術 の確 立のためのフローチャー ト
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参加

まちは､その市民が主体 てあ り､市民の主体的な空間へのかかわりあいの度合

が､まちの豊 さにつながっている｡こうした意味において､港北地区の公園緑

地 を市民の参加の展開の場 とするという基本的な考 え方が前述 されたO ここで

は､公園緑地の整備段階に対応する市民参加の形態を整理することとする｡

(1)計画 ･設計 ･整備段階における市民参加

公陸】緑地が将来にわたって､市民自身の環境資産 として意識 されるよう､

計画 ･設計段l掛 こおける市民参加の形態 としては次のような種類が考 えられるo

(ヨアイテア参加

公開緑地に関するアイデアを広 く市民から募 り､それを計画 ･設計に反映させる

方法である｡

･東京都墨田区 ｢東向島ふ じ公園｣

墨EEI区が市民にアイテアを募 り､設計 された公園であるO公園は昭和52

年 4月に開園された｡ その後､このアイデア参加が契機 となって､｢公園

緑地委員会｣ を発足させ､住民が管理 にも参加 している｡

･多摩ニュータウン ｢私の考える公園のアイテア｣

従来の ｢お しきせ｣公園をやめて､-ー7メイ ドの公図をつ くり､住民

との話 し合いの中て完成させていきたいという意図のもとに､小中学生

を対象に ｢私の考 える公園のアイテア｣(絵 と作文)を募集 した｡

(参メこュ-選択

行政 ･施行者 か幾種類かの計画 ･設計案 メニューを用意 し､その中のぴと

つ を､市民が､話 し合い､または投票等によって選択する方式てある｡ こ

の場合､メニューが豊富てあることが望 まれる｡設計案はコンペ方式で用

意することも考 えられるO

(参市民組織による提案

何 らかの市民組織によって､公園緑地の計画 ･設計案が提示 され､それを

行政､施行者が受けて整備する方式てあるO この市民組織には多様 な形態

が考えらるる｡

〔子;)政 一住民の関連での分類〕

○○審議会､○○委員会

II)市民イニンアナ7型一市民が自発的に組織 をつ くり運J岩し､行政に堤

案する ○○奉仕団､○○ を守 る会

〔対象スケールによる分散〕

Ⅰ)行政区域全体 を対象 とする市民組織

00市市民委員会

ⅠⅠ)あるコミュニティ単位 を対象 とする市民組織

00地区協議会､00地区市民会議

Ill)ある特定施設を対象 とする市民組織

○○公園を守 る会
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これ らの分類は､いわば便宜的なものであって､現実の市民組織は､このよう

に明確 を形態をとってはいない｡例 えば行政イニシアチブ型から住民イニシア

チブ型の間には様 々な段階があ りうるし､組織その ものが発展 して行 く例 も多

い.

･横浜市 ｢市民の森｣

市の要綱に基づいて実施されている｡市民の土地 (森)を､市民に開放 し

てもらう形で､市民に緑地が提供 されてお り､管理 も市民の手で行 ってい

る｡原則 として森の形態を変更せず､出来る限 り自然の状態 を保 ちつつ､

しかも､その森の現状 ､地域性に合わせて､整備 している｡当然､設計段

階でも地主や管理団体が参加 している｡管理団体の主力 となる人々は地域

によって異なり､地主が主力となっているところ､老人クラブ､婦人団体

が主力となっているところと様 々である｡市は､管理の技術的な部分 を補

い､必要経背を奨励金､管理委託料 という形で支出し､側面から接肋 してい

る｡

図 3-5市民の森配置図
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(′主l)

岩崎鞍介 都市住宅7712

｢都市空間の管理兼 任｣

･武蔵野市 ｢緑化市民委員会｣

緑化市民委員会 は6つの仕事 をもっている｡ Ⅰ)緑化の体制づ くり､ⅠⅠ)

憲章や集会の開催 などの市民参加による緑化の推進､Ill)玉川上水の遊歩

道計画の提言､Ⅳ)街路樹の植樹選定委員会の設置 と検討､Ⅴ)児童公園､

ちびっこ広場 などの遊び場に関する提言､Ⅵ)農地の遊び場 としての共有

空間化など､公固緑化に限 らず緑化全般 について活動 している｡

次に､整備 (施工)段r掛 こおける市民参加の形態 をみてみよう｡整備段階では

かなりの技術力 と資金力を要するため､市民参加の余地はあまりないように一

般的に考えられている.又､市民に過大も負担を強いないことが前提であるo

Lか し､｢自らが創 った｣ と意識されるためには､この段階の市民参加 を前向き

に検討する必要がある｡その参加の形態 としては､

任)公園緑地の一部 をなす樹木等の市民による提供 という形態

②公園緑地の施設設芯､植樹等 を市民の手て行 う形態

なとが考 えられる｡

･高蔵寺ニュータウン ｢トングリ作戦｣

町づ くりの韮本 として､"里山の認識 をし､伝承する〝 という､7Oロセス

を通 し､｢考える市民｣の運動 をしているO 自然林づ く-)を100年のタイ

ムスケジュールで実施 している｡ これらの運動の主役は′ト中学生､教師

であり､PT.A､自然友の会､老人クラブ等へ広範な市民､県 ･市 ･公

団 ･骨林局等の公的機関が支援する形 をとっている｡具体的には､自分

達で集めた ドングリを播 き､樹木の苗などを植 えることを市民みずから

が行 い､良好な樹木 とするため､山-の人の出入 りを禁止 した｡

港北地区の事業は長期事業であり､人口の定着 もかなI)の将来になることから､

これ らの例が､そのまま現段階であてはまる状況ではないが､人口の定着 に応

じた市民参加が得 られるようなしくみを検討 し､用意 してお く必要がある｡港

北地区においては緑 を基調 とした公Bil緑地づ くI)を目指 してお り､そのために

は現段階の植樹が重要 な意味 をもっている｡ この植樹についても､積極的に市

民参加の場が用意 されることが望 まれる｡例えば植樹 を､現在の住民である地

権者 (将来のコミュニティの形成にも重要 な役割 を担うと思われる)J'が自らの手

で行 なうといったことも､参加の一形態 として考えられる｡ このような実践を､

現段階から試みることによって公園緑地は､真に市民自身の環境 と意識 される

に至 ると思われる｡

(2)公園緑地の管理 と市民参加

公園緑地の管理には､多様 な住民組織による多様 な参加が得 られるように

努力すべ きである｡

一般に公共空間の管勤ま問題 を考えるとき､次の 5つの問題 を考 えなければなら

ないO は 1)

1.認定 ･区域 ･帰属一まずその公共空間はどこに属 するのか 7

2.清掃一誰が､どのような形で清掃するのか 7
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(注2)

自′台省コミュニティ研究会

昭和申年 6月 ｢コミュニティ研

究会中rLq報告J

(注 3)港北糖区の場合には､例え

ば総合公園等が対象となろ
う｡
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3.維持 ･管理-誰がどのような形でその公共空間の質 を保 とうとするか 7

4.管理職庇卜管理の過失の責任は､誰がどの範囲まで負うのか ?

5.使用許可-その公共空間の利用の形態をどのように決めるか 7

以上の 5つの角度から公共空間の管理問題 を考え､実際の設計にあたって､こ

れらの問題を解決 しながら､目的 とする豊かな空間を創 り出さねばならない｡

しかし現実には､都市化の進展にともなう地域コミュニティの崩壊､及び行政

側の体制の完備 を背吉日こ､公共空間の管理は全面的に行政側に移行 されてきたO

その結果､管理の効率性が何にもまして優先するという事態を多 く11=1いている｡

管理の効率性を優先 した空間は､いわゆる ｢ペからず管理｣という形で､利用

者にその利用形態を限定 してF拙い､設計の1Jl容 もi‡しいものとなるC管PJl_か設

計の内容をきめ､設計の内容が参加意欲の減辿を招いて､市民の17主任 と自覚を

喚起できず､逆に管矧 lり題をむずか しくするという悲循環をfTiいている｡

港北地区の公園緑地においては､この悪循環を断ち切 るべ く､勇気ある設計方

針 をとるとともに､管理の段階でも住民参加を図るよう努力すべきである｡

公園緑地の管理への住民参加は､空間を提供する1'1-任 を軽 くすること､又は管

理背の節約を意味 しているのではない｡取るべき:1号任 を明確にし､技術的及び

資金的援助 を惜 しまない行政及び施行者の姿勢が当然の前提 と7LJ:る｡同時に市

民の側 も､節度ある利用､自己で負うべき黄任は自分で負う姿勢が安求される｡

コミュニティ施設の管理方式 としては､次の 5方式が存在するとされている㌘2)

①公の施設として管埋する方式

Ⅰ)市町村の直接管理 +市民組織等の運･.;三参加

Il)市民組織の長期利用

llih

は市町村管笥!

は市民管理

111)事実行為の委託管理

②普通財産のまま管理する方式

Ⅴ)貸付による市民管理

これらの 5つの方式は､I)から順 を追って市民管理TA'1-任の度合が強 くなり､

コミュニティ施設 としての本来のあり方に接近するといわれている｡

公図管理の管理方式についても､ほほ､この5方式があてはまるが､公園のも

っている施設 としての特殊性､区画整理事業の性格 (公陸I緑地は公共減歩によ

ってうみだされる)などから､ll)及びⅤ)の方式は取 りにくいといえる｡

日 の方式は､公園緑地 を市町村が直接管理 し､その管理運営に何 らかの形で

市民の参加 を求める方式である｡大規模な公園の場合や､市民組漁が未成熟な

段t;皆で有効てあろう｡目上3)

lIJ)の方式は､t公園緑地の管理にかかる事実行為 (潮 乱 除草等)を委託契約

により､市民組織に委ねる方式である｡ Ⅰ)からⅣ)への過渡的な段階 と言え

るO

Ⅳ)の方式は､公園緑地の管理運営のいっさいを包括的に市民組織に委託する

方式である｡ここでは包括的委託管理 (もしくはそれに近い)例 として､世tEl

谷区 ｢冒険遊び場｣､宮崎市 ｢後田川緑道｣を紹介するが､港北地区の場合には､



｢ ~■~ ~~~~~~

児童公園等が比較的この方式になじみやすい施設 と考えられようO(前述 した横

浜市 ｢市民の森｣ も包括的委託管理例に近いものと考えられる｡)

･世田谷区 ｢冒険遊び場｣

世田谷区から 土地を借用 して ｢冒険遊び'場｣がつ くられ､住民によっ

て運営管理 されている｡周辺の住民によるボランタリーな組織 ｢遊ぼう

全｣が結成され､①遊び場の建設 ･運曾 ･とりかたづけ､②周辺住民へ

の広報活動 として ｢かわら版｣の発行､③カンパやバザーによる資金調

達､④賂伯責任保険､傷害保陳への加入､⑤ プレイリーダ- (学生ボラ

ンテァア)の.馴 寺配置 (自由に鋸 ･ナイフ･火を使って遊べるように)

⑥活動の記録､(かアンケー ト調査の実施､等の活動が行われた｡

･宮崎市 ｢後田川緑道｣

公共下水道整備の一環 として､暗渠化 した後蛭川ほ 繰道 として整備した｡

蚊 ･蝿の発生､悪臭から解放された周辺住民によって ｢後田川緑道を守

る会｣が結成 されたC この ｢守 る会｣は自治会､老人タラ7､婦人会､

子供会等が構成メンバーとなって､毎月定期的に繰道内の清掃､除草な

ど手軽にてきる作業を中心に､花塩づ くりや施設の安全点検等の奉仕活

動が行われているO さらに､附近住民による樹木の寄贈や､出生 ･結婚

などの記念植樹も盛んに行われている｡

以上の例にも見られるように､公図緑地には､住民が自らの環境 と意識 して､

多様な組織による参加 を可能にする素材 としての特質がある｡港北地区におい

ても､町内会 ･団地自治会 ･各センター内の商店会 ･P,T.A ･老人クラフ■･共

通の趣味を持ったサークルなど､多様な､また広範囲の住民組織が生まれると

予想されるOこれらの住民組織が公開緑地の管理に多様な形態で参画すること

が望 まれる｡ さらに､これらの組織を横につなぐ管理組合的な組織が生 まれ､

公園緑地の管理運営の一切 を行政から委託されるという管理形態になるこJtが

理想的であろう｡

なお､ここでは特に､小中学校の児童生徒 と老人の参加が望 まれる｡′ト中学校

の多 くは､練達沿いに配置されており､その緑道及び'公園は､環境に対する関

心を高める教育の場 となり得る｡また､老人の社会参加の場 として公園緑地を位

置づけることもできる｡ ひいては､公園緑地空間が､老人 と子供が出合い､作

業を通 して ｢知恵｣ を与え､受けとる場 として､また､｢ふるさと｣を世代から世

代-と伝 えてい く場 として機能することも期待 されよう｡
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第 4章 各種構成要素の整備方針

公園緑地の整備方針

本章ては､これまで述べてきた港北地区公園緑地体系の怒備に対する､基本的

な検討結果をふまえ､個々の構成要素について､その媒イJiii方針､及び利用者(市

氏)とのかかわりについて考えることとする｡

都市においては､自然環境の場 と､人間活動の場 (ここでは静的な利用ではな

く､動的な利用の場 をさす)､が求め られている.港北ニュータウンにおけるグ

リ-ンマ トリックスシステムは､限定された空間(量)の中て､自然的環境の保

全 ･創造 と､住民の多様な活動の場を､より効果的に､また､より質的に盟か

にしようとして考えられた｡ しか し､自然的11'1境の場 と､人間の活動の場 とは､

必ずしも共有するものてはない｡自然的環境の場 と､人間の活動の場 として利

用しようとすることは､結局､自然(緑)を破壊することに･連1なるものであI)､

この両者 と限られた同一の空間の中に求めることは難 しい｡

港北地区の公園紺地空間は､基本的に､自然flli境の場､つまり緑 として優先的

に､保全 ･創造すへきてあるとしたO特に緑遣(緑道空間)は､これまてのまち

づ くI)に例を見ない大規校なものであり､それ放､この港北ニュ-タウンの骨

格になるものと認識し､より豊かなまちを創造するために､樹林地を中心 とし

た｢uJ主体の牽.!イIiiiを図るべきであると考えた｡ (第 3章参照)

しかし､港北地区の個々の公B]緑地施設､更には様々なオ-プン施設について

考えてみたとき､-)1=調は緑としても､その全ての空間を樹林中心の施設として

蛭11f;け ることはてきない｡それは､各々の施設が現時点において､どのような

状況(配置､現挟､造成粂何)におかれているか､lまた､その施設が本来的に､或い

は必然的にどのような機能を担 うべきか､をJ;えれば､自ずと緑を益調 とした

整備のなかにも､軽重の差がてて くると思われるからである｡

また､公共の空目制という部に注目すれば､それを､l緑を主体 として整備すること

は､市民参加 を誘導 し易いようにできるだけフレキシブルに考えると同時に､

自然fl.i境資産 として､それが都市スケ-ルにおいて求められるからてあ r)､品

的にも､また､質的にも一定水準以上のもの(あるまとまったもの)が必要である｡

このjtT:味から考えてみると､保有 しうる現況の地形､樹林のウエイ トは殻 も高

いと判断される｡

上記事項に留意 し､計画配置された個々の肌成要素について､公園紬地を主体

として検討 してみるO

緑道は､主 として現況の谷部に位志し､総社嬢は30kmにも及ぶ｡緑道と称する

ものは,これまで各地で相当数計画 ･建設されているが､これ程大規模な都市

スケールのものは他に例がない｡この緑道は､それ自体には既存樹林 を有 しな

い造成された盛土面が主体てあるが､周囲には相当品の既存の緑が保全されて

おり､これらの空間も含めた一体的なクリーンベル トとして､港北ニュータウ

ンの骨格 とすべきである｡基本的には､既存樹林を活かしつつ常緑広葉樹林を

中心 とし､立地特性､隣接地との1対係､景観的な配慮等から､多様性 を付加す
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る必要がある｡(歴史的遺産である金石文の計画配置等も考藤されるべきであろ

う)

港北ニュータウンの緑道がいわば新 しい概念に韮ついて設定された空間である

のに対し､児童公園から総合公園に至る公園施設は､従来の公園計画にみられ

る利用圏域の考え方から配置されていると考えられる｡

児童公園は､各住区内に均等に配置されているが､規模は比較的小さい｡この

事は､明らかに､幼児の遊び､利用のし易さに重点をおいたものであると考え

られる｡既存の樹林はほとんどなく､幼児の遊びが他の空間､(歩専道等)で可

能であるとしても､安全な遊び場 としてある程度まとまった空間は都市におい

て絶対に必要であり､これに最適な空間としては､児童公園以外に考えられな

い｡従って児童公園については､緑の環境づ くりは従とし､児童の利用し易い

遊び場 とすべきである｡

総合公Glは､タウンセンターに憐接してほほニュ-タウンの中央部に位置し､

比較的規模も大きいo一般的には､総合公園という名称は､自然公図と運動公

園両方の機能を併せ持つものであろうが､本地区では次のような状況が考厳す

る必要がある｡つまり第-に面柳約18haのうち大半を占める樹林､または竹林

は､造成上これを残すことか可能てあり､まさに都市スケールにおいて､まと

まI)をもった樹林地として残し得る空間としては､港北ニュ-タウン殺大のも

のである｡第二に､運動公園としてJq備するには､極めて大規校な造成工事が

必要である｡第三に､スポーツレクリェーション充足の場は他にも考えられる

以上より､ここでは､現存の相生､地形を生かし､より質の高い緑のfLli境つく

りを目指し､紬としての多様な混観の創出を考えるべきである｡但し､横浜市

における副都心を目指すタウンセンターに近接することから､多量 の人のにじ

み出しが予測され､これらの人の多様な活動を吸収する手だて(例えば広場等)

は､当然配慮されねばならないo

いずれにしても､残り碍 る最大の環境資産を､現時点で破壊 してまで､スポ-

ツ施設 (ある限定された時間についていえば､他の人の利用を排除するという

意味において特定数の人が利用する施設)を設ける必然性は認められないとい

えよう｡

近隣公園及び地区公園は､児童公園と総合公園との中Fii柑勺施設として位置つけ

られる｡それぞれほほ中学校区と駅勢Ⅰ翌スケールに対応 しており､一応利用L劃

城は想定されているといえよう｡ しかしながら個々には造成条件は輿なリ､緑

の環境を守るという理念を貫 くことが必要であると共に､埋蔵文化財の包蔵地

として､現況保存 しなければならない区域 も多いC また､スポーツレクリ

ェ-ション需要はほぼ同一の利用幽城 と想定されるO張合運軌切 (教Tfi'施設用

地)が準備されていることから､近隣 ･地区公娼の整備の方剣は､基本的に既

存の樹林を保全し､緑の環境の場とすることが望ましい｡個々については､そ

の地形条件､周辺の施設との相互関係等から整備内容を決定すべきである.

いずれにしても､公園施設については､タウンセンタ-内に立地するI都市緑地

を除いては､それを自然環境の場とするかあるいは､人間の活動の場とするか

を考えた時､児童公園 ･近隣公園 ･地区公園･総合公園の順で,相対的に環境

のウエイ トを高くすべきであると考えられる｡
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水辺空間創出の場 先に述へたとおり､広い意味で緑の環境をより豊かにするためには､水辺空間

をつ くることか重要てあるO基本的には､可能な限り港北ニュータウンに水辺

の空間を創造する努力をしなければならないが､緑をより豊かにするという観

点を重視する以上､それは出来るたけ自然的なものてあることが望まれる｡従

って､水辺空間は造成後も､地形か現況 (現在)の水の流れ､たまりに近い場

に選定すべきであり､公開緑地施設の中ては､緑道内､及びそれに連続する地

区公図 .近隣公園､又は既存の流れや漕池の部分で､自然的､一体的な環境の

場となるところについて､積極的に整備 (しかもできるたけ自然に)を図るべ

きてあるO

緑道空間を構成する 港北ニュータウンの中て､既存の樹林地を保存てきる区域は､公図及び集合住

オープンスペースの整備 宅用地内が大半である｡特に集合住宅用地内の斜面緑地は､港北ニュータウン

の緑道空間を構成する重要な要素てあり､単にその用地(所有者)の利用という

こと以上に､都市スケールにおける緑として位置つけられていると考えるへさ

であるO従ってこの空間は､屋敷林､社寺林等､いわばふるさとの緑 としても

適切な保全､管理が第一に望まれる｡また緑道と連続する各種の施設について

は､本来的なその施設の機能を充たすことはもちろんであるが､その機能を充

足する範囲の中で､できる限り緑化を図ることが大切であろう.まちか､全体

として､より豊かな環境の場となることは､結果的に個々の施設 (土地)更に

はそれにかかわる人々に対する評価を､より高いものとするであろう｡

〔集合運軌場の整備)〕

港北地区において､教育施設用地の一環 として計画されている集合運動場用地

は､極めて注ElされるOこれは中学校区､つまり二小学校､-中学校に対応 し

て､緑道沿い城いは歩寄道沿いに配置されており､児童 ･生徒の活重力の場を主

たる目的としている｡ しかしこの用地は､当初から考えられていたように､学

校の休 日の畔には､一般市民の利用か図られるべきであり､小学校用地､中学

校用地と一線を画すエ リアで約2haの面積があることから､相当量の､主とし

て青少年層のスポーツレクリェ-ション需要を充たすことが可能であるOまた､

公共の公使】施設内では､実質的に運動場という形で､広い空間を整備するのは

難 しいことからも､この空間は､まずスポーツレクリェ-ションの場として､

効果的な整備が図られることを期待 したい｡その整備内容は､児童 ･生徒の利

用とともに､一般市民の利用として,ふさわしいあり方が実現されるべきであり､

今後十分な検討が望まれる｡

各種施設と市民とのかかわり すへて都市施設は､市民とのかかわりのなかで､まちの中に位置つけられてい

るOまちつ くりにおいては､市民のあらゆる行為を予測して､空間を設定して

いるが､】その様々な利用は､いわば与えられた空間の中で､行なわれるわけで

あり､これから市民とのかかわり(市民参加)が発生するOより豊かなまちを作

り上げるためには､基本的に広い意味での市民の参加が図られ易い空間を用意

する必要があり､その場 として公園緑地等のオープンスペースが最もふさわし
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いものであると考えた｡- (第3章参照)

しかし､個々の施設が､その機能､質を掛 こするとすれば､自ずとそれら市民

とのかかわりは異なると推察されるO

たとえは､児童公園 ･歩専道のように､利用圏或いは利用者が限定され､従っ

て市民に密着 した親 しみ易い施設は､特別な技術的部分を除けば､市民自ら

が計画 ･建設することも可能であり､愛護会等による磁極的な住民管理が可能

である｡また､近隣公園から地区公臥 更には総合公園､緑道といったより広

域的になる施設については､必ずしも近傍の人々に限定されか ､施設とtJ:リ､

特定の人々の管理とすることは難 しい｡それを特に緑の整備という観点で考え

れば､初期の段階における植栽基盤の整備 ･緑化 ･管rLB!帝成等の､比較的専門

的技術の要素が必要となるからであり､部分的には､老人クラブの参加､ボラ

ンティアの参加がなり得るが､一般的に-1l一体的な管FJ!は粍 しいので､原則的に

公共の管理とし､それぞれの状況､内容に応 じ､市民の参加を誘導すべきであ

ろう｡ しかしこれらの施設と市民とのかかわI)の中で正業をことは､自然に親

しみ､緑の環境を創造 してゆくことにより､自然への埋角羊を深め､自己の利用

ことであると考えられる｡

以下､各種構成要素について､その概略を生理することとする｡

表4- l各種施設と整備の方向 言試活-アクティブな活動の鳩､環-自然環境としての緑

規模､特徴 利用圏 利用の方向 整 備 の 方 針 市 民 と の 関 わ り

港北lタ 令団施行也区 公Lも】紘也等 約1,200m'- 咲広 ll占!買

2,500m] る 躍合等:で参加を蝕める○

約 2ha ･清di)Jもllf淡の中で行 自然の中でのfF..P)の域とし群てることに対する理解を含める○
地 区 公 l剥

稔 合 公 図 18.1ha タウンセンタ- 基本的には公ll;-管理とし､

ウン区域内 内 タウンセンターに近接 広範な人の利用(散策) 存林を4=Iかした環境性をもたせる 入する○
緑 迫 延長 中一広 f= ･基本的には､rf:i民全体の

範な人までの利 為の環境保全の域とし.

用 岡の既存林等とマ ツ

週末.四季の散 ･自然を別I)朽てる管理が

衣 住民の協力のもとに行な

かな.い.又､-,r=>'.-軌的多様性を付加する〇･宅地への直接的アクセスは考えない○まれる｡ - (樹林育成のわの人の進
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2,500m2- 広 只物事の利用 活
4,600mー 休息.催 し物

タウンセンター内 ン的に考えてよいo 省二fEiu濯蛍が望 まれる.

(21m) 狭 物のル- ト ド舌 あ リ.機能的に整備ンタ-川地内等につ 住民管理が必要である

忠 2ha/1ヶ所 中 ･遊軌場 としての機再 住民利用については全て住

益施読

をすべ きである あるo

小1.2ha/1ヶ所中2,Oha/1ヶ所(:,]描J3.Oha/1ヶ所 巾 利用 化するd

文 化 財 約4ha IL 局

/ 王買

その他 1jt 合 Jl豊 他 /利川 / 境'上成物 (近郊FT,柴等)の111;-

紋狭 乍○解 し､馴 け ること､がqr_Iま,まれよう○必柴に応 じ､線化協定TJ1-:が

J!J

･一日雀のfii軟体のー米イにっ とめる○進するO みこし./LI=:

をi人するo
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今後の課題

本報告は､港北地区の公図緑地休系の整備について､これを主として､コミュ

ニティ形成という立場から論 じてきた｡それは､港北地区における公園緑地体

系としての空間が､将来のより笠かなまちを目ぎすためのコミュニティ形成の

場 としてFTR.もふさわしい空間てあると確信 したからに他ならない｡

結論的には､コミュニティ形成の場 としての公園緑地体系の空間を｢緑｣を中心

に考えるべきであるとし､これにより港北地区の公園緑地体系の整備の基本的

な方向を採るという点においては､一応の目標は達せ られたといえよう｡

しかしながら､事業実施上必要な個々の具体的､且つ現実的な問題点が残され

ている｡その間選点としては次のような事項が考えられる0

1 線の保存､再生の技術的手法の確立

公B]緑地の各部分について､事業の時間的な流れに治った緑の保有､再生

のプログラムの検討､緑の質の組級的整備のあり方､ 及びそれを袈付ける

技術的手法(管理技術､表土保全技術等)などの検討を必要 とする｡

2 管理体制等の整備

｢緑｣を中心とした場合､その管理体制､整備の財源的裏付け等のソフ トな

面からの検討を必要 とする0

3 市民参加の誘導

公園緑地体系の各要素に対応 した市民参加の形態､またその契横をどのよ

うにつ くってい くか という関越を含めた時間的プログラムの検討を必要 と

する｡

これらの問越は,いわば今後の課題として将来に委ねざるを得ないが､それを

行政側でつめるか､或いは開発者が引き続き検討するかは別として､いずれに

しても本研究の理念を事業に反映させるために､これに続 く何らかの手だては

必要であろう｡

本報告は､｢まちづ くl)の主体は住民である｣という原点を確認しつつも､ある

いはその主体である住民の意識の外で議論してきたか もしれないC今後､本報

告を契機 とし､港北ニュータウンの目さす｢市民参JJJrlのまちつ くり｣がよ-)発展

することを念1,Wlするものてある｡
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港北ニュータウンの現況
1.地形 2.地質と土壌 3.気象



図 I- 1地形分類図上 にみる港北ニュータウンの位置

米桝 El本地誌 8.神射JL県 千葉県､1967 台も本 町田著 二宮暮店

B]1- 2港北ニュータウン内の地形概′兄

箕輪 5万分の J地形図より作成

2.地賃と土壌

図 Ⅰ-3港北の地形 と地層●

+宮脇昭 L,(I968) ｢港北ニュータウンの自然およLf立地条件にAqTも基琵調査J､横浜市計画局.日本住宅公団
**桂済企画庁国土ZJI王様等 (1969) 土地分類図 大蔵省印刷局
+書*割 ヒ地区既存柵林地等の保全管理技術UI査報告暮 (r976) 日本住宅公団郡 と開発事横所

B]I14港北の主要な表土

(国際土性表の規準)
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図 1-6気温と降水量の年変化

*青野 尾留川筋(I967) 日本地誌 8-千葉県

神奈川県､二宮書店｡

辛*宮脇昭崩著(t976) 神奈川県の潜在 自然植生､

神奈川県教育委員会D

図 1- 71日)風向頒度 (単位 ,回/月)

図 1 -7-(2)(単位 ,回/月)

ノー
＼ し､L へ-

図 工-9温量指数分布図

●暖 かさの指数 (温王指数)

気温と植物の生育城を計るひとつの指数で

月平均気温が 5℃を越す各月の平均気温を､

tl t2 としたとき､温iii指数Wは､次式

で求められるo

W = (t■1 5)+(t2-5)+(tr
●寒さの指数

温韮指数に対 して寒さの指数Cは､月平均

気温が5℃以下の各月の平均気温をtl･t2

としたとき

C-(5-t】)+(5-t2)+(t3一 ･となる
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4.現存植生

池北地区現存flhl.′上図か ら.;Jt_[北地区自然度Llを作製 した.B]上に､

100ITlX100mの メッシュを配 し､各メッシュ内で俊rliしている

肌二l三'f,I_!の日射空をもって､その メッシュを代去させた○

図 l-lO自然度メッシュ (現存植生)

▲L▲do▲三▲1. ▲1-■■■ 凡 例■ Ⅴ 自然植生▲ Ⅳ2植林 .黒磯国など4 Ⅰl 耕作地亡二二 二ユ-タウン区域⊂コ 港北地区S L/50,000表 I- I各 自然度の占有概要自然度 概 要 妻有F%T日 耕 作 地 51.3A .Ji1 100,0

...=!'t !?i!'t!ユ●Hi;.i…套藻i三2eeH '▲JLム△lA.LLL_爪卓きき凸●.A.〇 00 ●

▲●一aユ●● ム▲L.●●. ･▲●.ム●L.▲

ムA A ▲血▲▲●b L>●r)▲●●▲ ▲▲ ■▲▲A凸 ･つ()一 ･●LpJ-.▲▲●〇■LL'.●..●●.0..･.0.ユ■oAAAム●●○▲ A..●ム△ムエム･▲▲LLLLLLA▲4

鷲 ▲.▲▲▲ ⊂ヽ0▲Ah▲LOdムム▲4.(⊃L .▲▲▲▲ 一〇〇▲▲▲▲▲▲▲

dALL▲▲ム● ▲ ● 〇 ●Ll● .B▲●. 4.■...0ALHLO一ユ丘ムAA血 .●

油諾 会A●LL●̂4 ▲●▲○▲ムつ▲Ji▲▲ム▲▲▲0ムbOOOAObLL●▲.BALL

a.●.▲::!i▲

●4LL▲′_▲荏 ▲ ▲ ●､JA▲.ムム●.ムムLl●▲▲▲ ▲つムJ-A
三Tfで……;㌻計議 与

ユータウンの自

の概要を示す.

5.人 ロ ノ

襲 牢 芸軍望芸,Z蓋≡去:-;t]喜墓室蓋蕊 芸≡芸 監 ∫. /I -

秦 .-2人 口 (昭和49年, (I.:...こ .-

地 区 名 人口(人)

lg=開 発 地 区 7,000 ,;Zy/ a,

削 斗=靴 ニュータウンパンフレット日本住宅公臥 ■974 / ド

S I/350.000[:二二コ馴 lS

図 1-I.横浜市 D川 地区変遷 (昭和35年-50年) 鷲 :警 手
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区 分 計 画 地 域 開 発 地 域 農業専用地域 そ の 他 地 域

畑1./kf]ー宅地 .その他 943haI,287300 37 %51tZ 747ha56670 54 プ'415 70ha12040 31 %5217 126ha601190 la y/6521

半群 港北ニュータウン基本計画(案)昭和48年 横浜市

7.遺跡分布

賛料 神奈川県土地利用規制Eg)I976年版

香11台 ｣ の (.fi蒜.lJ,q付 二おいて.港北ニュータウン地J城のirr跡政は約519ヵ所 (.LEJl地区

2】9ヵ所･地Eメ外300ヵ所 )であるOそ1日こよると.'ilJ'ZllJ'&文化相のr判 には,主に経

文LFl代の ものがJi･iMl'･Jに多く.合体の 7訓を占めている｡放映は.1,000-2,000m桶

後の ものが多い｡菱と千m一握の ものは､10ヵ所近 くである.またr人雌 附 二は数Efm･以下

の小鋭flLucL追跡か lい1_つている｡内容とLては､i'l地城の追跡の多くは､-椴的7L.L意

味での班.'kJJJであり,他には､造物'd含地､炉穴､｣Jnあるいは､塚 ･械穴などが榊

t'l敗である｡

-ノ茅ガ崎城牡は､縄文時代中期のit訪散布地
であるが､この〉J跡をのせる台地全体が､中

世末期に城として利用されたところである｡

凡 例

● 埋蔵文化財

塵 参 茅ガ崎城祉芦{

[二つ 港北ニュータウン

ロ 港北地区

S∫/50′000
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ニュータウン計画における

●オープンスペース体系のパターン類型

〔パ ターン類型〕 〔内 容〕 〔事 例〕

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
体
系

tl

小加悦lliJ鰍 こ多くみられ同税快公 小規校l祥Jl芭地
帖lが/分散配 irt'されている.

IljkLL校以 卜の糊雅地に多くみられ 再Ili､花山EfJJ也

るO公l七日ま段｣御掛戊をし､'分散配 Tiiiニ ュータウン

;/iされている｡

FFH引き造成teLどによって大BL枚に .IL:Jj韻~lJ二ュ- タウン

残されたも表地をr卜い二､公 臥 施

設などを堆め､拠点をつ くる方式｡

イギリスのIL順】郡7｢rにみられる｡ カンパ-ノル ド

外周部に耶fri加牧を税左する環状

グリ-ンベル トがとられているO

また､内.剖‖こも環状の緑地が枇さ

れている｡

[二重 亘 ] =- やtJや禦 千旦T(=禦 隼 ユー タウン
れそして謂施設と連係 し､利用者 (港北ニュー タウン)

が自由に系統の選択ができるよう

紙成されている｡

≡二夏至可 =.早- - において･船 的に
問托したiJの タビオラ

･その他 多喋ニ ュー タウ ン

資料 都市空間の計画枝′去昭和49年 8月彰国社
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○事 例 都市空

●段 階 的分散型 (そ の 1)●

計画年次 1950年

実施年次 1952年

呂l画主体 住宅公団

両 税 155ha

m-Gl人口 258万人

公憤】緑地率 5%

●オープンスペース体系

26,000人相当 3,仙0人相当 550人相当

∩ J. LO〕

｣｣

BlTup-4 1

1･-11っ1†t 一

⊂∃ ,＼｢II)捕-Jl

●段階的分散型 (その 2)●

57

..hLIJI咋次 1961年

'j;施年次 1961年

,.†由主体 大E坂府企柴局

TrrL も't 1150ha

コ1画人lj 15ブコ人

公Ⅰ喜】緑地率 24%

+公 憶】

ILl然公IkJ580ha.スポー ′公鵜J275ha

中央公刷169ha,地区公【対6ヵ所,

ll0ha､近隣公l糾 0ヵ所､25ha､児玉

公I壷1120ヵI･IL05ha 幼Vl公路1005ha､

公隈1両桃63ml/人



●段階的分散型 (その 3)●

久留米土地区画整理事業 (滝山団地)
計画年次 1960年

実施年次 1966年

言1画主体 住宅公団

面 的 156ha

引向人L1 257了人

公超】緑地率 88%

●オー7)ンスペース体系

近隣･LL蛙ll r児童公lBll

i-1 i-プレイロソト

坤用j丘路

12.500人相91 4,000人相当 500人相当

討画年次 1961咋

'人施咋'̂ 196Ll11一

計向 土体 Tj宅公LffJ

lr11 械 8501-a実＼l

r.llLl'J人tl 10ノブ人 第､2

公l表1線地車 211%

(緑地オープンスペース84ha

99%含む )

●公 托J
幼LEl公Lも日300-600mz) 200 中神 12h̀l

児韮 (03-0Sh.i) 10 15

近隣 ,, (2h̀l) 6 12

｢lクJ( ･' 4 51

キ割出オ-7 /スヘ-ス 81

21I区画整理区域 702ha

ミ発2区画整理区域内 81万人



ガン′く-ノル ド (イギリス) 計 画 年 次 1956年

実 施 年 次 1961年

計 画 主 体

ガンバーノル ｢J補充公社

面 枇 1,680ha

計 画 人 口 77J一人
オー7oンスペース串 33%

(ゴルフコース､山林を除 く)

+;1ニ li]

JB ホ yケ-1E､テニスコート.ゴルフ

コース等がある.

杯IIJl=近接してヨ/ト覗.スキー場､水

汁.塀,的場等がある.

.iI画 年 次 1964年

I火 砲 年 次 1964年

.日Ltlfl主 体 大阪肺企某局

lET 材■ 1520ha

.il両 人 口 188FI人

公【虫】緑地帝 22%

o/lt 国

人'J.lL劉1､出端公liJ17､その他リユ亜'ltE札

プレイロ yト

地区内には追跡が多いが ･比紫もものは

/1るべく公園紬地内に保有する｡



計 画 年 次 1963年

実 施 年 次 1966年

.汁 画 主 体

住宅公団､東京肺.抑住宅公社

ml h't 3.000ha
計 画 人 口 30万人

公Bgl練地車 11%

(水指用地含む)

●1､: L記

せ区公rg 3ヵ所t10～25ha/1ヵ所､

近隣公l朗 1-2hI軒/蛙区 2-7ha

/1カ所､氾虫'Lll到 2ヵ所/Lだ区､025

ha/1が祈､1レイロ′ト 】00-200p

/ 1/)柿.3001Tt'/ 】ゥ所.I.L,1辺校地 周

jDに100ha (スフロール化uJ止)

T 1l/40,ODD

クビオラ (フィンランr) L汁画 年 次

実 施 年 ;̂ 1951年

[汁向 上 仏 性宅埋設財団

面 h'L 270ha

..t幽 人 口 16ノブ人

'iJl岨ii･地.彰 5-IOxo

ニュー タウノ恥長はtクリ- ンヘ ル トに

より3つの近純はrJJE二分けらLLている.

地書き特性 を 1-分<噛し.A.内攻破蛾 を

陳カムさえるよ7比戸吐Llに町し､bLlイ＼

の代r4'.を触))怠けている
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線道の概念と事例
1緑道の概念の整理

a都市公園法上の緑道の設計指針

b都市公園問題研究会の考え方

C 緑道計画策走のための基礎調査報告書の考え方

d 東京緑道計画 (自動ili追越締協統合設逆進J削こともfiう)の考え方

2緑道計画の事例

a団地計画の一環 として整偶

b既成市街地内での整備

C 新規の単独公園蛤備



1 緑道の概念の整理

a都市公園法上の操道の設計指針

災･i:-･時における遡経路の縫取 市糾 也における耶市生ifiの安 相互に乱 ;.'よう配芯すると･のとすること｡

全性Jiび快適性の確保等をEBることを目的 として､近隣は区 昭和5峰 10月2L巳建投省都市局長通達

文はJtr院は区fH互を連結するように設けらLLるWL尉滞及び渉 r8市公国等隻t*緊急穂t法及U蔀市公Eg法

行薪粍又は自転LIi指を主体とする緑地で帖ul0-20mを掛 Vl の一路を改正する法律の施行L:ついてJ

として､公ta､･､ft校､ -/≡ ′ヒングセンター､駅Fi1JlL域等を 及U建設省蔀市局実科

b都市公園問題研究会の考え方

r'1･徴乙モータリゼーションの進度は､従来の 多El的空fiiJと

しての ■みち'から.I歩行者や児垂等を締d)出し,久idf拝故

や排'̂7yス､Bif.A等により.市民の生.占局域をHしく-･E,-化さ

せている｡

･iA設'HかLlB和13年に実施した-ーソン トリ ′7,g榊との毛■.-iFとに

よれば､人の如きの半分はt'巨歩で占められるるが､分校はこ

zLらのJS行I打の安全確保と沿道の生'lT,環境の†ムミ全という臥 J,､

から.l力指行政を大きくIji榊させていく･ピ紫がある｡このた

めには,iEf掛 まLJ)を過すための ものという純米のid念から脱

皮して.相 二丁榊 tHこついては､刺 子老lB､r'l転.担iDのほか､

紬とス--スをとI)入れたもi-地広場苛をあわせて札iuするよ

り払-LR71制度化を行もっことによりJ niELの私的釧 "との-

fM 'JrcLf'VfI戊をはかるGt域 があるCまlLl‖己のI.t､;;I,rとあわせて

■F'uTJ也1̂H=PILl紅さjLている,子=･トの附 け公lふlや:yJJifil村､小

中'T'校､/ヨ 'ヒ/グセンタIj;のコミュニティ-施設をイJ

機的に連結するための公Egl緋地のネ ソトワ- クを確立し.自

動中生油を排除した '誠のみち～すなわちi;丘迫を系統的に整

帽して､歩行者の安全確保と生71.環鳩の保全に好めるべきで

ある｡ J とし袈大道を次のように'J-T方lした｡

(1)近隣住区を相互に地主'*するように系統的lこ鮎此される.捕

樹瑞､芝生地､花bL,L等のぶJii保全施設をfJする郎市スケー

ルの秋我のも上道 ｡

12))妊隣は区州 二系統的に鮎芯される1lLjnと)'L.全に分離された

街路樹を有する住区スケールの)J行省■川Jiay各.

(3)術指例のも長地帯でLIL道と完全にLJl離された郎了fJスケ-ルの

｢糸目ヒ街路｣(仮称)といつべきも点凪

(恥 IJ公l七は:flliTJ5ヶ1IY.,kTh'IrJの!.L･雌とちった)

都市と公園緑地
- 人間回律への湛

昭和49年9月 財団,主人都市センター

C緑道計画策定のための基礎調査報告書の考え方

r細道とは､IL･7-i占空間が安全性の訪いものとしてqF=ムさされ (I)淋隈緑追- 1肘 二/ヨンビングモール.r(い物公陸相勺な

ており.しか もある粒度の日射 】')溌tiが何らかの形でそ/.Lわ らの

ってhり快適なま,ので､懐能的には､El･.llD,ll'Jな生1.5の城であ (2)住民をk迫- ほほb-(2)と同様

っ1=リ.rl然に接する楼台を増大させたりの捌きを米たしつ (3)自然散策道一郊外自然地へのアプローチとLての絞遣

る!Uので,多快性にriLiLTん1='空剛 Si造をt.つ ものであるd この分茄を表II- 1に示す｡

として=J:のように分野lしてある｡ 按並計画領定のための基礎明査埠告暮

I975 3 財団法人 蔀市書十酉協会

d東京緑道計画 (自転車溝達抜協放会設立運営にともなう)の考え方

r毒-kJ凸とは.みどりr.'2かな安全,快適な線的空間であり､こ

こには､妙行者横能とそれに伴う多様/.L生1.=r,l占動をい満たし

f雉るほ介多E=l'J他LilrLである,J

(｢みどり｣とは､必すLも付物のみを指す ものではなく.人

'̂､水､｣喋等の日射 I'JILIJ,i･を総称するi.のである,)

とし.次のJ:うにJJl蜘Lているo

図lll- 1

都建設局公園主王他部 昭和50年7月 蔀市公Eq57号

(自転車連結協議会一郎が紬皿を盤肺するための

回及びl対住区rl1TPJで構成する連結協誠全)
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表11- r掠道の分頬例 '拝溝計画策定のための基環tI至報告書｣19753 葡市計画協会

界 膿 緑 道 住 区 緑 道 自 然 散 策 掠 溝

土 具悼 商店街 .魅力ある建物が多い/コ-ヒ- 静かな所 林地/河岸/湖岸/湖 .水田/原っぱ

的に

地 は 酒屋/映画館/プレイセンタ-

用iBJ也峻地区 耶一粒住居専用地域/那二碓住居iI/A-用地 風致地区/風致保安林/都市計画法によ

柄 也/住居地域/近隣摘発地城/准工柴地
叫 公私】地区/近郊緑地保全区域

刺 刺 放範/通学 .通勤/l'1物/'iから友だち 静かを林での散策､植物採集､昆虫採集

1日の価玉代 の所-行く/主妹たちの立話/夕涼み/ /河岸.湖岸での遊び/魚とり/右投げ

拝Jの /子供の遊び/自転申

守節帆刺川 春 一 花 香 - 新緑 .花

さ 東 .一 線除

it方

"∫rl4∫ 夕 :JJ1I托 .夕涼み

.汁あ ー loom-200m-遊び域までの別萱離/ 200 少行速度

LWJる了/ m-400m-幼稚阻の子,上砂恩/ 300m～ 祝祭路 2kJTL/h

十位ユル 500m-脹Tf徒歩周/500m-600m-+ 1!.;-通 4km/h
鉄也-銀座通り1,000mli;JA牧 仇のノL:清田(学校La)/800m-Hr.'i:.-行動 歩行時IZl】4-5時間

アノ 街路尉 練 :樹木 .花 .草に親 しtJLL=也
.〔ゝ:1.ゝの美 しいなき声

チ 人工的 : 川李の花 魚 :のんUl)とつりを楽しむ

イの 退路付,TIT.施.ikrL/モ-ル肺成施設/ペ-7 車からの安全-騒打
ノン卜 帆 ;†小 ､新鮮な空J5(-i/壁 :夢を落t-す

'Iln

テlエ プレイスカルプチ,r-/芝生/pft水/也･lEL J-∫ 樹木/花/王Z互止め/プラントボックス/ 自f'公.脚本 .串-佗 .軌托etc
サ レ /ンエルタ-/小欲 勿/街路灯/樹木/

イ ノ レフオンボックス/街路灯/7○レイスカrLコL】 山などの遠lf.1-(ランドマ-クとして)

/ /ト れ/方阿表′バ板/キオスク/アレフオ/ ルプチヤー/キオスク (茶内板)

23のスケッチ -′JL-- 鷺 鴬 . e- †-整†
･71-
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2緑道計画の事例

事例 として収jJiL1=もの を､以下 の よ うに ま とめ た.

a団地計画の一環 としての整備 日 野 市 百草団地

春 日都市 武里用地

素 良 市 平城 ニ ュー タウン

･交通施設(追給 .鉄道 )の廃止に よる緑迫!違愉 新 宿 区 新宿遊 歩道公rEl

河川の帽 範化 又は側道の利用に i:る繰iZL+,!順 大 阪 市 楠相 川跡練恰渉道

江戸川区 古 川親水練逝

武蔵野市 玉 JIL上水紬迅

地区壱 l- 団地 E 書♯主体 や 公団I 完成年度 l Jg69 E 備 考 I 団地計画の一環

位 IE 東京都 日野市三 沢､多摩市和 田 巨 料 ランドスケ-プ 2日 977 都市t十画研究所ランドスケープ出版会

当団地は多摩丘按の-杓に位RLL,燐接するlT'.I;帳 f帳 的生- 7ズマネザサ,コナラ,ススキ,ヒ ●生'17状況

台田地と一体として計画した○ サカキ.サ′L,トリイパラ.ク｡モジ,ヤブコウジ. 宅地退JRなどにJ:るiI3背も見られず.-'ud'通の生育

斜め造成に対応した佳練の開発および急斜bTにお モミジイチゴ をしている.

ける建物の安定性の確保につとめた○ ⑳利用形億 新払別の生育はあまりよくない.

住区.プt,ムナ- ド,公麿等の有蟻的つながDを EE地外抜取 ま利用はされていない,団地内諸の既 ●土粥状況

考患した. 存林内には国籍.展望台ILどが設圧されておD, 土頓硬度- 林内 0-ト 0ー3kd lm

若干利用が見られる｡ 指圧はあまりない.

●敷地断面挟細 さ管理状況 榊 の鵬 .lf草刈などされているれ 話象戊

看 :B: 田地外連蔀の既存林は管理され㍗ -‥守 T千言 ∴ ていfJい○内部の 細土井に厚 く残っている○コナラ林

●既存樹林に対する-基本的なア7.ローチ とんどが宅地化している. ●出現桝唖

現況地形に沿った遺風 配虻計由のもとで,姑成 ●既存林の紫根 粗末名 木放 例渇くn)

不可能な部仇 または逝成しなくても残せる部''} 田地内部で幹線道路鰍 こ妓つた′J､さな山にある既 …芳†ツ 圭 6 2

が蛙榊 として妓-た○したがって, 榊 で幹弧 絡と帆 の御 子T,となっている. ≡サ諾 J …'①棚 - (不朋 地)の斑棚 は,管理の手も入 樹如 あま柑 くないが捌棉 酌 か ので,荏 - ラ 23 と…董:…莞:…コ 至.5-→本.

れず,人の立入も禁d=している. (屋上鰍 こは 芸1,/害 毒 83.& 2,8

叢 妻 望 空き窒警 E..ラ バ寸暇鋸 誓?言=.……?.=霊 二三;.*,三‥レ三三

近接住練-のプライバシ-を考腫し,凍鐘的な ラ

利用lま控えた. 卿 寺跡 こは糾林の外剛 'i退けて見えているれ it 風路から上取 まあまり密度榔宅くないがほぼ全面

●既存樹林の現況 卒は兼が繁ってほとんど見えなくなる9 7ズマネザサに覆われている. (下草刈がされた

①他生 ー ( ばかりであったo

田地外蜘 斜面と.nm… 鵬 された酢 蛸 陸 海 ′N 陶相から下部も全Tb-アズマネザサによ-,て揮われ

林であるOア力マツ.コナラ.エゴノキ,クリな ･乙.3E手‥;払 .r の唖桁も豊'Lyであった○どの混交林で純成されている. .冬季t-.ンー'1.iL .

出現樹種- 丁カマツーコナラ,シイノキ.エゴ 稚内には閲路と族契台があr,f'ンチが設旺され
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同地計画の一環

埼玉県春日部市大宇大畑､大横､大場
掠述計画策定のた めの基礎切査報告f 19753 都市打画 協 会

都市空rulの書十画技法 昭和49年 8月 彰国社編

この団地の規模は､596,668m3､うち公園緑地は 76,000mzで､

幹線道路が南北に横断 している｡空間柄成は都市的な雰囲気を

強調 して､立体的で発 しいものにするという空間の多層利用を

めざした中心地区と､都市的に固まれ､ペー7●されている空間

である分政中心地区と､そして､遊び場群 と結びつけて計画さ

れ一般の挟間の空間と-ツキリ区別されたペデス トリアン ･ウ

ェイの 3つに区別される｡また､退路計画は外アプロ-チ型と

し.歩申分雛の原則を111いている｡その掛 二歩皿を歩いた方が

目的地に近 くなるように建物配置を考慮 したり､主要な交通機

関であるセンターでのパスス ト ノ70と施設とのスムーズな関連

を心かけたり､ベビーカー､etcの利用の為に適所にスロ-フー

を計画する7LJど､歩行者を主体とした計画がなされているO加

えて､平坦な団地に対 して､センターは立体的な計画 として､

店舗 と公共施設を2､ 1倍に､各々明確に分けながらも双方の

機能がスムーズに全うされるよう､アクセン トをつけながらも

連続されるという考慮 もなされている｡

･√ ~ ∴ ㍉ 二 二

千里ニュータウン 大阪南 (企業局) 団地計画の一環

大阪府大阪市 ･吹田市 ･豊中市 公園緑地 1974 VoL34-3 日本公園緑地協会

●緑道のルー ト

市街地区域内を縦断的に.あるいは横断的に､その利用者の安

全性及び快適性を保抑するよう､緑必系統が しばしば一般退路

により中断されぬよう､-iTl性をもたせる恥 が大切である.そ

のためには､Lil.来る限り立体交差 とすべきであるが中高屑のア

パー ト群よりの進入路までは不可能である｡これらについては

串ILめ も設置 し非は完全にンヤ ソトアウ トする配慮が必要であ

る｡少なくとt)住宅 と学校, もしくは駅を結ぶための緑jLであ

れば安全性を計画の並木 としたい.住宅よリEl的地までのiit=歩

距離は一般道路 より短距離が望ましく､徒歩行軌E頚 (利用tii位

義)は 500m位が適当で1lrはj1,000m程度に押 えたいO

●禄道の幅

遊,Sj洛よい独立住宅地内の見通 し,i.I:凋 共同住宅に対する威圧

感を避けるためにも右左低10m以 卜の緑迅スペースが必要である.

遮断緑地的な見地からすれば 30m-100mは必要 と考えられる

が､現実的にはそれだけの幅は収れず.部分的にその様な広場

を設ける様に心かけて欲 しい｡
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EZl地計画の一環

位 t l奈良市 京都府木津町 ･柵華町
ランドスケープ15 】975

平城ニュータウン録正一 奈良市 ･面横15,000m7･設計者 井

上虫之+井上造園設計事務所/従来のニュータウンのイノージ

を打l判するという主旨に応えたのが､水と自然木の使用である｡

水は､小川の流れ-水辺の休憩所-→石のころかる河原へと発展

し､緑皿という従来の団地の名目的な空間からの基本的離脱と

してIk迎さrした｡

･菰市計画研究所
ランドスケープttl版会

十 宣 ･: -:･T'L:L･'''

竺 墨墨 堅LL 聖 上 竺 ‥_rM｣｢竺誓

tI垂 車 重 二 二コ 三 可

新宿遊少迅公ra用地は､都屯13番線の専用軌道敷であり､榔屯
のJ薙止に伴ない､新宿区が東京都より諏与を受けた､平均l話ri

8.9rn延 長260m､両桃2,311m'でS字聖に蛇行した地形である｡

新宿駅より東へ約 200m.歌舞伎町から三光町に位芯し､両側

を繁華な飲食街に挟まれ周辺には区役所､都市銀行､百代l吉､

患神城などが密集 した都心の繁華街である｡

住民の福祉､環境整備の一環として失われつ ､ある都心に緑の

回複と住民が安心 して愁える場を提供するために､ビルの谷間
に緑盟かな遊歩道をつくり.武蔵野の面影をしのばせる緑を再

現 し.自動非をシャ yトアウトした想いの散歩jLとした｡

また､買災､火災等を考慮 し地下式貯水槽 2基 ･il併せて設置し

た｡
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1974 】備 考 既成の市街地内整備

新宿遊歩清公園四季の道 (パンフ) 新宿区
現代の公園 伊藤邦術着 建築実‡斗研究社
迂路掠化の投書十施工 昭和52 山海堂



地区名 - 川- 陰歩道 F.#主可 大聖雲表芸歪霊矧 完成年可r973 l偉 可 .- の市- 内-

位 t 大阪府大阪- 束区 巨 料

楠根川下水管布設の埋立跡に造られた歩道であるが.両鰍 こ,

市場､公閲という2つの亜輩な公共施設が隣穏 しており､周辺 つつみの断面横道

地区は密弛低層住宅地で､公共的なオープンスペ-スがか ､. ‥ V

このことえている慮 し④歩開発0′lて考え′場､プロ"シヨい歩道部JJイメ-ジれに接すは､住宅地が緑陰歩道建設に有利かつ重要な条件を備 ~､と言え､これらの条件から､計画に当って次の点を考 !行非道に都市的尺度を導入する.㊥日本的造園技法の[の紺 保存○そして空間構成は3つのブロックに分け 4‥1｢もー つつ棚 ..- ▼ rる緑陰歩道部分でいり一体として近隣の子供達の遊び 壬 .～:q.汁-. 言:汰.十.-i.u'〔..帆
の中心に和好するJショッピングテラス.'子供達の遊び切〝を lヽ/ハ
結ぶ空間は ●緑のプロムナ- ド'とし､散歩ia的なイノ-ジと

する.

-=ニー~~】与＼ T十… t:Jli こ..I】巨〒--=よI.;l/ 楠枝川緑陰歩道

備 考 工 芸霊:悪霊地内整備

東京都′エ戸川区

在来河川を整備して親水横能を持

たせた水流と緑道の計画

親水計画の発想
二の川と.机llJ-環 L花の汽'(lrJl.'日二上Jニ

ド/)く)占が'JtllrF'tlI+ ると､や かて ィ､■ŷ'

Lfi一)て しまい ます･ この よ -)r+

日日ま､ど こで t,理 Lt')､■/てて-Ei約に

して しま :)の か細例で すが､ それ

ではあ ま りにも..lTil日の rdい叫 に

-)て しまい ます.

水とLT:い かか わ りをも 一'て1-"r,
して きたlr.l･-JlH丈と しては ､ 二 二

HliLしめるい こいの糊 を残せ なし､L

lの かと 考えま したO これ をノ]くと柑

!のlBt')､州 】Jt目し､ます｡

古川税水公園 (パンフ)′エ戸川区

道路緑化の設言十施工 昭和52 山海堂

江戸/JJ6T
聖ホ社

一一' !喜寿 =コ

』歩in

h pt +JIJHミ
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昭和5d年度末t=690rTL完成
箆戒の市街地内茸dB
技it+水洗

市報もきしのNA733 5E331 武蔵野市
道籍捻化の壬生書十施工 昭和52 山海堂

玉川上水は武J-&粁市民にとっては大切な緑 と7kのオアシスであ ●抜道の盤価経棟

リ.歴史的通産としてもili要な位置を占めてお りt当枝道は江

戸時代からの上水路に沿って残された自然を生か した:繰道で､

自然散策枝道の代表的 ものといえる｡

武蔵野市では.この玉川上水を録のネ γトワークの主幹の一つ

として計画に組み入れ､土手敦を利用 して､緑豊かな遜妙逆を

建設 してもらうように束京都に要謂 した｡その結果､東京都に

おいて､昭和48･9年度には､桜槍から下流を約 700m遊歩逆に

した｡

この遊砂皿ができたことによって､今迄は坤におぴやかされな

がら歩いていたものが.遊歩道を歩 くことができるようになっ

た｡

また､途中の ｢みどI)倍｣で市立の本村公BJと接萩 し､また将

来はこの遊歩道から､プリ-ンパ-ク繰跡地を利用 して建設が

計画されている遊歩皿にも接殺することになっている｡

哲にこの遊歩道は､昭和51年度には桜橋から上流に向って約500

m施工 し､将来は既設の遊歩道と同 じようなスタイルで､東西

に延長されてゆく-rJ'淀である｡

… 主体 l福井市 (都市計醐 )
l 完成年度 巨 969

備 考 l 公園整備 (新規)

也 十 指井県福井市 - ー J 誓 十 - 竿 r972 VoL3･-34 8本公軍揚地協会

～.'.川:少年超勤公【引と足羽IIJ公Lklを結びつけるめ､,lE両された良

さ571rn､ hl...30m-96rnの公同で､現在の ところ恥 fl公l司法に

よる特殊公【苛1として位iEfづけすることが考えられている｡

取 り付け部分では跨道桧を川い立作交屋で,S申分経が行なわれ

ている｡

叩jZiが地下を通過する中央部は長さ約 200rn.幅Li96mのふく

らみとなって､怯昆上利用 (休想)上この公陸iの中心となって

いる｡長さ約 180m.幅r130mの両端部は､中,Ltに幅10m､両

(.LII=こ幅 5mの柚桂川をを作 りその間に帖5rnの散茄路 2本が通っ

ている｡ 領井少年運動公知西部捷道公囲取t)付部分
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公園緑地と住民参加の事例
1.住民参加の考え方とその諸形態

(1)住民参加の考え方の例

(2)行政主導型の事例

(3)住民イニシアテフ■型の事例

2.みどりと住民参加

(1)みどりを町づ くりの軸 とした住民参加

(2)緑地 .都市公園づ くりに係わる住民参加

(3)自然保全の視点で公園緑地を考えた住民参加

(4)協定及びその他

3.公園緑地の維持管理､運営管理に関する住民参加



1. 住 民 参 加 の 考 え 方 と そ の 諸 形 態

(1)住民参加 の考 え方の例

a.｢住 民参加 は､･ ･代 表制民主 々頻の一 つの型 であ る首長

-議会型がわが国の画一 的制度 と して きめ られ てい るこ

とに よる硬 直化 に対 して､必要 に応 じて､その 自治体 に適

応 した補完 を可能 にす る弾力的 な方式 なのであ る｣

'住民奉加の実技●- r住民草加と自治行政J 佐溝竺

b.｢住民参加 とい うこ とは､ これ まで単 な る行政 の客体 (ク

ライエ ン ト)で しかなか った住民が行政 の決 定や執行過

程 に何 らかの影響 力 を行使す るこ とであ る｣

･住民奉加と行救･- r住民奉加と地方公務JiJ河村十寸捷

C.｢住民参加の本矧 ま､意思決 定への参加 にあ る といえ る｡

住民 を忘恩決定過程 に参画 させ るべ きもの は､政策

形成段階 と行政執行段階中､(1)地域社会 に大 きな彩管 を

及ぼす よ うな計画 (都市計画 ･区画整理事英計画等)､

(2)地域社会 に大 きな彩管 を及ぼす ような事菜 (Llや他の

地方公共 団体､公社､公団が実施 す る事業 と私 人や私企

文 が実施す るZrL某 に対す る許認可等の関与の双方 をふ く

む) な どにつ いての貝体 的意思 決定が考 え られ る｣

同上I r住民奉加と行政の対応｣加藤書手

d.参 加- 参加 とは政策や堆案形 成 に参 画す る行鵜 であ

る｡疑 う余地 な く地方計画庁 に よる情報の提供や情報 に

対 す る批判 の横合の提供 は､参加過程 の大部分 であ るが､

それ はすべ てではない｡参加 とは､議 論 とと い こ行動 も

含 んでお り､計画策定過程 を通 じて､住民が椀種 的な役

割 を担 うこ とが で きる場合 には じめ て充分 な参加 といえ

るであろ う｡ この概念 には限界があ る｡ ひ とつ は､計画

案 を用意す るIp'1任の所在 であ るが､ それ は地方計 画庁が

受 け持 つべ き ものであ る｡もうひ とつ は､計画の完 了-

提案や決定 を法令化 す るこ と- は､専門的技術 とい う

高 い水準 を要す る課題 であ り､地方計画庁 の専 門家 に受

け持 って もらわなければ な らないこ とであ る｡

住 民- 住民 とは､たんに コ ミュニ テ ィとい う点か ら

組織化 された グル ープの中の人び ととはZ7Bi解 していないO

コ ミュニテ ィとは､制 限な くすべての個 人 と団体 に よっ

て構 成 された張合体 であ ると考 えてい る｡

広 報- 広報 とは､住 民 に役立つ情報 を意味 してい る｡

基本的 には､ この情報 とは解実であ った り､主張 であっ

た リ.説明であ るか i)しれない｡広報 それ 自体 は参加で

ないが､参加への基本的 な節一歩であ る｡

住民参加と都市t十画-イギリスのスケフィント輯告-

1975年3月､横浜市企画切整局､都市科学研究宝

●武友野方式- 市民委A会 (郊似例

旭川市,神戸印等)

誕生 <市民参加の武域野方式>で名7.1】

い武蔵野市市民委員会は,昭和45年-16

年の長期汁南郊真作菜lこ伴って生まれた

瀬定遺掛こおける<策定市民会韻>をう

けて,その実鹿の過程で<市民委Ll会>

を甚lかこすえ市民参加が進められるよう

になった. また同時にこの香口金は,

市民参加による別画策定をE3珊化するた

めの方式でもある.

組稔 各層(市内在住)上りなる代求によ

り私接され,-委El会での吏員は12名で･

ある. 市戊の任命に上って決められる

役割 市民を黍Elとする市民委fl会は,

①自主的な計画づくり,政邦淡白 ◎市

民会議の朋帆 多彩多様な市民の芦の吸

収,を主たる投網としている.

活h 現在長期叶面の旧列珠題に印して.

7つの市民委fl会が活動している.

①市民センター建設市民委凸舎 SJIG.8

2発足 市民センターを市民施設として

どう拭想するかでスタ-トし,<市民セ

ンター粗放計画市民会誌>は,市民のさ

まざまIJ:月からの参加方式を巡っての使

果を中心に討放され,センター姓設に対

しての<意見督>を提出している.

tB鍵J.瀬市民委irl会 S17.8.1発足

<促俳で明るい7!J民JJi沼の保田>をはか

る目的で設臥 <位俳の開発,拙伽の和

迩,鍵桃の保持>といった分期で,隆雄

であるためのシステムづくl)を追求して

いる.

@コミユニティ市民委rl仝 S48.2 15

介足

都市化の成熟した地域間題としてコ ミュ

ニティづくりをめざし.長期汁l軌こかか

〟/こく市民施設ネタトワー7汁歯>のIl.

体化として発足. 検村謙蓮11,1多様

1L市民施設はコミュニティセyタ一方式

か散在方式か,2各層の市民施設にAI的

し,要望について,各コミュニティ1恩

地区への配分,lI‡Pji巡白への参加JJ式,

3甥裾の市民施n'JZの管理,巡召))J法,千

の使用劾平, 1<武戎野コミュニ ティ構

想>にそっての用地の経机 地域市民会

報の発足の促進等の検狩をしていろ

◎新和対策市民要El会 S483.28発足

在住学者,消緒戦n,消･#者Efl体の代衣

で委Elを椛成,ゴミ聞役について協吾裁し

ている.

(9市民文化会法 S18.9.1Ll発足

1日掛 二親LtT市民 2科学性l二筋む市

民 3芸術性丑か11市民 4EZl際性凸か

な市民といった理念にもとづき,市民の

文化活軸の/ステムづくりを検討

(参広報印民委n会 S4910･24発足

市の怖稚活動についての力邦'を検肘,7TJ

民話勤を主体とした市政の広群のあり7)-

を追求.

(注)⑦掠化市民垂jL会について11複述

2-川-(参 事照

賃料 蔀市住宅 75-12
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●白頚方式- 白gt東地区白Bt肪災協議

会 (類似例 多数)

臣生 昭和44年の都市再銅発法の成立後,

<白頼東地区防災再開発事業計画>が発

衣され 以来,地域住民と都側の交渉に

入るため,48年 1月発足.

粗稔 地区内860世子iFのうち,町会など

の地域別団体と中小企業の団体により組

成された地元の代衣と,都区関係者によ

る協法会. 協害轟会は総坊 ･住宅 ･商実

･工菜 ･転出の5つの部会に別れる

地元範頼の基本姿勢として, 1超党派で

のぞむこと 2生活再鯉の確促 3弱い

価利着,借家借rLl欄 係者の生活保全をあ

げている

役割 協議会自体の目的は,都計番の付

子持条件 (寄席交換 ･改良家賃使用料特別

軽減 .転出者への侯過措荘 ･特別立法成

立促進)を尊韮して具体的矧問題を肘註

･調整 してい くことである.

活動 現在までの村議Til項は,ヒルの規

模 .梢遊 ･配臥 学校 ･神社,ガスなど

の安全性,追払 改良住宅.入居条件,

㈹濃施設改良,工菜用地,権利変換,秤

価弧 補tli,砲資,代野地,税制,先行

取持などがある.

●国分寺方式- 防災都市づ くりを考え

る国分寺市民金銭

(類似例 川崎fFト 械浜印)

誕生 昭和48年 9月の尿災対策市民災/i.i

の反応にもとづき,市の捉案から市民に

よる防災称 lJづ くりをめざして昭和49年

7月より発足

組抵 日的推進に関心の深い市民を会Ll

として,そのうち約20名が委irlとなり沼

刺.

役割 防災弥巾づ くりのための対敵 安

望 必要に応 じて拡大市民会経の鵬催,

lVFJEj宏への忠見壮取など.

活動 プロyグ塀.万年塀の安全性の検

討から,市 ･都 IBlへ-#望1JI捉山. プ

ロハンガスの安全性の検討,文界 ･四 ･

都へ要望TtB挫出. 西fAL_ケ荘 3丁目沸水

間魅の検討 ･要望. その他セミナーな

どのu朋岩.

防災都市づくりを考える市民合法粗持回

市鮎への出耶提供･各tE公述･文寒等の作成･対外広軌兵事hQ)部会セ-7テ†･ミニマムづくり

漢)国分寺方式は行政住民協調型に近い｡

(3)住 民 イ ニ シアテ ィブ型 の 事例一 行 政側 の設 定 した組 織 を住民 側 が主体 とな って発 展 させ て い った もの

+衣川方式一 百人妻良会 (力LtLn PJ

T.111:i.lIト､､

】監生 1昭和47J'1-6月那 LL･･1衣川村総合

発])r･;計ll】幡 誠Lt (泊称TLr人委Ll公)のU‖

限 村民総参加の村つ くり (村政のj:人

公は村民である,村政は村づくりの-7;1i

であって全てではない) 2秘結rTE,劫の

菟rR 3百人委E3会は北l小T:,当の広域と

いったねらいのもとに子吉lii

粗造 軌 盛会は村良の委任で 100名以内

とし,'/J'iFEJ日本,地区代れ 抑人r刑も

学識経験者,/il掛 THも 約13戸に 1人の

割合

役割 衣川村の末光を先取りする｣占本.引

画のイ′E成,衣川村民がほ力に充ちた創造

的人生をおくるための物心)与に吐かでLL

みよい村づくりの喜帥 】XEiを審議答申.

活動 まったくのLj紙のもとで次の5魚

について誠間,

①衣川村民の生7六のrHこある帆超は何か

②衣川村の未来像はiLIJか･

③衣川村民が当恥 5カ年問で解決した

い問越は何か

活動の段階は,各戸γンケー ト- 家

族会売品-- 軌扱会(部落)-- 地区会--

預は (総払 教fl,民上 総7JT,エ木)

i.は 総合会議械hM ('■-鍬l.1石irI乱鵠)

●旭区方式一 住民会議 (穎似例 秋沢

Jd 区,神戸了Tf,川叫市)

誕生 昭和18年,了!】内/6区で<あすの抄盲

iTtを話しあう区民の淡い>という巾の捻

合計蜘案をテーマにした袖民討論班会が

もたれた. その際のfff民相互の討論を

含むところが,tl.感を呼び,地区では,そ

を考える区民の強い>が開かれ,班会の

定X'化を求める)=Llを背茄に19年4月地区

に次々と溝生していった

役割 市や区,陛日系機rXJに次の｡占につい

てII-Jmを求め,詑L合い,意見を出す

①区の1守文f.'[紬uこついて (上沼環境越 取

施設瓜'&:､ITr)

②生浦項Ljlの生t掛こついて

③TrJやLl,ものTyf炎の区民生丁苫LW辿か恥 こ

ついて.

④抑 けEZ.1超のまH矛爪の鳥相と苅L=ついて

区民会派巡.粥の三m llJ

①すべての区L-itに捜会均等,JP等71参加

の促陀

②民二L的.L=;主Epl'.JIj逆臣ミ

③自主f;iyf'Jl.L発言の促柑･

区拭会派のしくみ
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(3)住 民 イニ シア テ ィブ型 の事例- 住 民側 が組 綴 した形態 を 自治体 が協 萌 した もの

●,q井方式- ゴミ=ティ

(類似例 牧効やゴミ対舛市民委EL会,

町田市,式煮野市)

書生 現場で点 く請け労働者の体換とく

ふうから創案. 奨鞍地区での住民との

話 し合いを虫ねて昭和50年 4月より実施

活tb 金属Biとガラス鮒を他の不燃物 ･

危険物とは別途収兆. 収3Li回数月 1回･

ある大 きさの区域ごとにステ-ソ'-/を

指定し,世iiFから原品を持ち寄る 当

番の主婦が唖EI別に赴理する. 市の収

触畔がrdlの作菜掛 こ紙入し,分別,7'レ

スし,回収長者に･7eる 代金は.その

Llに応 じてRJ'会や婦人会に還元する･

すなわち市の収処方式をTF涼回収型に切

り換え,田収をffJ'の所新 井柴で行ない,

ゴミを巡るフーイス･トク171イスの

関係をつくっている.

(参考)

<ゴミニティ>の1■熊へ

沼沖ではゴミをとおして新しいコミュこテIIL

らぬくゴミニティ>が発かれ上うとしている

資源として利用7'Tfkf1秒王IBl収し,弊探間組に

対処する1_めに自分f=ちのやれることはやって

いる-,こうLてふんTlと)Jを合わせてやってい

るという天火感,祉之的叫F.への参加盛が住民

や捕縛やElの心tとE>えていろ そこでuま

さにt土民とEl給体tnの相互ltl輔と協か 二 五 っ

/こくは民自治>の生きた姿の一面が見られるの

である (略)

これらの王ちづくり.生活の条件づくりとい

うのは,市ZE姓誘Ji鼻下のようlこ立漁な建物と

か行攻サイld､らの反対給付のql大本tLlこ求め

るのではなく.一方では社会的古の配分の公正

化を上りさびしく求めつつb,他方では葉栗や

可攻のFF等取JEのもとで,いかlこしT=ちもろも

ろの存iE物に稚iElる可能性と引き出し拡大す

ろことができるのか.いかにしたち牧的な凸か

さ/こけが尺までない生活の条件と策いていくこ

とができるか･とさ､う方向lこE句かわかllJら11

い/ころう TZl沖方式はこの且でひとつの示唆

を耽々に与えている 事本書≠/早大肋牧抹

(古称田捻合計由研究雨月抑 507サ上り)

主ミニテL活軸の進め方(リAIJスり501上り)

●B焦区東山方式- 住区住度会浅 く蘇

似例 日果区.中野区等)

良生 甘瓢区における1小学牧区(住区)

2中学校区 (地区)をもとlこした生活田

城を絹汁面の<モデル住区>として昭和

19年5月に発足した. 巨鼎区の行なう

コミュニティづ くりを住民の立場から実

現を追求している･

組抱 従来の町内会,自拍会を朽編成す

る形で地域の住民弧接が結弧して捕成

役8g 甘皿区と協は しつつ次の中濃を行

なっている･ 1地掛 こ必窄な施設その

他環境を整えること 2子供や老人.婦

人その他いろいろILEl的をもつ組積をつ

くること 3'調査や広印 (なお主写経甥

は区がil担 している).

活軌 生活環境羽生の災施 広報活動,

研修会.施設計面に関しての検肘fLと.

(牟考)住区の標準規収 入Ij8000-20

000人.小芋収600-1000人,クラス18-

24単軌 標準半径500m.放火 1500m.

節操的路を旺区内から除 く.
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2. み ど り と住 民 参 加

(1)みどりを町づ くりの軸 とした住民参加

ここでは､町全体が単位 となる緑化 を図ることを目的 とし､

その実践活動 として住民参加 を行 っている事例についてみる｡

参 加 主 体 備 考

緑いっぱい市民運 動 緑いっぱい市民

避軌世話人全

個人､町内会､市民団体､企菜､学校,

商店食等

帯広を緑と花で

美 しくする遜軌

実行委員会

昭fll37年亭主足

｢｣に広の森｣建設の希の植樹祭

昭月J38年多量足

花いっぱい超勤.市民 1人 1本植

樹運動.苗木の配布

緑化市民委王i全 irl長任命による12人の委L=こよる構蚊 昭利46年発足

｢緑の市民老輩/緑と花の市民集

金｣r緑のEI｣

施災

-練をまもる､ふやす､そだてる-

純化推進委LIL金

緑を育て金沢をLRL

LくするhlE軌

菓菜を育て余沢を

美 しくする仝

Tll民と各種団体

町内会､妹入会､老人クラブ､子ども

令.各種団体等

① 釧路市

- 緑 い っぱ い市 民 運 動-

｢拝いっぱい市民5E軌 昭和52年度事♯報告及U昭和53年度事集計画暮
iq品市 r操いっLlL､市民運動J世法人会
公園拷地 1976 Vo137-1 日本企画掠地協会

〔]枚要

練いっぱい市民迎軌IEI.V,入会は ｢私達の住

むこの釧路を､抹いっぱい.花いっぱいの

11'jJいのある街にしよう｡時Imのかかる根気

のいる､そして怖軌を必3Aiとするこの運動 2

を通 じて5年後､10咋'(i､さらに 100牛後

の釧路の街を緑Jlリかt.L,すはらしい住みよ

い術にしようO｣をスローガンにI桝 u46年に

絶足した｡

以丸 春秋 2bJのrl】比flB肘祭を始め､樹木

のあっせん.各種同体による瓜の造成､rrl

比の了と(キンレンカ)の･.VJ･及.チュー リ ノプ

迎軌等各種の事菜(別表)が了l了民の手により

企IrgAIされ実施されている｡

近年､この緑化運動に-TJ'隼屑の参加が目立

っている.昔年商工金言戒所の運動 として

r市民緑の日｣を制定､祥子路肘や公G]の樹木

の追肥､支柱の丑偏等を行っていたが､さ

らにこの輪が広がり､｢ふるさと合議｣が譜

成され.樹木の手入れは勿論､街の稲村運

動にまで発展 している｡

なお以下に､これまでのZrrXrx剃r'tの概要と

岬*ll53年度の事英別使Jを示す｡

昭和53年度事#計画

l 努力目標

を人ILiJ性豊かな美しいまちに別I)あげ

るためみんなで力をあわせ努ノ)しまL

J:う｡

実践活動 (重点事案)

(日紬いっぱい'jlは2-

ア)lI亨民大植樹祭 (111民の森遺脱)

癖と帆 市民参加=こよってIfJ民の森

の造成拡大を行う｡

イ)学校緑いっぱい (線化モデル学校)

小中核2校を線化モデル学校に指定.

次代の若人に線化の思想普及をEglる｡

今年度指定校 駒場小学校､北中学

校

り)地域.家庭緑化の推進

緑化木の斡旋を通 じ地域や家庭の緑

化推進を図る｡

エ)協焚緑化の推進

奉仕団体､事業所､摘牡等の協力を

札 市民の森の充実拡大をEx)る｡

(2)稚いっぱい事業

ア) ｢7fl民の花｣のモデル他殺

栄町公園通り､栄町公凶､河川公園､

鶴 ヶ岱公鼠､ヌサマイ公閲等に市民

の森｢キンレンカ｣を植戟普及につと

めるとともに､特色あるまちづ くり

を行う｡

まちに､学園に､家庭に花と緑を青く イ) r花の通｣づ くり

み愛する郷土､わたしたちのまち釧路 商店街､商工合法所等の協力を得て

ノーンストリー トの歩jEを花で埋め

て､ひろは的要素を加味する｡

今年より､北大通り商店街が 1本化

して'-h施する｡

ウ) ｢チューリンプ運軌｣の経巡

ir与ヶ岱公使】をメ-ンパークに主姿公

園､職域､学校施設､家庭にチェー

リy7oをいっぱい咲かそうとする迎

軌で.今年 も継綻 して行う.

エ)花哩コンクールの実施 (第20回)

花いっぱい運動の日頃の努力の成果

を表杉し,7Eいっぱい運動の促進助

長を図る｡

オ)協熊訴菜

奉仕団体､町内会､老人クラブ､愛

好者等による地域公園花雌の充実を

Eglる｡

(3)啓栄串#-

ア) rE虫一芸まつり_Lの実施

緑化木の斡旋及園芸指導を行い,緑

化思想の普及に努める.

イ) ｢市民みどr)のEl｣の促進

市民の森､街路樹をはじめ､公園緑

地､学校緑地の愛讃撫育を行い､広

く市民にみどりの価値感を啓r#する｡

(4)その他

発足10同年(S55年)記念串英の計画策

tと
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② 武蔵野市 箕 rl/Z iJ㌫ Lrga*Ot苦 言呈ご 一.7,6,-,7.2 武器 ㌔ Z5憲 技

緑化市民委員会と緑の市民憲章 料 認 諾歪民芸諾 苦し孟5■.S35,莞雪ぎ市悪罵㌘ EiRtF7E3 株

□ 緑化市民垂鼻会の概要(役割 とその活動)

酎 ヒf一眼 委L~ほ は､LHy,IF朴在住の代表によリ (2)｢武蔵PT,了f弧 線のな軌 の制定に関与 L､l 槻す ること.
i且苗生され､r行長任命による2年任期の12人 それに】対逃 した市民集会の併‖従､｢緑の (5)遊び場の増設など ｢緑の ネ ッ トワーク

で構成される｡ EIJの制定などに関すること○ 計画J の｢点｣の具体化に姻すること○

昭和46年 9n lETに発足 し.現在第 4糊に (3)玉川上/k､千川上水等の遜妙述計画に などについて検討 し､市長や都知事､また

移行 している○緑化r打比黍Li全では r緑 を 側すること. 必要に応 じて関係機関に対 L

つくる､純 をふやす､iiをそだてる｣など (4)街路臥 グリー ンベル トの設置方針に をおこなった○

の項 目による活軌プログラムX{)をたで､rR' 完….78ページ拳照

∫文可能を t,のから事業化するよう要望 して

いる○ □ 組鼓

節カら(三去琵≡三重等r喜芸妄言∴諾貨豊讐諾 1 - 竿 全 ■ / 庶稚係

1霊 宝孟芸孟芸:㌶…ヒ言霊1tl話芸 芸 ､ ■馴 役 職 ｢ . ~止 竺 山 ≒ こ …:Et…芸芸乱 の.-3置'1.ど､も批 推進の体制づ ( II)や横柄づ くりに偶す ること○ 鮒 ヒ推進本部 I
□ 活動内容

① ｢武蔵野市民緑の憲章｣の制定

武蔵野7mg:練の慾頚

′i∫∫1 :)L(S48,3ゝ

念にたち,r平和な按と教育｣のふるさと武蔵野市をつ く /i-緑化)uiLE4.JbをくI)ひろげろ○

t.kは.太院が.相.リかがやき,jllEか1-.水と土に..どまれ rlJr政に肘 ヒの計Lhj(JtjjLL;巡,=r-tuとめ..汁両とその'R現

生活､ことにW._取の軌拝.老人のやすらぎはあI)えない. 了ーi代参JJTlのもとにL去相卜 tj..Uiのi美化計画を定れ こ
T_Zが､今日帆 iうしな.われ､'111:i/.とあいまって､私 LLを実現するT=めの,JruJかつ絶{>的な行枚体制を確立

ひ1=ることfJ:(.ふるき統裁即の緑をまい)､乍E3&) よる純化に先仰 1勺役'.iilI,+i.はTJす.

ことを決IT'U-:し､ここにTlI比ならU'にTt7枚の目標を咽ら れ故PLr-lllが所布 .,lit.=PJけ らすべての施設の緑化を､
かにする. 郎尺に群たして計画的に椛iBする.

1. すべての技はみんなの財産として､大切t=する. iLtSmt-r一昨日二学校 .-K.lTーjl宅 .鵡店 .工JAなどを杜
i.7,は,偶人の庭先のt,のであJL 'L.1間 ,術路のt.の 設.E,T:する-EE二1=いして.この市民と3Fの5t;.群に!Uとづ

fT-えて大切にする. 5.近隣の自治体と協力してひろく掛 ヒをすすめる○

砧の生71<にはl主い故月がかかることを1-え､松の保 自i缶休等の協力のluとに.IL城的展望をluつ1=緑化政

｢緑のEl｣の制定 ⑤ 公園整備 也榊が20カ所あ り､(13,488.

年 4月那3本暇 Elは｢武J&野市緑の H｣で (1)中J)t公園..l-llnr 31税′り JJL7tI'_課で.Jで理 さjLていた.

の ヒ=こ荊接して色々な｢紬の行事｣がおこ ｢武威y'filと期計画｣ と ｢主よ化rf了蛇委員会 昭和47年に紬 と花の課が新設されてか ら

われる｡例えば､玉川上水や千川上水を は効プログラム｣には､ ｢i;Lのネッ トT7- は､｢武蔵野市L主糊.汁画｣および ｢脚 ヒ市民

民が自ら丁削京するとか､f供全では自分 ク,計画｣の ｢lnjJを構成す る瓜 再として､ 委只全描勅 7'ログラムJに もとづいて.｢絞

の遊び場を清掃 し草花や樹木苗を構 える 市営陸上鞍技E;;-.野球喝.その他の逆和地 のネッ トワーク計軌 の ｢点｣ として.公

か､地区の造阻組合が植木市を催すな ど 設 と､その榊辺 (親lo.7- タタール)を至,5 LB卜 児童遊lqの管理が緑 と花

-ある○ 鳩L rr.火公l占】とする二と､および､それ (S 48,4_1以降)その後は.｢鮎の施設｣

では,これらの行ZJiに､必射 こ応 じて共 に隣接するア/リ77'LF施設跡地 (約10へ ク として新設 .矧 61'tが帖庭的にすすめ られ､

･で参加 し､資材の桂敵 とか機動力の雄帆 タール)を公l認化す ることが計押 されてい 毎年数 カ所の施設が州加 している.

L所の耀供 などをおこなっているO る○ ことに､昭和48年には､緑化Tに比重只全

玉川上水の遊歩道計画(Itt章 p69参照) 後れ 二ついては,都立 ｢武7.'脚 1,中央公闇 ｣からのI,泣言を受けて ｢遊び場-FLS伯.1Lit和3
道路の緑化 として東京m=こより新設されることにな り.カ年計画｣がlil三冠 され､現在その計画にし
街指別 とグリーンベル トによる道約の拙 攻/l三､Tf1地の鯨幅がすすめ られている○ 1=かつて､子 どi,の遊U-場 として､公開.

ヒは､｢ii=のネッ トワ-ク.l悩 ｣*2の｢繰｣を (2)その他の市立公園 .児先週【ヨ 児並進桐の充実がはか らiしている.
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として､市 がllLl埋 す る公園､児亜遊 園のほ 2,298rnzとなってい ます｡ なお ､ちU:っ 二L:

か ､地 域性民の 山王ll'Jl.L遊 び'場朋党を促す 場 は ､か って717立の遊 び欄 が 下足 してい7= 事2操のネ ソトウ-ク計画

こ とを目的 として ｢武撒野市 ちUL･っ二広場 時代 に .その代 替他 を もって､設 置 さILl=

袖助要 軌 に i,とづ き.市 に三三指 され た民 と,の で､内容 も然53弓な ものが 多か っ1=が .

問遊 び場 に対 して､.完,trL芯 ･維持 管理 に閑 その綾 .市 立の遊 び場歓 がJT.L大す るに した

す る蛙 'L‡の一部 を榔肋 してい る｡ が って､次取 こ補完n'Jな役'!.11に性格 をか･1

-現 在詐鎖 されてい る遊 び軌ま9ヵ所 ､ て き1=｡

■ E3巨T]

緑 化市 民委 n会 と7ffが､nl章 に従 って行

っ1=i.な掛 ヒの経巡状 況 (昭和51年 3月現

荏 )は次の とお りである.

(1)玉 川上 水べ ')の練の遊歩道 が一部完

成 し1=｡

(2) 街 路の グ リー ンベ ル トづ くりが約50

%完了した｡

砂利道 に LI=｡

(4) 4Ll主線計 画泊 相 を llli線分 けず IJ､

その部/I)と少迫 をあわせ て韻の進捗JIi

上した.

(5) 芥家庭 が ｢一家庭 ･木植 蜘｣ をめ ざ

し､2才糾 "で延べ 13,5OO本の 山木 を艇
に棚え1=｡

当計画は r市営スポーツ施投を中心とLT:中央

公園の整備J･r玉川上水技の速歩道化｣･rアメリ

カ軍施設跡地の公風化JfJとを牲r)込んでいろ｡

これら計画の推進は､市民草加lニ}ってお二TAわ

れる1うにlJっている｡

川上 水の川 ぎりい をお こない約50トン

のゴミを搬出 した｡

また､緑 化市 民委il全 が那 1期か ら第 3

期 まで (昭和46年 か ら52年 )に行 っf｣,li舌

や要望の うち主 な もの と､そJLらの処理准

(3)紬の並 木迫 にあっ1=卵黄_%剃錐 Lて (6) 市 と市 比 と総 ぐるみ で玉 川上 水や十 沢 を下に示す｡
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みどりの条例 昭和50年改正 杉並区
昭和50年度生がき協定によける生かきの溝戚第の補助金交付黄銅 杉並区⑧ 杉並区

み どりの条例

口 実練 (昭和50年度迄において) 52

1生がき協定のにJ:る緑化

1協定 (荻窪)

･台成協定による緑化

27協定

(昭和52年度のみで4協定)

緑化協定 1協定

□ 内容

(古 生がき協定にi:る禄化

･主旨 長 さ30m以上て､-371,観上一体件を

保つことのできる道岸約二隣接 して

いる地域について行 うものてある'

また､その場所は､2名以上が管

研文は所有 していることが必姿で

ある｡

EIJIJT空内寄 生がき協定における生がさの

造成等の袖肋食交付貸欄

既存の.塀の取 りこわし711用

1m当 り 2,200円

生がさの造成7Lや用納助

1m当 リ 2,200円

曲水のあっせん､桝岨 選定の助LEj､柄

′LL;虫IUi陳の指,洋75.とをする｡

檀)7JIl成協定による純化

主旨 1,000■11以上の倣地を有する工

について7拝実朝又は省理研 と協定

を締結するもの.

lE.lJl空内谷 苗木の供給IjLはあっせん､

酎t.TiJ空走助U等をする｡

③ 線化協定による緑化

主旨 省都緑地保全法第二 Illriに硯;iiす

る袈良化協定を締結するもの.
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□ 概要

f与並区は.｢菓Jk化を推進するためには､地

域住民の緑化古淵と､区のilr.極的な努力が

前提となり､そして､和 也域の緑化を実現

し､二iLらを桃み上げて区全域に広げてい

くことが必要である｣ とし､みどりの条例

定にi:る純化､緑化協定による較化､及び

樹木保"tB等を定め緑化に務めている.

また,区民の協力を孝三きるため､同条例て

は､練化推進委員会を設正し､区における

みどりの付し】嘆とf日射二関する頚要事TA を.狗

並'dr.淡するため､IT･]委inl全は区i-{の附属諮

rLiJ矧対とtdつている.

□ み ど りの条 例 抜粋
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(む金沢市

緑 を育 て 金 沢 を美 し くす る

按を育て金沢を美Lくする還Eb一昭和52年度事典報告書一

抹を育て金沢を兼しくする会

按を育て金沢を英しくする会総会 (資料) 昭和52年ff

金沢市接化推進委iR 昭和49年7月 金沢市

[コ概要

昭和49年 6F:】､食沢市定例第2回議会に (3) 公蘭､公共広域等の施設､遊具を大 の関fiE

を契横として､この,̀-i'言を受けた倉沢市は､ (4) 行射 也でのごみは.持ち掘るよう習 ポルマ-クJ のiMミ

緑化経巡要綱を前足 L 指と花のまちづ く triづけましよう｡

りを脚 呂した｡ 4生活を明るくする運利

このf批 失われゆく金沢の自然を守 り､ (1) 窓辺に花をかぎリ.心も町 も美しく

Hl欄 で美しい町づ くりを進め､森の郡金沢 生活に潤いを持ちましょう｡

3.音読化運刺 と'拝要の推進

(1) 緑と花の出瓜t稚;淡のF岸日払

(2)

のY.に恥 じないようにしようとの市民各層

のL,ミ逆が.ll-速に高まり､市民の蕃加なくし
て､緑と才とのまちづ くりはあり絹ないとの

観 t!Tから､同年11月､10有余年にわ1=I)莱
化遊動を展開 し､幾多の坪しい業irrを挙げ

てきた ｢余沢を失 しくする連動推進協議会｣

が発展lJ')に附l-rxL､装いも新たに ｢緑をff
て食沢を来 しくする全が設立されたO

この全は､市比の純化古三社を高め､市民

総 ぐるみでも長と花のまちづ くりにつとめる

とといこ､公徳心を満准 して､余沢を‖'){fy'J

で美 しいまちにする遊動 を州進することを

巨川'｣とする｡｣ と定めている｡

□ 組織

4'l会は.全の越せ引二f't同する市民､およ

び各ftrlm体をもって的織する｡

(lVJ成一iJ会文化団1本 (52田休)

縁桁団体 (32Fflt本)

11'i仙北Ifl体 (8団(本)

･/;約円(木 (2団体)

'小数rq休 (3団体)

弧lL旭染.il,71同体 (7匝l唯)

･('校数T'f川体 (5巨那本)

桃iEf胤 itJ(11同(杏)

.W 1201刊本

口 活動内容一昭和52年度実施事英一

奴は.すべての二㍍liの根源であるとのU.2.
.削こたち.犬!.LわiLLDく宗長を笥=リ,fJ～て､

さらにつ くり1_lすととい二､りII-紫で美Lい

まちづ くり)'iuf/Uを推進することにより､rfi

蛇ひとりひとりの緑化.美化百品の高相を

はかっていく｡

◇ 速効f:]ほ
1iJ=を勺:リ.巾て､つ くI)1='ナ連動

(1) 賓艇..1''又I･斤等でiLll械u'Jに棚樹をす

すめましよう｡

(2) 濠水越勅 (切らfJ:い.柄'['-;虫 ･公1FE

から木をr'Jニる)を展開 しまLiう｡

(3) 花づ くり､花也づ くりをすすのまし

ょう｡

2町をきれいにする逆刺

(1) )正純､河JLlLJIk.海岸.用水､排水鵜

等をきiLいにしましょつ.

(2) ごみの!LIElの柑札 域F7J-rを｢:リ､町

にごみが残 らないように心かけましょ

う｡

(3)･iif矧宛材､Tも.タイヤーの不法乙的 リ

つけはやめまし上う｡

3美的十m虫と公徳心をr:,7める遊動

(1) 大の的主に､犬の雅の始末を呼びか

けましょう｡

(2)街i)flでの タバコの(吸いIl7てはやめま

し上つ｡

(2)大1L汚弛.盤古､氷雪乍汚濁等の公害

防Jい二努め､LljJるく住みよい環境をつ

くりましょう｡

◇di某内容

1地域組蝕の†[庇と楓化

(1) 推進月 (各町全 1名)の委嘱および

経巡月手DJ(の交付

(2)精砕n (各校~lr等 1名)の委嘱およ

び研場合のr指川iiならびに腕辞の貸与

(3) 純化 美化遊動および失践活動功労

-Yの袈彩

2広軸T,W.カ

(1)｢鮒 ヒ 央化のあゆみ｣の発行

(2)｢転兵IA全だよl)｣(Tl川r全辿合金､陛康

を:■JるTh民の会との舟同胤其J紙)の発

行

(6)

緑化パ トロールの失地

｢緑と才との家｣の設道

親子で緑に親しむ全の閲Lfi三
梯子,球根の町会等への昭呈

モデル地区の指定と助r<

(7) 古木 .名木等の調鹿

(8) BEl芸故帝のE岸Htn
4美化運動 と廿rllの推進

(I) モデル地区の活動肋成 (約10地区)

(2) 美化奉仕所動の失地と助1-<

(3) 美化パ トロールの実地

(4) タリー/キャンペ-の'R施

(5) 肺帽rlt.刺のljt他

5施設群イ肘拝4ji

(1) 街jflくずかごの設Ll'亡
(2) パス十･;/Tliにおける街itLlタバコ吸いカー

ラ 八のEtlLi丘と祁‖r夢

6企画)JA細.N'H.I.HJ.どの会.lJtf

(3)｢火の鞭は飼主が始末 ｣の :LTj- (1)総会のr緑川ì
肘 乍成 (2)rLiF.1芸委1-1台 .･l/-rl■ほ日金のFJ'tlfiJi'

り 操の郡市宜言

線 の 都 市 宣 言

鼓 は ,すべ ての生 命 の凝 政 であ り. 自然 の

俊 や かな脈 坪 その もので あ る｡

人類 の生 存 と繁栄 のた めに.失 なわれ ゆ く

茂 を回復 L,保全 し.発展 させ. かけが えの

ない 日放 を守 り設 けたい と願 う｡

こ の 甑 い を こ め て

私 たちすべ ての市民 は . うるわ しい 自然 を

今 に伝 え る,誇 りだ..;き "森 の都 ''金沢 を永遠

の経 の まちに す る ことを立 言 す る｡

昭和49時企沢田定例記2匝】m全

(昭和49年 6月 12日)

誌 決
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(9岡山市

緑 と花 の ま ち づ く り (グ リー ン作 戦 )

緑と花のまち推進概要 S52 8 岡山市建設局 緑と花課

ロ 概要

岡山市は､市政推進の桂 として､昭和38

年から ｢緑 と花､光 と水のまちづ くり｣を

梢げ緑化の推進をはかっている｡特に､昭

和49年に.･W設省の緑化モデル都市 (全国

6郡市)に指定されてお り､また､昭和47

年r空から､グリーン作城の名の もとに､街

並みのなかの紐の回子更に的 I)組んでいる｡

例えば.公rB)緑地の整備l(昭和65年 を目標

に24m'/人にする)､街路緑化とその較価､

'Ll共施設等の緑化､民間緑化指導､緑と花

の街路づ くりなどを行っている｡

この中より具体的活動事例 とLて ｢緑と

花のまちつ くr)市民運動｣を以下に硝げる.

□ 活動内容

緑と花のまちつくr)市民運動

練と花のまちづ くりは､｢行政の力のみに

よってtELLうるものでなく､市 と市民が一

体となって取組んで始めて効紫的な推進が

はかられるものてある｡｣として､各 柾市民

団体の協力を得て次のよう7Li緑化普及活動

を展開 している｡

(1) 春の花いっぱい運動日脚

昭和49年度から4月を中心に ｢春の花い

っぱい遊動月川｣ として花にちなんだ.活行

7拝を雄lrl的に失地 LているO

(2) 秋の緑化月IiH

昭和47年度から10月を ｢緑化J引ilH｣ と定

め､緑化関係.浩行7拝､IJ'rJ'Htを計画 し､紐と

花のまちづ くり運動のテー マを掲げ､その

目標に r.'りって効果をIgけ ることとしているo

テーマ

△ ｢み/jiでつ くろう緑のまちに｣

△ ｢'すろう育てようまちの練を｣

△ ｢庭に箸-に ユノし1本507了本の報を｣

(3)春の ｢みどりの月悶｣

毎年 3月20Erから4月19ElまてのIiも】を全

国的に展開される国土緑化連動の一環 とし

て ｢みど,)の月間｣ と走れ 岡山県緑化推

進委員会のi'とに､各rlT.の月間行事 を展開

している｡

(4)市民団体による森づ くり

市内の公【詞を市民Efl体の森とLて指定 し

毎年継WLして計画的に緑の公陸】づ くりが進

められている｡

(5)緑と花のまちづ くり運動

街路､公園､緑地､児盤遊剛 也その他公

共的な場を緑と花ていっぱいにしようとい

う運動の推進を町内会､婦人会､老人クラ

ブ､子とも全､各紙団体､ホ某所等に呼び

かけている｡

(例)

○街路フラワーポ ソト､花112の花をみんな

で守 りモfてる運動

(ももその草原Ⅰ委託生姥ltだ花を1,li供)

○下Tl.神井､国7l】.線-出石学区､深批学

区､内山下学区の1'lY線各剛内会､婦人

会及び,yr某所 (食融機関､-ス会社､

鮎iJi均､7Tソリンスタンド､物■冒し眼先

業その他)

○束､iy,4_'fTJq岩-芥派出所､乱打 ･rT

O/1:同,緑地､児童遊園地の花Li.L､フラワ

(ももその学位l委託生推草花提供)

○緑化経巡団体

o泉衣と光のまちr.rdLIJJL仁進rJll,力全

各町内会を過 じて委嘱 し､IA水あっせ

んその他耗長化すtL進に協LjJ

o岡LLJ迎合婦人全

に協力するとともに練と花のまちづ く

lHLL進に関する各印･行平 にを加.奉仕

rlWlJu

○岡山商工会議所郡市美化委月全

商工会議所の事業活動 を通 じて都市緑

化を推進

○御野Ift4年 クリ-ンサ-クル

子i年の-9主r)として､緑のまちづ くりに

協力し公園(榊講施肥さらに緑化経巡に

関する各枕行事への参加､奉仕活動､

rT~LトIliil

o伊i'1,学区フラワ-サ-クル

街路樹桝の"ffliL 除草及び草花植栽を

定期的に実施

○ライオンズグラフ小､ロータリ-クラブ,

有年会議所その他線盟か7:ifLul呪づ くり

に協力するとともに､各位の行三村二参

加､奉仕活動､行ホ主flLi三

〇.Erも屋上小学校緑の少年団

少年団活動 として緑の鼠 】鎮運動及び各

印行4,tへの参加､奉仕活動

(ji:'巧)

○公園変減組織とLて､次のものがある｡

(m当公園課)

○公【くtLl変り鍾委員会 (昭和49年度末33EfI体)

1団体当り年缶fll0,000円交イTj(別にク

ラブ員rflからLll;従ilを指定.し月紙

1,800円支給)

(6)..己念仙樹

ア 結婚､誕生記念柿餅

イ その他

全紙本人nli]

り 市民記念榔樹

(7)I,ifT村､,乍贈

糾 IrL団14㍉ 1,射 IJT､仰 人等かL,緑と花 の

まちつ くりに協力Lて緑 と花の;別田が数多

くi:せ bjLている.

(2)緑地､都市公園づ くりに係わる住民参加

if1枚の公園､緑地に性民参加として係わった利 別についてみる｡

都 市 名 備 考 資 料

緑地 市民公園制度 神 戸 市 神寺Ln-内等民有地を公EElとして利用する市は施設の7lul用補助をする○ ①

市民の森 山林所有者 と市との10年Liilの使用契約○ ②

グリーン . (宮崎県) 近隣の1ha以上の地区内において､住民が所有または管 ③
コミユニ丁イ 現する土地を緑地 とLて計画し爪の補助により造成す るq

都請公園 春 日井市 により､緑を増す努力をLているD ㌧い
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(D神戸市
市民公園制度

ロ 概要

市民公TB制度は､昨和50年-4月制定され

た粂例であ り､神戸市における耶7Tf公園法

に).uづ く郡市公園以外の耶朽空目1･lを市民公

[劫として広 く市民の利用に桝する制性であ

る｡

を悶て.717民が公園として設芯し､宅現 し

てl･bくIL,ので､市はそil_に輩する施設や管

理料 73等 を助成するにとどめている｡すな

民nらの手にJ:るFl'f;公【司制腔であり,市

民L̀Iらのlli務として設記される公問である｡

昭和53年 3月現在で29カ所設遇.'-折である｡

口 実枚事例

HIJi例として 一艇西谷717itt公阻なかi:L
広域Ⅵを上げる｡

当､了fHLtl公軌 ま.北区布野町にあり､規

t相川03nfである｡川iill..峠矧と梢想卿 がEi

和51年6月で大池｢lJf;全である｡参加名数

は 233牡,;;下である｡公臥LLt.汁は,EI=f■全で

あrHTJ=仁木那公【ilI課が協力し､祈った｡公

lill'JIL.戒は昭和52年 2月てある｡

･71318迎廿の主帆iI)を-A.T川 L亡公L三･]･T 部会

で行っている｡

神戸市市民公園条例抜粋

●ひろは■sS27 大坂 建築 士会

都市公園 NQL60 19703東京都公EEI協会

市民公園-の助成金と助成施設 (助成金の単位 千円)

荏 別面積(m') 市 民 '11 園

〔萱 接 利 用 間 接 利 用

助成金】 助成施設 助 成 金 助成施設点状緑地 沿道緑地 景観緑地

20-50 30 ①はぎ蒜 転 苧i禁発 走莞 5 5 ㊨㊨ 塀奴

50-100 10 10

100-3〔氾 ◎ 6)どプラ=ノコすへこり缶 15 15 (9とFEjガ必要と捻めだとき横 木さ く

300～500 50
弧 -1.∝氾 25 25

1.CKXr-2,OX) 70 ⑳ ①と②と両方必要と治めたとき休憩所照明灯7:tl-と三 35 35

2,∝にト-3.(X氾 42 42

3.000-5.000 55 55

5,000-7,㈹ 100 65 65/,0〔沿-10.003 75 751,0:こ~15,COO 87 87

Ltan )

t淀めること 二_II).iB古における賛同の公望的和用4)や丑及び広市における

8枚の良好1_~きよを盛 り. もつ1:古見Oildiで扶23fl生活の昆掛 ニfZすること

tE)的とするー

(市長公飴4)設コ ノ

亦 11灸 市民 /J=土地等の所有老巧は.次の各号に拓ける利用形位に応 じ･当

践各号に掛 fL. 丑年に罷る8市壬rJは .市長のZE定を安けて市民公Gtとし{

投巴することて▲_きる.

ll) 正枝利用 -1寺境内飽.iZE休屯. ヒル前払 屋外運動托投その 他これら

に瓜する土芳 一Yr,

[21nL按利用 市街地又はそのml辺区滋におけ る土地等で. 次に妬け ろもの

その 他これら 一辺する土砲苛

7 点状ね,T= 尉未等が少tAくとbl本又は玖本存在し,周苛む凪鼓並fR
の向上に壬- っている小三苛a)土足等

イ 治五指Ti ぷ木等が近箆沿投の蛭屈指.いけ がtさ市としてiLEL.周欝

o艮敦夫=1_〇同上lニ役立っていろ相当区間O土卓等

ク 粂切符案 軸木等{･その大55分と巧い,周E54)見毛並tlの向上に役立 っ

ている拒1-7iIfla)土烏等

(TF民主拝の℡想35宮 )

第 14灸 市民は.主族的な行動と相互の班也的tiT召力に上り市民公罪が.発展す

るものであることを白文 し.市民公Gaの℡EEjZ官に自主的にBB]するよう芳め

るものとする｡

く市島公国管理毛の活動 )

第16灸 市民公園℡冠者-i.市民公Eglを市民の利別 二穴するようiS切r-℡軌道

懲するものとする｡

(市民公Eiの助昧 )

Zn18灸 76良Li.罪 13灸4日 項のP･定に上l)ZE定を行 ったときは･市真公E3

投玉名.市 民 公 iE℡ 泳 者又は土急等の所有者等[=対し･方左の定め a とこち

r_lL).次の各弓に掛 fる助成 を行 うt-のとする｡

ll)次(-_粘[ずる良江のif与又は供与

1 i:らんこ.Tへ L)台,&甥モbた○丘出連投

イ -ソタ.休iD薪その他の休止免役

ク t'3*,耳花その他の掠化た設

エ ゴ王特用岩Eもそのf5の賃花zERIた丑

i さく,ei:その色の安全zB設

カ モの巳市民公詔のilJ用に必要ll絶世

L2)nぢl二村げ ろ{3枚a)設正に要するP用の助成

(3) 和良公tRの℡薙遷宮に要する公用の助成

(41 Rll且公鼠の投正及び管理退 官に係る妓杓的戊肋

(5) 土地等の維持℃現に関する22用の肋蚊

(6) 机各号lニ掛 ずるもののほか .市缶が必要とWめ る助成

同条例施行規則抜粋

al J壬 生的glliま萌 1･Ti弟 2.7J)即 11r色砂も益軒 1,次の各 号lニ掛 fるb

の と･'-も.氏(=JL . =兵が軌 二必要とZZ!めるとさは･この日[)でIEい｡

LIJ 7.1用粥riaか. ii-=角用(=5tってL日 生Bu.沌嬢利 用にあって['･与年以上で

あること.

2｣ Ll用区滋が. 吹.I_feTげ ろ区分:ニ応じ･当店区fyrニ称 fる面u又は良 さであら

こ く.

7正津利用 _ 平方ノー ト̂ '以上

1 仙環利 用

の 点状絹地 100平方ノ- (/i'点河

川 沿LElu鞄 ▲00ノー トル以上

(p F.奴校地 100平方ノーtル以上

(31 利用.Gt不当E-こするもので1rいことo

4) 利用上R全でd-､,_二と｡

51 適.tな17月コ言 ヨ梓で ざらものであもこと｡

L6) 公益上その他え ~tlLいこと｡
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(勤横浜市

市民の森

横浜市緑地保存特別対策事業実施草根

市民の森一横浜市､市民の森愛捷会

[コ概要

市民の森は､市内の緑を守 り育てるとと

a,に､市民の,Rilいの場 とするため､市の緑

地保存事業の-fLdiとLて､LLJ林所有名の協

力により､市 との10年FZT]の他用契約に粘つ

いて､帆易な空.i伯 (散歩道､休憩場など必

要位低限の施設)をしたものである｡又､

市民の森の管理は.地元の市民の来夏適合

が行っており､散歩､道､広場等の1l̀∫揃､詐

刈り等を維持管理 しているOこのように-

111rして住民参加方式に支えられている.L̂E;

型は地元市民の森愛識全に委託する｡所有

者には奨励金 (固定溌直税+都市計画税相

当が1+樹木損似紙)を交付する｡

口 実頴

現在､市民の森は､11地区* 2094ha指

定で､開設は10地区 1256haてある｡

■金沢市民の森(838haてあるQ)が現在整備中

□ 横浜市緑地保存特別対策事業実施要綱

第 4章 市民の森設置事業

くH 的)

mこ0条 】̀i】､の応.没aEJi盟は,粂例gf6条の規定に兆づき,保イi

すべきみさ他を札民の虎とLて指hiL,設mすることにI l).民有

如地ETj侃IJ と.耐jilのいこいのbLを出Btすることを目的とするQ

(1LkI).=ttriP･)

")一二1灸 .民の点は,主とLて槻木によって膨成されている,お

おむね5ヘクタール以上の土地で.rlJ民のいこいの堀として,使

用するに退介していると.'.Jiめられる一定のr草城とする｡

･･ト L_I

F.22灸 nJkは,糸主軸等のqTIJ占のrPu7Jに)Jらづき."EJ条の)▲Eflruに

適令するとまJJめられ毛ときは.当.法llTrイj省と使 凡失約を紳y】し.

りJl土の森としてTEl'i:するものとする.

u:i,表の中の㊤ は市街化区軌 ㊥ は調整区掛 二設置されていることをあらわすO

開 設 所 在 地 面 積(標 高) 管 理 団 体 年 一月一日

放 出r 昭和47年 5.5ヘ クタール 蝕.払下fIKの森愛,遜全 S47.3

4月5日 飯 Ll,j 町辛 (zo【¶～50【ー1) ⊥ ヾ ｣

上 郷 昭和47年 戸 壌 区 4ー6ヘ クタール A -: く S47_3

4月10日 上 郷 町⑪ (20n1-90m) UrTrJ石､妬】人岩､IJ二㌢年指喋り

下 永 谷 下 --ノ､ 6.0ヘ クタール ∠ゝ J{ Lj - a- S47.3 '､､ム∠ゝ

4月15日 水 督 町⑪ =-泣 触l 本 姓 EHllZ=

三 保 昭和47年 緑 区 37.3ヘ クタール ∠ゝ 1 l- S47.8.27 '(ム∠ゝ 1 止I

市民の森 11月4日 二 俣 町㊨

13.0ヘクタール ∠ゝ _ ~一 S48.9.12 大ノムー - It 立r

11月7El @ (20m～110m) 子供会

峰 昭和49年 磯 子 区山九 8.0ヘ クタール ∠ゝ 一 一 七r rlー S49.8_24

市民の森 10月8日 半 町㊨

獅子ヶ谷 昭和50年 12_5ヘ クタール S50.2_3 地f梢r')者33名外団 町 jtlム 転≡1-J部 生

4月26日 獅子ケ督町㊥ (10m-40m) 鶴見区獅子ヶ谷町71622572-0123 産鮎

細 谷 昭和51年 瀬 谷 町 ∠ゝ ∫ L;- S50.ll.28 地十日il者23名外全.青少年EEl体､うlJJ'少年指

4月24日 ( ㊨

昭和52年 磯 子 区氷 ー S51_12.10

市民の森 4月12日 7 取 沢 町@

昭和52年 港 北 区 4.8へ クタ-ル
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2 gLJ項の使JTJ欠的及び指定の期剛ま, 10年以上とする｡

3 邦llBの申前をする迎合の申trlの様式は.苅7号様式とする｡

4 57日 項の使用史的をする機合の異的也の様式は.邦8弓様式と

する｡

(指定の',]L:示串)

芥 23粂 市長は.1117灸の規定にJ:I)fff民の森の棉淀をLたときは.

その旨を告示し.かつ.当汲所有者に池知するものとするO

(改正等)

釘 24灸 市r<は, m23条の鋭従にJ:リ市民の鹿の桁定をしたと

きは,市民の利jllに供するため.雌生及び史I鮎をそこなわないよ

う放少乱 休懲Iii所等必貿瓜少眼の鬼没の繋船を行7'J:い市民の款

を投打するものとする｡

2 月汀項にlI)市民の允を設㌫5Zしたときは,当談区域rJlに市民の虎

である旨を或示した標識を投出するものとする.

(管理委託)

邦25粂 市長は,市民の森の口Bj!忙ついて.適当と..t盗める地城川

体等と委託契約を踊結し,その管Pilを委託するものとするD

2 市民の森の背理を受託した地域EE体は.善良な昏PE名の綻ばを

もって,その唱理にあたるものとするD

3 邦1項の委託突約をする樹合の突杓啓の様式は.郡 9号様式と

する｡

㌔LTt iA㌔

郊 26粂 市民の允F/1の土地FBlr有名は,当該土地のrrlTイj他を移転L

又は当,.lA土地に任用及び収益をEJ杓とする収利を.批正Llうとす

るときは,あらかじめTT3指と旭.淡したけれはtJ:らない.

2 FiuJIIのtii誠は, 芽H OIJL楓式に1ってLなければならないO

(捕kiの井川/7:つ)

又は公lqtIg史があると溜めるときは.巾jitiのカの朽hi及びJlI比

の赦佼川Jj:約を桝F/7'L,又はそのEへ谷を変火するものとする｡

(仙蚊等 )

ql,28粂 lrHiは EJrJ戊の森内の土他所I｣ニ占に対し,hTj咋 舷.1,罪

の範[好日勺において.rl1-iiの允災励金 (Ehは:YrryE税及び櫛TFhTh.f打税

の,l恥税刷 tL'Hdtl並びにL!LL川によるAjり､TFのIL1む常Iを糊'ilしてîTji:し

た鞠)を父lJするものとする｡

-f･̂Lてtの範BflpL～において,当該重言亡JjS約に兆づきnPと委託料を支払

うものとするD

管 理 上 の 特 徴

ELt家住宅 をとり囲んだ.馬蹄lilJ_の:S主山を利用 して3''l)､白伽神社 ･詰=軌 ま森に隣接するJX家が行っている0位家の片山を利鞘 して

をrii上にかかえfJ妄l'拘:の森で もある○間際=ま宅地r謁托されてお いるので､,7;,;理のE]が行 き届 き.管理の形態はVLi韮公fぷIの地元

リ､住宅地の中心に残された'l■1-茄tJJ紙であるD近隣公園的な紫

兼 を有するo別件川手態は児亜公r;h!l的なt,I;用かされているO

大別快開芋己の中にポッと城さtLf=小lE.:,1]Aい 丘 でTE-J辺ljil亡のf=めの ･7::BJ!の主体は地拙者 を.-ト｣､とした濠.こ延会であるが､地域の､';p少

地域の森 として位iì!三づいている.'iI鼠に1=とえipLは､近隣公l虫l 年肘 削 iがポー イスカr7トを指やして地政活動 とLて､愛;;盛会

(】tJな安藷;を有 している○

大蛇絞F.iH発地と此-j1:股家リ三藩のrZilに一正lEした可愛 らしい森であ 管理主体は愛↓】鎮台であるが､主 として地臓者の うちで､隣接 L

る.隣接する以一家の生産活動 と船出の放牧場等があるので､社 ているJl法家の労力でまかなわれている○そのほか､肖if.Ji=?が､

地元地権者か主体 となって管理 をLているが､El,.i;1;の糾b]JなFFr
教育の城 として利用 さjLているQ主に植物が-I.12,'ET;にあるので. 頂は名人会がfL.i榛E'】1)に労力提供を行っているOJ;juL災には消防団

が協力 し､虹に蚊の血相 を地元病院に′,=i.'日;々fL噴-i;に備えているD

近郊線地特別保全地区に接 した眺望の良い森で､二次林の山で 主 として､地元地根石である農家が作紫 を行fJIつている.

あるため非,,Ht;に明るいl凋版的な一所であるQ妹分-胞づる-イキ

地Jti也緬者が管理O

上郷や下永谷市民の森 と性格は一班 している○鎌倉-の-イキングコ-スの過給 も出来る利桐率の[..J,1iL､森である○

地肺者のほか､町内会､梢uJJ団､LE三協婦人部生産EJF_が,̂B;理 を行

つている○

既或市街地に周既を固まiLた打 ち抜 きのi狗空き区域であるため､ -l'ip少年の指導､E朋 巳対策も行っている地地 と溶満=した管理体lfJ=lJ

を有 している○

仝 上

校があ [)､教育活動の中で市民の森 を利用 している○規校 とLては､地区公l真】のレベルであるo 愛E遵全戊は股某委員全長が行っている○(地純音)

管理の主体は､地元地轍者であるが､作紫の殆んどは､農協婦

利谷市民の森 と隣接 Lてお りハイキングコースを利用 して鎌{}

への道 i,連結しているので､広域的な利用が はかれるo 愛機全長は町内会長であ り,腿菜委fiでもある○

中世の城郭虻 を利鞘Lてお り､市民の森にすることで文化財の

保存を も非ねているO十i:i,､空堀､曲等中世城郭の構造がその 部､子供会､梢uj団が協力してお り地政の森としての偉才Jiとと
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⑨ 宮崎県

近隣共同緑地計画(グり-ン･コミュニティー)

近隣共同緑地音十画の手びき S48日 宮崎県

□概要

憧 れ た Fl然 環 稲 を創出す るため に ｢̀Er榊 脊

リー.,に おけ る Er然 環 境 の保誠 と別出 に関 す る

条例｣ を制定 Ll=｡ その- fap主と して地 域 性

民が一 体 とな っ て緑地 の確 保 を推進 し､み

ん なの森 ､な どを刷 り出 し､ これ を柏 未の

LJ.し民に 引 き継 いて い くこ とを 目的 と した ｢近

隣 共同綴 地,il画｣(// リ- ン コ ミュニ テ ィー )

相生をL,㌧l.の 施 策 と した｡

ロ近 隣共 同緑 地計 画額 に も り二tI内容

(1) Eif幽 【fn fL'いを巧 え る

一 つ の.11両区 域 を 1ノブIIi)ラメ- トル以 上

と Lたの は71了御地 て おお むね301iHir.か 住居

して い る地 域 をJ:Lた もの て ､Jiri村地 域 な

どでは世 甘,数 が 少 ない こ と もあ るが ､ltlTA

で ､で きるだけ 多 くの 人た ちか この請t画 に

参加 LてJlIい両手l■■て この,ll山 を尖 化 して い

こ うとす る もの で あ る｡

(2)計 画区 放 て何 をす るか ､ そのLi城 のみ

ん なて巧 え る

計 画区域 の抹 化 を との よ うに していけば

よいか に つ いて ､その,11画 区 域 に(1ーむみ ん

なて次 の こ とにつ いて 巧 え､,i.T.LIナう

7 ,11画 の 名称 を ど うす るか｡

イ 討 画区 域の Fli')11L呈境 のIILi人は ど う{=

ろ うか

り どの よ 77LCL方法 で蒙太地 の純 化工をはか

ってい くか 例 えば

○ 空地 を利 用 す るノ}法 は な いか

○ 公 民館 とか公【村､広場 な とをLtl心

に巧 えた ら ど っか 7L.Lと

エ との よ う7Li樹 木 を何 本 くらい植 えた

らよいか

オ どの よ うなJJi法 で植 えて ,そILを と □ 設 置箇所

うLて召理 して い くか 22ヵ所 那 城市 ､延 岡市 に 多 く設 置 され

カ 計 画 をすす め て い くため に溌 金は ど てい る｡(昭和53年 3月現在)

うす るか

(3) この よ うに Lてみ ん 7liで考 え た もの を

近隣 共 同栄か也計 画 と Lて ま とめ るD

ロ グ リー ン･コ ミュニテ ィの 条件 抜粋

1.宮崎県における自然場味の保持と創出

に関する条例抜すい

昭和48年3月26日

宮崎爪条例 荊14号

(近灼JtrLJIJj旭針bgJ)

軌 は 住民Ii.規則で定める酎Ltltl上の区域を定め･その区域内

の節水し.又は管理する土地について.共同して･組付将 の事}地

の退城に㈹｢る州叫仙 下 ｢近FAJtI.,lJj旭川 rJJ という･) をrI

成して.如gtL=捷出しその盟定を焚けることができる･

2 知Zn .仰項の近折井剛弐地tf画がこの条例のEl的l二iA合し･

かつ,その日的とな･'でも,る土地の利用を不当にお;FElするtJので

小 一ときは.那 ?近FA井剛 壬地1佃 をL托 し.その官を公葬しな

ければならない｡

3 近EA共剛 き地計画を作収した住民は.削 文近FA非剛 き他l佃 の

定めるところI=従って.緑地の造成をEZ)ちな11れlfをちか ､｡

4 知事は.近捕共同緑地計画[=定めるところ[:従っては地の造成

を周る住民に対して.11桁的指斗その他必辛を措定をとらなけれ

ばならない｡

5 市IT相は.近FA共同緑地か画に定めろところ(=従っては地の造

成をEHる住民に対して.姓FJ的柏斗その他必羊を相互をとるよう

希わなければならない.,

6 事14及び第2JEの規定は.近防共同緑地If面の火止及tfだt

t=ついて串的する.

2.宮崎県における自然環境の保茂と創出に

関する条例施行規則抜すい

昭和48月9月25日

宮崎県規則 第48号

(近FA共同Ll地rf匝Jの削A)

第6粂 条例抗18魚拓1Jfの税別で速めろ酌Aは.1ヘクタールと

する｡

(近FA共同は地計画のiE定のFf]消)

第7集 魚例抗18免訴l項の近F;1共同は地什画のLS定の中称土.別

妃様式第1号に上る判fEさに.次に描ける古河を添えてしなけれ

ばならない｡

(11近隣共同緑地If画す

(2) rr画区域内の土地の所有者又は管理者その他什画区域内に住

所を有する寺の同*古

(a) 附近の状況を明らかlこした縮尺3千分の)以上の地形ZEl及tf

天然色写共

2 析qtの規定は.近IB共同I手旭JfiiJの廃止及びだ丈について坤用

ナ与.
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3.近隣共同緑地計画事業県費貸付金貸付要綱

近AB共同対地針由小兵呪文糾す金附寸草月をここl:公表する.

昭和48年11月9E)

宮崎晩知中 黒 木 79

舌や舟告示前1166号

近隣共同接地計画中英LE3.<史控付全賃付要綱

(虐旨)

kl粂 Plは.宮崎県(=おける自lRm塊の保王4と射出に関する条例

(昭和48年宮崎A粂嗣荊14号｡uT r条例.Iとい).)前18灸の規

定(=上り近折井何事)他山画を作成し.知群の比定を受けた住民 (

以下 (近続州司17地ZI嘩作曲者Jという.)が実施する細山仲 に上

るtJ旭の近成和実の円浦化をE2]るf=め.干73:で定めるところによ

り.近続共同は旭lI画作成市に対し.近炉共同lJ地計画ZtE兼恥党

首付金 (以下 rlf付金｣という.)を課し付けるものとし.その貸

付Ill=ついては.この告示(=定わるところによる.

(下付1才丸経穴及びIl付仝tA)

事2粂 Tf付盆の対象となら蛭穴は.次のとおりとする｡

(l】近Fa共同事)地J憎区域内の統肘のために必昇な17ホのL8人に

¥する蛙ft

12)その他近隣共剛 ま地書佃 l:恭11く緑地の屯tql:辛する軽交

2 fF付全の企帥L壬.三Tt7万円以内とする

(ず付金の11J串,TA退方法串)

X3免 官付合は.*利子とし.その1文追JllTylL土,5年とする｡

2 ず付全の快速方法は.貸付金の貸付契約に定めるところtこ上る.

(lt付11の申3-1万)

荊4粂 ri付会の1川 川を受けよっと十る近炉叔剛1旭J佃 作成8

ll,g均AIこおけるEllJ:現収の作.Qと加出(:柑ナろ灸例施行税別

(LliftM8TF宮嶋県税朗読4絹 ).n7灸の近FA共m j地?十両ie在中

Anll.tlこrH寸利 付.TFを繕えて申:'lLJ'jlIrt(Lならない.

2 知IFtli,功項の規定[=J:る171寸IJll'1NAったLB含[=おいて.Tf

付会のu付Llを適当と12めたときは.その官を畠tA近FA共同は地

1十画作成か こ通知するととt'Lこ,近FA共同は地什由作成者とrF付

合11付契約を描桔するものとrろ｡

3 近伊井同は旭計画ft-放1%は,恥ZIの規定に上る耳付仝ⅠH寸契約

を掃ffしたときは,買付金即寸m手許に上り知事にTF付全の交付

をZ存求しなIlれIfならない｡

(貸付金の逼迫)

茶5粂 知和土.即す金の辞付けを受けた毛が貸付金をfF付けのEl

的以外に任用したとき,LA過食の支払いを怠ったとさ.又は刑寸

金のlH寸契約の条項に退反したときは.半付合の全部又は一部の

進退を命fるt,のとする.

(寄切の仕出部故)

茶6灸 この告示の規孟l:J:り別 H=提出する書頴の郎杜は.正ZEJ

各一迫とする｡

tllfMl

この告示は.昭糾 8年EEの千3FL=係る近FA共剛 ま地1十曲事井爪牙

即寸全からiL用する｡

(彰高蔵寺ニュータウン
ドングリ作戦

ンユリエスト増刊結合特集Na9 77JZ●全国のまちづくり先覧`

[コ牧要

町 づ くりの ).l.本 と して､Jf】山三が ･F;え ､党

3-してl･Dくこ とが あ る との 認識 に立 ち く住

み よい地 牧 生 活 をJ:え る全〉が 発止し､そ

れ はht人･lf'･級 を小心 と した く々 え るTE了民〉

の迎動 へ展 l対した｡

ft.†仰J述劫 の 一例 と して ､地 区 内 のIT,';良

山に ドン グ リ作 俄 をIjCl;ilL 100年 の タイム

スケ iJ.i- ル で､I-雌 株づ く I)を実 施 して

い る｡ ドン グリ作 轍の主 役 は この町 の 6つ

の小■卜1''校 の (桝iifと先生 であ り､そLLに

対 しPTA. 川 与会 ､ El然 人の 全.老人 ク

ラ1､Il7蛇イ山 とLE,[.･了rf･公 団 'Lq株Jaが

支fJlを してい る｡

運動 は昭 fu47年 か ら始 ま り. 自/I-T達 で姓 め

た ドン グ リを播 き､ヤ シヤ 7 ン′を植 え ､ /

ラカ ンの 虻 を削 打し並盤 をつ く ')､その 後

を ･.即 '1家 に 旺せ る形 を とってい る｡ そ して

だ.純 山は 自然の 暇元 をBlるため .利用 を禁

じLLrをFylじる形 で淋成 され よ う としてい る｡

ロ規模

而梢167-ク ター ル (総 合 公Bill)

JI P ~{｢ ,11山の自-もト
芦=ニ/ー

_ _ _⊥ _二 二 ___ ⊥ 一･一一二iL-:二 心 _

子供T=ちはきょうも､パトロール 充づくりのセンター . 概訪台小学校
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(勤 墨田区

東向島ふ じ公園

[コ概要

町内に住民参加のできる､みんなの広場 を

作ろうという住民側の希望から生まれた公

園である｡工場移転跡地を区に只収 しても

らい'1.1園の設計に際Lては区側が広 く住民

の7イデアを蕃輿 しその忠兄を充分とr)入

れた設計がなされ昭和52年4月開園した｡

開園に伴い､区と住民が共同作某によr)､

この公園を守 り育てていこうという結束の

もとに､｢東向払ふ じ'Ll固維持委員会｣が発

足した｡委n全の構成は､町会役只15人､

母親15人､小学 5年生12人の計42人てある｡

委員会の仕事は､公図のTJ.f輔､樹木の水や

り､雑草の除去､公【劉利Flq指や等であるO

一方区では.便所の((捕!,ゴミ収凍､樹林

の管理を行い､要り全と連給を密にLてい

る｡

□規模

公国配在国と施設内容
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主要施設

砂場 1基 滑り台(単走型) 1基

藤棚 3基 プランコ(4連式) 1基

ベンチ 7基 タイヤ飛び(10コ) 1基
白華云車置場 27.3mlくずかご 5基

便所 l基 照明灯 3基

水飲み l基 カラー舗装 75.6m,

電気差込器 1基 植栽 中高木 13種107本

低木･株類1御 株



(3)自然保全の視点で公園扱地 を考えた住民参加

大阪市

｢中津自然森林公園計画｣

ゎ1=したちの森をつくろう′-中津自然森林公地計画-パンフレソト

E9765 中津コーポ 高遼遠詩に反対する会

口概要

中掛 目運河は､淀川の左L;1堤rJJ下 を淀川に

rL盲って､毛鴇から大淀区 ･hE.日.,r,区を過 り.

ll:逃寺川に圧 ぐrTHOmiL,'度の越河であるo

この遜河は数年前にnJl_め立てh九､阪神高

速道路'11団が､この上に山越退路の建設を

.71画 した｡この計画は､中.l'コ1.+:の住民

を主体 とした反対遊動に会い､計画の進行

を中断 した形にもっている｡中経 コーポ ･

市速道路に反対する全では､この運河跡地

に､淀JIIの淀川激の自然 と一体 となった r自

然虎林公開計画｣ を提PL'.し∴luq速道路反対

迷助から一歩進め1=､生活環境の向上- と

迎助 を展開 している｡

計画地城は､高速i正純大阪 ･訂.7脱線建設千

毛･･tJ_遇 も.,;I
1㌧ ･J<-ノrAI
●)うわt●-1:t●た■) /1.LfJ■つ■-.1■■LttJI.1

宅地の全域､良さ約 6km､帖255mの空間 旧中日!巡河を工繋用水路確保のため大阪ffl

であるが､第一期造成は■川 一地区 (阪急屯 と水771,1I岸悦 公団が埋立てたところて､土地

鉄1三鉄恰一新御堂削 りの中日HJ,ヾ-サイ は､大紋市 (46%)と､水桝 巨悦 公田 (54

ドコ-ポ北痢一帯)である｡なお剛 也区は %)の共布所有地である｡

｢中排 日然森林公l那 1個 ｣はEliT7f公園 とLてはfJ)めて､自然の法Rllに従って

自然林の形成を目指す t'ので.こLLまでのいわゆる r線化車業｣ と災なる,(,!..-.

は､人が手をかす雑木林に しろ､できる1=-け無理な (自然林の様相に移行す

るように計画されることである.T='か ら目的ははつきリと定めてはいるけLL

けれども､その格行 .変化 .進厚引ま自然のみが知っているのであり.Lt=が

と ツ し な 森 が で き る の だ ろ う か ?

d3t(JtこL=生えている拍蜘 う▼J山 人事のA
ぶtか.＼にJ:つて tIや'.tFa 細 り+▼ そこで lLf.ちの

ロつくLJも 手入れや声しみ力の丘tL=よ?て し巧N.r渦

とⅦつTいさtんが モ棚 ひ シイ カシ シJt+'Jと

書でt4和 す ZI坑礼tAIでシャdあう村でlI･EEnも)と

qJrldⅣ〉一事で捗との坂 lTに1わzLとLtW か州

マ てこで iZLg11-■SqtiEで 卿 <枇 ちとqL

Z13.1T榊 41鋪 丘をEi4としJ▼

そして 抑 二位ケ一事 クエ L.ウ ニ′●ギ伽qerGJrbS●euや■弧 t雌1-h とヽ- -Jて

態 を つ く,='Jと い う こ と は ･

☆1人a5たリ005本 ? 芸TXa :宝え芋六;;

やつです こ叫 脚 最UとU枕 LJの和 缶 と認 諾 ん;'d/Jので▼/

耶 SZEの.T湖 の11P 216蒐川334ru でLT_そし 書でt4和 す ZIか

ぢのrT

新しい文化の創造.′

*大阪に自然を呼U戻す
壮大な英田Tを/

SEel仁:5d I)ZlLV二九▲L,て王きている一つ乃三か +.の
Tt.Il-tLVtとJこ'rT 二.ヽT■̀_Ll･1..+1I■JI
h ▼Tlt=e■｢l■.●lI

Tt･J-T=う.-9~JM′こ多ty_Y -11古事 三流 んで
ぶりこのdtAJ■~'㌧■く 二七モノ_ltl三TLLJ-a)JJt:

ん 人コウ:'r▼ ` ここJ.3''_t3'.tのTTluこち
LSウニ~el.' _18.0>ミニ17王'=J=二王 どうしこう■-～-1つ⊂う千六二rLI見こiTだニD55W ,TZ

リー:tLJ乙一//.ー■よノ+IA_･4/
★子供たちの成長に

自然は欠かすことができません./
jFy -～〇六■'3-_T IT)i'la 三千t A-し て好 モノ〇三■-ll)'IJLa〇rnこ1=出ty,てー巧EL!1E)づ
tJ>LDCT･7･.jt=7TD}r-ノしそここさらとさわくU_
二1-I trlこ). Jlll_Tt tエtLth I■LL〇
五 卿 ':ウニt?て ■■と〇ふ仏 IjⅣTことかjElでんfLで-'ナ批芹LuJgさと.､つこと;♪･tlt出TLE≡■ちuヽことuLIJ一.L･lI

.､∴ -../:十 ･
＼
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(4)協定およびその伸

当項目では､協定などにより街区 ･地区の れるが､分韻予定地などで土地所有者 上にならないと効力が発生しないこと

緑化及tF良好な環噂を保持する例について 等が 1人しかいない場合であっても緑 になっている｡)

みるo 化協定を設定することができる｡ (こ 緑化協定は､建築協定に堆 じ市町村長の

①緑化協定 れは 1人協定と通称されているが､分 認可､縦覧､公告等の手続きを要する｡

線化協定は､都市緑化保全法に規定され 絹などによって土地所有名等が2人以
ており､住民の横転的な参加によって都市

計画区域内における都市の緑の回復を一団
○緑化協定の しくみ

的に図る制度である｡樹木等の機瓶や植栽 住民又は開発主体

冨警 ;<警 官.n鮎 などについて協定す l - の発意 1

この協定で定める事項として次のもので

ある｡

イ)緑化協定の名称

ロ)緑化協定の区域

-)緑化に関する事項

○樹木等の依頼

○植栽の場所

○垣又は柵の構造

oその他 (植栽の逼､維持管理等に関

すること)

ニ)緑化協定の有効期榊
ホ)違反薪に対するとりきめ｡

緑化協定は土地所有薪等 r土地の所

有者及び祉築物その他の工作物の所有

を目的とする地上権者､又はrt'惜柚を

有するれ ｣の全員の合軌 こより締結さ

〔例〕杉並区和魂 4丁目

地方公共団体 国

[:= 亘二 重= コ
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②建築協定
社葬協定は､貴重築基準法に想定されてお

I)､一定区域内の街区 ･地区の環境を維持
Jt2進するのに､土地の所有権者および惜地

権者がその区域内の建築物の敷地､位置構
追,恵匠などについて定めた韮準である｡
協定は全nの合恋により作成し､特定行政
庁の認可を要する｡
協定は.住宅地､商某地､工業地関係な

どがあり､位近,Jを増しているのは住宅地に
おけるもので､特に新規宅地開発地での協

定付分言集に伴うものである｡
なお､緑化協定を建築協定とあわせて締

結することなど他制度との併用活用できる｡
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(釘市街地坪塊設計制度
この制度は､建築基準法第52粂 (延べ面

輔の敷地面横に対する割合)第3項､第55
粂 (第一便住居専用地城内における高さの

限度)及LF56粂 (斜線制限)第3項に規定

されている ｢政令で定める空地を有する場

合の枝和規定｣にもとづく政令及LF｢結合

a't'計制度｣に関する建設省通達を根拠とし
横浜市が昭和48年12月に定めたもので､公

共の利用に供するオ-ナンスベ-ス (公開

空地)を確保する場合には､建築物の答棟
率､斜線制限､古さ制限について,ボーナス

を与えようというものである｡

公開空地は.歩道､ピロティ､緑地､広
〔例)横浜市 場などのスペースで一定の基準に該当する

①都市緑地保全法に基づく緑化協定例 (杉並区の場合)

ものがカウントされてその確保する正によ

ってIボーナスの韮碑が定められている｡基
本的な公開空地の条件は､

1 歩行者が通常自由に通行または利用

できるものとする｡ただし､通常自動
車が出入する敷地内通路や駐車場など
は除 く｡

II 原則として､終日一般に開放できる
もの｡

IIL 道路､通路または歩行の用に供する

公開空地に面する部分に原則として操

もしくはこれらに類する連蔽物を設け
てはならない｡

東京都杉並区和泉四丁目神田川沿い尉 ヒ協定

(目 的)

第~粂 この協定は,豊かfj:緑のなかに良好な生活環境を確保するため .都ffi緑地保全

法 (以下 ｢法 ｣とい う｡)第 14灸第 1項の規定により.区域内の土地所有者及

び建築物その他の工作物の所有を目的とする地上権又は賃借椛を有する者 (以下

｢土地所有者等 ｣とい う｡)が全員の合意によ り当該土地の区域における緑化に

関する協定 (以下 ｢協定 ｣という｡)に締結す るため法罪 14粂第 2項に規定す

る事項 .その他必要な事項を定める事を目的とする｡

(協定の名称)

第二条 この協定 は.東京都杉並区和泉四丁目神田川沿い緑化協定 と称する｡

(協定の区域)

第三粂 この協定の区域は ,東京都杉並区和泉四丁 目178番 36か ら東京都杉並区和

泉四丁目780番 10までを含む東京都市計画事業杉並南部和泉四丁目地区土地

区画整理事菜施行区域とする｡ (別添図面参既)

(樹木等の種類 ･樹木等を植栽する場所 ,かき又はさくの構造等緑化に関する事象)

第四粂 法第 14粂第 2項による区域内にお ける線化に関する事項は.別紙緑化基準書

によるものとする｡

(協定の有効期間)

第五条 この協定の有効期間は 20年間 とする｡

(協定の継承 )

第六条 この協定は 】認可.公告 (以下 ｢公告 ｣という｡)のあ った後において当該協

定区域内の土地所有者等とな った者に対 しても,その効力があるものとする.

(協定超営委員会)

第七灸 この協定を道営す るため緑化推進委員会 (以下 ｢委員会 ｣という.)をおく｡

2 委員会は ･土地所有者等の互選による委員 7名以内をもって構成する｡

3 委員の任期は 2年 とし,補欠委員の任期は,前任者の残任期間 とする｡ただ し,

再任を妨げない｡



(委員長)

第八粂 委員会に委員長を置く0

2 委員長は委員の互選とし,協定道営のため事疎を総理 し,協定における土地所

有者等を代表する｡

(副委員長及び会計)

第九条 委員会に副委員長 1名 .会計 1名7:tu=Tiく｡

2 副委員長及び会計は,委員の中から委員長が指名する｡

3 副委員長は,委員長を補佐 し.委員長に事故あ(,ときはこれを代理する｡

(違反者の措置.)

第十条 委員長は,第四灸の規定に泣反 した者のあった場合 .委員会の決定に去Ijき.

違反者に対 して義坊の履行又は原状回'(i等を言t'Jl求するものとする｡

2 前項の請求があ った場合においては,違反名はこれに従わなければならない｡

委員長は,請求に応 じない場合は違約金を致収し,これを協定の義務履行又はT,q!

状回役に充てるものとするD

(協 議)

第十一条 この臨定は,法に定めるものの他に解釈に疑滋を生 じた場合,又はこの協定

に定めのIj:い事項については.杉並区長 (以下 r区長｣という.)の指導と助

言を受けながらその都度委員会で協議するものとする｡

(補 則)

窮十二条 この協定に規定するもののはか,協定並びに委員会の逆用(こ必要な事項は協

定者が協議 して別に定める｡

附 則

l この協定は,区長の公告のあ った日から効力を発するものとする｡

2 この協定の締結を証するため本省5通を作成 し記名押印のうえ各自 1通をlFr

持するものとする｡

上記条項により.東京都杉並区和泉四丁目神田川沿い緑化協定を締結 します｡

昭和 51年 2月23日

東京都杉並区和泉二丁目22番 30号

梅 田 晃 司

東京都杉並区和泉四丁目18番 1号

小 沢 錠 太 郎

東京都杉並区和泉四丁目18番 1号

小 沢 俊 暗

東京都杉並区和泉四TEl12番 13号

杉 本 一 雄

東京跳新宿区新宿三丁目32番 2号

株式会社 大破 ラント

代表取結役 中村ヱf司
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緑 化 基 準 書

1. 協定区域の緑化面積

協定区域総面杭の30%以上の面板｡

2. 樹木等を植栽する場所

1)東京都桜並区和泉凹丁目221番 5-東京都桜並区和泉四丁目218番の神田川東岸自転鹿追に沿

う2メー トルの幅をもつ帯状の土地 .及び東京都杉並区和泉四丁目215番～東京都杉並区和泉四

丁目211番の神田川東岸自転車道に沿う3メー トルの幅をもつ帯状の土地｡ (以下 ｢植樹帯緑地｣

という｡) (別添図面参照)

2)協定区域における宅地面韻の 23%の縁故を確保する土地 (以下 ｢宅地内緑地｣という｡)で

中庭等をもっぱら特定の者の鑑箕等の用に供するものでない場所｡

3 造成期限

1)樵樹帯緑地の造或期限は.この協定の公告のあ った臼から二年以内とする｡

2)宅地内緑地については,当該土地における建物又は工作物の建設が完了後-年以内とする｡

4 樹木の超蛾と修景

1)樹木等の種矧 ま,杉並区の風土に適しており,かつ植栽によって地域の住民等に危害を及ぼす

おそれのないものでなければならないo但 し.樹木等には樹木及び草花 ,芝生等も含まれる｡

2)協定区域内の緑化に当 っては,協定区域全体の弛和に充分配慮 し.樹木等の種類及び生けがき

の造成など修菜について,区域を一茂としてバランスの取れたものとしなければならない｡

5. かき又はさくの構造

I)かき又はさくの構造は,本協定区域内の土地等の相互間のP,日放性を著 しくさまたげるものであ

ってはならない0

2)公田住宅となる部分の土地は.規則としてかきを設けるこ1-_な く開放性を確保するOかきを設

ける必要のある場合は.生けがきとする｡

3)種々の所有者に区分される土地については,生けがきをもってかきとしなければならない0

6. 樹木等の維持管理

協定区域内の土地所有者等は.はる定の定めるところにより緑化を行ない,当該協定の逮せられる

ようその樹木等の維持管理に疎めなければならない｡

7. その他緑化に関する事項

1)区域内の 2メー トル以上の幅をもつ歩道は.街路樹を植栽するものとするC

2)宅地内緑地の緑化面砧の罪定は下記のとおりとする0

7)帯状及び集団として植生を確保する場合は,その植栽両班とするo

イ)生けがきは,幅 60センチメー トルとみなして,その延長で両紙を罪定する.

ウ)その他新たに植栽する場合は.高木 1本低木 2本の植栽を4平方メートルの緑地とみなして

その而iTi等算定するD
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(お手築協定 (横浜市の場合)

〇〇〇〇〇〇〇〇 唾 炎協定 寄

(日 的 )

約 1糸 との協定は､本協定地区円にかける払染物の故地､糾造､用途及び.

形態を協定 し.住宅地 としての現収を高鉱に維持､増進するととをB的と

する｡

(用語の定ま )

窮2粂 この協定における用語の窓先は.槌灸韮鞄法 (昭和 25年法符妨2

01号 )及び雄築基準法施行令 (昭和 25年政令妨558号 )の例に上る｡

(名 称 )

第5魚 との協定は､000000 槌炎協定 と称する｡

(協定の締結 )

許 4粂 この協定は.窮'5免に定める区域内の土地の所有抽者ならびに塊染

物の所有を目的 とする地上権者か上び頃僧托者 (以下やK r権利者Jとい

う｡ )全点の合意に上b締結する｡

(協定の変災及び威止 )

折5粂 この協定にか るゝ協定区域越染物に関する基準有効納札 か 上び協

定迎反があった場合のtL,t鑑を変更 しエ)とするときは､協定者企及の合意

に上らなければならをVl｡また､この協定を]完止 しようとする場合比､協

定者過半政の合意に上らなければならない｡

(協定区域 )

折 6粂 この協定の区址はつぎのとおりとする｡

椛浜村 oc,区oo 町 C;番地 か }-0番地 きて､こO番地 Ql

o番地 打 も.fザ 0番地かbtO 番地 5･7･to
(tBrtS物のailJ岨 )

的7菜 前条に妃めるt･yJ程区城門のIii!mbのiy(地､的造､用途及U膨軌も

つきの各号に定める鮎qiに上らなければならない｡

- (別 称 )



(有効期間 )

約 8条 とのtgJ定の有糾 明間比､市長の認可公告のあった 日か ら10年 とす

る｡ fcゞし有効TUl絹円に犯 した造反者の措故に的 しては､期間前了故 もな

か効力を有する｡

(ta定の効力)

第 9粂 この 娃炎協定は.市長の認可公告のあった日以後において, 当放逸

典弘定区収の権利者となった者に対 して もその効力が参るものとする｡

(迩反者の措監 )

ga'10粂 第7負の規定に巡反 した著のあった場合､第12衆に定める委且長

比委員会の決定に益づき､当該紹刺巻に対 してエホ施行停止を言Tl来し､か

つ､文杏をもって相当の猶予期間をつけて当該行為を長正するための必須

な錯塩をとることを講釈するものとする｡

2･kTJ攻 の 純水があった場合にかいては､当該権利者･比 これに従わなけれ

ばならをvl｡

(訟判所-の提訴 )

al'11条 約桑折 1-第に規定するi帝京があった場合にかいて,当該権利者

がそのa-H波に従わないとき比.姿見長比その強制履行､または当該権利者

の3モ用をもって約三者にこれを行なわせることを故判所に細流ナるものと

する｡

2･ iTJJ]jSの披折手 抗等に袈ナる焚用比当放柘利者の久也とする｡

(役 Å)

al'12免 この防定を道営するfcめ.委見合を設ttする｡

2.要 点 会 は .次の役Aで杓成する,

番 長 長 1名

iu扉Ji戊 ○名

委 ji o 名

会 計 1名
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i 番 Jiは .脇淀者の互選とする｡

4. 態見失 は ､･i･1･tの州 とLt･jl,H･i蛸 のTcめの糊 JJ:蝶理 し､協定者を

代衣する0

5. .u傾 八枚 および会計は安八の中か ら安Fl戊が,'G榊する.

ム 副葬且長は.委A長にLP故参るときは､その取崩を代理ナる｡

7. 会計比委見合の枝理に脱する光務を処理する○

(姿見の任期 )

第 15粂 要具の任期はC･牢とするoTcゞし補欠の姿見の任期は前任者の戎

存期間とする｡

2. 委且比再任言れることができる○

(補 則)

究 14粂 前 2免に規定するほか.姿見会の組放.道営論決の方法等に関 し

て必要な窃碩比別に定める○

(附 則 )

宗 15粂 この協定は.市長の認可公告のあった日か ら効力を菜する0

2. この協定むは. これを5部作成 し. 2部を市長に提出し､ 1部壮協定書

が保管する｡市長の認可があった後､市長に提出した2部の うち 1'ptは 委

見長が保管するo

5. この協定施行の際､既に姓共済または工串中の地象物で､万一この協定

に適合 しない場合は当該越知物に対 しては.この協定の当該規定は適用し

ない｡

ただし.この協定施行後に増凱 改凱 移転する甥合は､当該部分に対

してこの協定の当該規定を適用する○

上記姐築協定の締結に岡.SLセナ○

昭和 年 月 日
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所有土 地 の 宍示

拭浜市 区 番の

宅地 平方 メー トル

土地所 有 者

(別漆)第 7条

(1) 蛾築物の用途は､一戸･1･1日国人梯用住宅 及び医院併用住宅 と

す る｡

(2) 階 故は地附 を除 き 2以下 とす る｡

L3) 旭光 雨か ら蛙高の高 さは8.0771軒の高 さ吐 6.5mをそれぞれ

越えてはな らない ..

(4) 紬削 勿の絹本両眼及び延べ画 伯の敷地 Id5F,7忙 対す る割 合は､

それぞ れ 5/ 10以下､ 4/ 10以 下 とす る.

15) !出熱物の外托 または これVC代わる柱の面か らか 也の境界 .i;･3

7EでのJJa虎は 1･5m以上､道路,LR界嘘 までの距出は 5.0'n以

上 とす る｡

16) 故地の分別､統合はで きか ､もの とす るO

(7) 住宅に設備する史所は水洗式 とす る.
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③ 横浜市市街地環境設計制度の事例 (52年 度内に許可されたもの)

案 件 所 在 地

市 民 住 宅

公 務 月 住 宅 (大蔵省)

寺 院 本 堂

関東学院教室棟 ･図iLt琵

店 舗 及 び 共 同 性

店舗ビル (再朋党ビル)

郵 便 貯 金 全 館

公 団 住 宅

公 EEl 住 宅

ITr 聯 所 ビ ル

金沢区冨岡町埋立 1号地

金沢区議'同町2504番

金沢区柴町214番

金沢区六浦町4834番

中区石川町 1丁目3番

西区南幸町 1丁目9,10.13.14番､他

中区山本町16,17-I

保土谷区岩井町123-2

金沢区並木町 2丁ヨ2号地北 37口

中区日本大通 り58-1

さ

さ

さ

さ

緋
さ

さ

柿

さ

柿

高

高

せ何
高

谷

高
石

春
高

谷

3.公 園 緑 地 の 維 持 管 理 ､運 営 管 理 に 関 す る住 民 参 加

地 設

維持管哩 ｢公 園 加 地｣ 回し指軸を行っている. ①

イ山全 (老人会).三共会 (老人グループ)による拓

成人一'IL:校J安.;.W-Y-による樹木!):J定､芝刈り､枝打ち等

｢児 亜 'Ll 固｣

区 @

∫ 崎 lff i麦田JlL緑迫を'j=る全によるil柵1!､除茸､花坦づ くり @

也 柿 虹 の 捺 瞭 老人会､17年EZl等による管理 @

板 田 市 リ ン ゴ 並 木 @

述首管哩 'JAl園管理者が主firiLT=､婦人/くレ-,ポール教室､輔人髄疎体操教室.少年少女髄嫌体揺教室 @

公図管理者 と公聞協会共臥 スケツ+大全､凧あげ大 公Gil協会
全.婦人バレーポ-ル大全と親子体力戟ベ (財)神奈川釈公園協会

'LILl協会が主frl;公rE野外,&座 ｢花木の育て方｣

｢児 亜 公 同｣ 公ril児童精や (利用方法､遊U) (刀
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(彰浜栓市 公観緑地 1976VOL3トl 日本公園捺地協会

[コ概要

･Ll園の掛 也の矧 石Jが進むにつれて間軌 こ

もって くるのが過切なる維持管理であるo

従来直営管理､失業対策事業の利用等に

より公園級旭の維持管理 を行ってきたが､

公園整備の進度の早さ に と ても肌 二合わず

昭和48年 4月には､財Efl法人浜松市公rsEl緑

地協会を設立して一部の維持管理を委託 し

又児童公凱 こついては愛誠全を結成 してい

ただき､.[ll'掃除等を依轍している, (表参
dl.㌔

し､市内の公園緑地を4プロ /クに分けて

それぞれの7ロックに専任の公【ifl管理員を

おき､常時巡回し､直J白眉理､委託管理の

監督､現場指示､児童公園愛護会の指導及

び小鞘川箸等 を行い公園緑地の適切な維持llB

理を進めている (昭和51年度公園緑地等の

宅理について参t16)｡

なお公園管理三拝聯所では､有料公【表川虹設

の貸出し､占有許可､使用料の徴収等を行

っている｡

□住民参加による維持管理例

イ山全､三夫会

毎日曜朝 6時前､Tflの中心にある′1ニ山公

園にどこからともなく手にf,71陳述i=l,を 持っ

て参薬して来る老人会の一団がある｡

NHKの6時のラジオ体経を全員て行っ

た後牛山公園の"JlEWが始まる｡

この老人会が ｢イ山会｣ と称する同体て

ある｡

旧制松松高等工数学校のた.Wgl)博士がEl本

で叔初にブラウン管に映像 を出された ｢イ｣

の字を豆削こ ｢イ山全｣の名がつけられたと

きいている.

総勢35名が体力の維持 をIXrねて公園のlZl
軌 二励んでおられるのである｡

又この一団とは別に､3人の御年寄 りが

｢三実全｣をつ くり､毎El早朝にやはり牛

山公園の‖■捕与を行っている｡

これらの方々の奉仕活軸のおかけて､牛

山公闇はい つも美しく整備 され､市民の想

いの域 とLて利用されているD

庭 の 会

この団体は､教育委員会が主f結け る成人

学校 ｢わが家の庭造 り｣受講者て組粗され､

現在全r1467.が実技の研帽を兼ね毎月 1回

市内野口公園に参Jn三､沸師を中心にして松

の緑摘み､除等剤散布､芝刈り､樹木の弊

定､枝打ち等造園襲名の行 う管理業林を行

っている｡

LJ_q/地を住みよくする全

臥 ソ池公EElの中に市街地には珍 しくI.lT,寂

な池と松林等におおわれた部分があr)､四

季折々にわたって市民に利用されているが､

二の公図の周囲の住民約30人が自治会良を

小心 として凹 ′池を怯みよくする会をつ く

り､別 事公取の一㌔捕‡除草の他､樹木 (苗木)

の袖柚､危険個所の市税等を行っているo

その他の奉仕団体

朗団法人浜松市公園緑地協会のT部組孤

として昭和48年 6月各祉協力団体により浜

松市無臭化推進本部を設け､範年4月Jiぴ10

月を ｢花と緑の月間｣に指定 L各桂緑化行

事 を行っている｡

この期flJi公図緑地を美 しくする運動 を展

開 し､周辺住民によるはす輔奉仕が行われて

いるが､特に団体 として､浜松商工会議所､

中部屯力株式会社が佐Ll臥胡公Bil内にある郷

土の森のtl事捕†除草を行っている｡

その他､浜松市建設菜協会が会員200名

程を動員し､機動力を伴って市内大公Eilの

除茸､広場､Bgl路等の手入れを行っている｡

□児童公園愛護会の事例

児童公闇愛二延会の活動

今まで述べてきたものはすべて近隣公園

以上の活軸であるが､児亜公図については

別に児童公陸】凌1./B全を組織 しているO

この児亜公園愛適合は､その児亜公使)が

存在する地区の児童を主体 とし､児童の惜
械教育の場 を灘ねて､大体月 ユ回位児亜公

rilのtF事J掃除耳を行っている｡

現在41団体が約 174,400平方メ- トルの

児亜公園で奉仕活動 を行い､市はこれらの

活動に対 Lて僅かではあるが平方メー トル

当たり16円の謝礼をしている｡

児垂公園変l;毎会の活動は地区により異な

r)､執心も地区は月riH3- 4回活動 し､何

時 も美 しい公使】の中で多くの子供達が遊び

に興 じており､樹木の枯捌､紹t柵等の被害

も少なくなっているO

今後この児亜公闇愛.."d!全に､出来れば児

並の遊びの指導員の配延を考えているO

L7L'I和51年度公泣l緑地等管掛 こついて

印は施設甘jL"委託(地J]白.I.irJ､244糸の2荊3TIJIによるもの) △和ぎま料金q(収#.モほ託(地方kl日.ii;施行てチ158糸茄lJ71'こよるもの)
いずzLも委託肘三相lE法人LrTt号;･市E.Lも｣音菜地協会とする.

文那 ;≡1納 越 児改プール､Srl.1..RJj;i-1而ほか 蛮 託 Er/

1 荊1 Jm 2 本,%7T3

リIr -=節1 [蚕豆亘重二至]
相 生 【北東ソフト:d{-ル削.,I,茄三か
天 馴 l西 城 10面ほか書 71柵松.郡2汀両面軒51. 耶4

普那 -.31時51]匝団 匝亘至萱軍司‖たllhETrrTl｢ず好打1｢千言訂 処だ

川 里EtiialL些uig旦｣L-=i

〟

蔓≡舵部 宗后諾R画 退州浜m l匡 = 可 塑

五 社

匡司直 司
指十21 行l烹禦 …､叢嵩

し⊥_ 〟 蚕 蚕 覇 L--. 覇亘亘司-̂､=ーIノT 垂 ]
帖~~音1西汚1巨 頭 匝 ;il匝 垂 】池ほか

匡 二互 ]匝 二二司 性]U:韮閲 見

書仝fE琵琶~!i那F三相 公国 [コ 愛三貞全 相克すみ 57
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企業負担による公園緑化 (緑化協定)
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alif田区と同区横網 1丁目､ライオン油脂全社の間で､線化

協定が結ばれた｡それはライオン油脂に隣接し､fLL.1辿ia鞘の

下に&'L怒きれた.区立隅EE]川縁追公姐を企丑負担によっても長

化し､その後も永久･73埋して育てるという 区'坪ゼロ､によ

る緑化lJi某に対すふ協定である｡なお規枚は620'r)･良さ150m

である｡
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(卦宮崎市

後田川緑道

公Eq操地 1977 VOL3812 日本公Eg技地協会

[コ牧 要

岨光郡市である'鼓崎市は､そlLにふさわしい町づ くI)の1=

め､｢i削二線をJ -みんなでつ くろうふるさとづ くり-をテー

マに市民と共に取 り組んでいる｡その 1例として紘E日日緑皿
がある｡ これは､公共下水道笠幡の一環 とLて綾EEHllを時頼

化し､昭和50科 空から.自然環境を回想し､｢市民の.恐いの域｣

あるは r主菜のよみがえる後柱日日｣ とLての禄道悠幅を行って

いる｡その内谷は,娃LT<2_1km､面相129ha､iri均 III1113.6m

を稔･ri繋牡約 25(歪円で昭和54年畦までの 5カ年計画で施行

するものである｡

さらに,こJHこ伴い､管理面では t麦旺‖ll抜道公鼠を'l'J:る

全 が発足し､管理 を行っている｡
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□後田川緑道公園を守る会

EIごろの悩みであった虫 .縄の発生､悪臭から開放される

と地区住民の緑道に対する感謝 と褒こr姓のZli符が高まI)､家庭

の庭の延技として､また､愁いの鳩 としてその必要性を強 く

感 じ､i'_'億 的な盛 りあが りの中で区会を中心とした振道公閲

を守る会が結成さ]した｡

この後mlll緑迫を守る会は､自治会､老人クラブ､婦人会

イ供全並びに隣接中学校の生徒.先生 といった方々が構成メ

ンバー となって､毎月定期的に繰)正内のlI輔,pL､除草など手軽

にできる作某を中心に､花也づ くりや施設の安全 古横等の奉

仕活動が行わzLています｡ さらに.付近住民による樹木の寄

卿や_出生､結婚などの記念植樹-iJl&んに行われている｡

後 田 川 緑 道 標 準 断 面 図

後 か 7終逢瀬草野瀞1司敵 卿如患
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(彰唐津市-虹の松原- 資料

□概 要

唐津市では､市総合開発計画に1左づ き ｢七つの森｣目の玉 (5) ｢唐拙｣その名の示す如 く大陸文化渡来の地に

点轄佃 を失地Lている○ ふさわしく､古墳群 を中心 とした ｢古代の森J. - 許画中

二の事業の一環 として.虹の松原のjll呈境保全,r,礫 ｢虹の (6) 唐津掛 こ突出 した-)<畠判 lJ鳥の山頂の自然森林

桧原凪 盲壁対-.謀i｣が国爪市等のみ傑J係機関及び老人会､青年 を中心 とする ｢市民の森｣ とする○ - 完 成

Eflなどの協力により椎iFiされているO (7) リアス式海岸 と海底を対 孝三に暖軒 先合流の-;;;.3

昭和53年度計画案'2によると主な活動 は､｢虹の松肘 采滴 戦Jlで形成 された海中生物群 を生か した海中/ĵ1園を

対策｣､｢広報利用による保讃活動｣､｢榊 六',,美化の促進｣､ ｢町 ｢紬の凍｣とするO - 完 成

.(.:)の保識‡f成｣である○

ロ虹の桧原維持管理

1)草 刈 iF2匝Ⅰ 人夫雇用 45人 150千F⊥】

17!1年lj]委託 50-70人 100千円

別途､′lLf,休耕年 2回実施

(道路I'nL線 r川L0-20nl､姓上､5km)

2)JLI 柑 年12匝Ⅰ

･了!1年団 3垣1151人(近)300千円

･老人会 6回 270人(延)108(ペん当代)

･人夫雇用3回 30人 60

別途､茶化 4回 1000人(娃)

3)即｢),fJl衣鵜柿作成

市I勺3r71学校に†/(*lTi150佃 (材料壮補助)

4)その他

標 小 板 3)占
規iflil石板 3)占

ち r)泡 6佃

*1 ｢七つの森｣桃想

(1) 本717の中火をi◆i批する松,luJll下JiL恥 二′/ulって

粒か也をhJf蛸 し77了民のfiJLWt愁いの城 とする ｢河叫の

森｣ とするO

(2) 白砂の加の択海尉 二存在するF<さ5km､IPEL.lJ

km､欄 齢400年盟松の｢虹の松原｣を｢自然の森｣とす
るO

(3) 臨海工北地区の'iI,封妨止 とny)､Liu呈境の皇酬 ほ

｢レジャーの在｣とする｡

弛和 ∫3年度岱兼計画 (案 )

RLの松原快扱対邦

(1) 税木の松 くい望偵筈防除対STi

Rlの松原の松 くい虫K上る立枯れ防止対策忙ついては.

毎年国及ひ各別儀伎掬の敵力による匁も空喝除が爽施されIiL

大の効栄をあげ,偵罫も敵渡していますが,周辺地区 の 偵

誓紙 細大の-途'fたどっている現状からも防止する必要が

あD.今汝も迦軌を進め快敢育成の万全を阻クたい.

広軸利用vLよる偵知括血

(lJ e,=柱,怨示板化上も道徳啓簸

(2) 広報利用化.Eる軌光道徳の普及畝底

(3) 珠桜等忙上る火災予防のl宙知

3 油掃突化のJJi進

(i) 各穂Eil体への7'Ht,Jきぬ力依桝

- 終伯仲 (2) 道路沿解の草 刈 り冥鬼

(3) 人夫等庖用忙よる油掃突鬼

- 完 成 (4) 荘地場等のクズ純放任

4L 野心の保払育成

- Flt画中 (lJ 的係甲学校への典籍作成依pJiと思想の啓該

f=めのスポーツ公馴 】ち ｢休f7-の乱 とする｡ 一一 完 成 (2) IR 絹 '& 惚

⑤飯田市
リンゴ並木

環境文化 NoZ9 77-AUG (財)凍塊文化研究所

飯田市来中学校資料

□概 要

rflの中心部にある リ / ゴ並木は祉l_､400nlにおよぶというO

昭抑22年 4月20El､蝕t月のまちは大火て焼けただれたが､ 2

El綾の22日には相田市pLI_東中学校学友会で リンゴ並木祉設の

討議が始まったoLか Lそ2Lが正式に承認さlLるまてには4
年のl花月を嬰 Lている028年 11月､束中全校生徒によって枯

樹がは じめ られた.47本楯えたがその うち 7本は柏れたとい

めて49個の実を見たときの少年たちの'礼拝はとうだったろ-)a

日外語llや･.EkL雛でその秋の収狸はわずか 5個だったが､新l川
:よそiLを(三､え､全国か ら激励文が寄せ らlしたC 2年 目の収椎

は約 500佃にな り､そzLは福祉施設等に肥 らJL､以後耶例 と

なるO
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翌々31年よI)市教委､市農業振興乱 園芸協組等の応接 も

-･uiせ らLLるようにな').39年からは ｢飯田東中学校 りんご並

木後接合｣ i,でき年E糊10万円の管理資がカミ中へ柑られるよう

になった｡こうして43年秋には 9,∝沿個の収権をみた｡

ロ活動実gt

昭和52年度 リンゴ並木二Fi某報告 S53･3 15
頗日東中学校緑化部

ll.12 第29回並木手入れ

約-万二千個収確

ll 1-20 落ち葉嫉め

ll.14-17 りんご展示会

ll.15 りんごを味わう日

ll19 第30回並木作業

12 1 31 31〝

頗EE]東中学 リンゴ並木後擢全 12.1 32

l 主な並木手入れ内容およびリンゴ並木に関する行事

第 1回並木Tl人IL 2年別i-1による作芯 (3年修学

Tlr(行中)

2 I 実務訓練 (全山による非行順路

土おこし､ Jlひろい)

3 II 花IL:'んづ くり､硯ふん10;蓮施肥
ETjの1=め･T.3Elにまとダ)て3]Lこなっ

24 ｢Jil'と満eJHの性｣除駐式 ･3年全ii化郡ii､ブラスバ

ン ド部Tlか参加

30 第4匝】並木Tl入れ (娃まき .マ リーゴール ド､羊と

リ.路上 r̀'ihi)

5 (水や .)､石ひろい.tr'ffTrり
6 11 (摘果作業)

5 18 TBSテレビ ｢おはiう7 00｣で仝Li=二枚建され

る

5 17-26 並木夏日飽/n川"し池本'('･.l'.'全.Yf料をクラスごと

につ くI)沈みあわせ るJI'雑協議

会,北本たより校FJl放送等)

5 21 第 7匝Ⅰ北ホT入れ (jlWと作iti)

5 28 8 (摘果､i-;Lとり)

6 4 9 (舶来､i'.工とり)

6 6 El本テレビ ｢鮫田の -)んご並木｣放送

6 10 那10【司並木f入LL(茸取 [)､Ill払l)

､今年度収穫完了

戟高の収穫

全月二袋

(節二回)

土作 り全員作業､全校による作某

フラン病のための薬一斉塗布

1217 38

2.22 並木せんてい作燕 専門技師にi:る 学校より教娘

北原参加

39匝】 並木作灘 せんていのかたづけ

1

311 43匝】 滋終作文

3 44回 3年生にJ:る窄仕作紫

2 52年度の リンゴの収穫

1 収碓敦 合計 12,3L)0個

○匝l 光 8,242個 ○王鈴 418個

○ 祝 789 JI Oふじ 243 〝

oスターキング 293 11 0旭 708 IJ

oデリシャス 841 w O紅玉 756 JI

2.職月生徒への配布

生徒 1人当 り 8個

部LL試食 1人当り 5佃

月.准n試食 ′. 5佃

3 外部への発送

○川指老人ホ-ム

○胤 也 が

o広姫伽確固

○鯉rn拘!E所

0校J.I.元校長先生

6-18 11 (SqLリ､花だJL･マリーゴール ド ○神披

移植) ○桁与

6 25 12 (q取 り･花だんの･h'iX水､指上泊 o缶用
i.1日

2 13

9 14

16 15

20 リンゴ並木 蜘仰ご分断

中央出払 (Ul内さん)市役煎 (大llL)沖及所 (三村)

各技師､･学校 (北城 ･鈴木)参JJu

7 23 16回並木手入れ (串取 り､撒水.‖71.ll)

7 30 17

8 7 18回

8 14 19回

望休み作文 9 30-10 00

El硝口に失地 (除1,'f､放水､.r紬〉)
8 20 20回並木手入れ

8 27 21

9 3 22 h 旭収碓

9 10 23
9 17 24

9 24 25 Jr デ リン7ス.毒l一五の収碓

;告 発送 りンゴの- り作業

10,1 この頃までに､部只が分担して､外部へ発送を完了

第26匝l並木手入れ上半期戟後の作文､除草､tr'Jq.I,L

10 4 部会､上半期故綾の部会に､頗luf.与りに､りんごが

かじられたことについて話 しあう｡作菓態度にも間

招かなかったかと反省するb

約27回北木手入れ (革耽 り､"作詩)

第28回並木手入れ 国光の収碓

0日経映画社で rリンゴを味わうEl｣ と摘して.堤

枚数TJ<映画の棚影

○ロータリークラブ

oライオンズクラブ

○廠EZl了rf長

○ 〝 助役

○ 〝 教fJ'長

○ 〝 救l'T二条貝全

orffJL21放課

〇 ･′チモY,享岩

〇 ･′並木後接合

oJA協振興会 10 1lhl

offi総務部長 10 lJ

oNHK 10 l1

0SBC 10JI
ONBS 10JJ
o信 毎 10JJ
o* El 10ll
0朝 EF 10 TI

O南信州 10〝
○信州El報 10TI
O秀文社 10 ll

0新保氏 20 JJ

o由井氏 20 JJ

oビンゴナ ミ氏 500 〝

o並木通 りの方々 Ⅰ50 〝

o観光耽源財団 10 II

4 その他

○くずりんごを飯田動物Gi)へ 20箱

oJ薙 雅 5箱

】03



(釘神奈川県 公Eg接地 1976 VCN_37-I 8本公園操地協会

□概要

神奈川脱では､11棚j50年 4月某Ifjfl刑始 した財EtT法

人神奈川脱公岨協会の協力をAx.けつつ､各種のはl

州ik物を併J始 したのであるが､何分発足初年度で

あり､試行の城を.LIJ.tdいきらい もあって､様々Ix

IJTすべきことも多かったが､小で も､事前の PR

方法については､十分の期間と､広報媒体の遊机

を過p)に行 う必IAを痛感 した.

以｢i､それらの大jA'を紹介するが､行当''の_榊 l■-S

が､a)公使l管理-Bがiji租の もの､②公rSl管理満と

公lill協会が共†托しT=もの､(卦公lSI似合が iL蝕の も

の､の 3例がある｡ また､他の川体の子i事に後援,

協旅 した もの として3作がある｡

□活動事例 (昭和50年度)

iI,=/保1 ヶ谷公IiiH本千丁館における3桝の教室が仙

川■された｡

り 婦人バレーボール教室

一般家艇転l:人を対奴に､過 日=】(1II過火BIll'El)2

Ill-FliJの 9人制バレーポ-ル穀'jlLである｡

2)婦人健康体操教室

仲Htnrが111過木11ll.111であるほかはIJttり＼バ レ-ポー

を'永坂引JlやLJ近かな人々に もJムめるよう柑こ指輯

している｡

3)少年少女健康体操教室

この教室は小1校 4年/11から61fJl-:までのリl久･;:

･Jlで､迎動機能 が･ド1壬Jよりで.トト遡 る名に対 して

1F'均 レベルま'I-1llきあげることをH僧̀ として捌か

れるもので､J,)i,.日-火-[教市rl'.)もものではtdLいCこ

の教室は.ある相 生1く期riH就け7:L･け九は効米が則

子')できTELいので､20過を 1コースとして､J'Il2コ

ース開いている｡

以上体育館での'il'fJJr糾ま昭41]50年度は参加･i'iを徴

収 していtdいが.今年f芸からは 1人 1,000トリを徽

することとなった｡

② 公段ItT=哩者 と公岨協会 が共催 した もの

り スケッチ大会

5f=J25円､-u主立三ツ池公陸け ~新線の公周をスケ

ソチする全~と越 して一般をJLT毅にスケ ソチ大全

を行った｡今回はスケ yチの指導4日,m,ませず､

また11llJl''の'-W禿 !V4Tわず､安するに､貴会の上手下

17は別として､斯紬の公I去】を絵に してみるところ

にii苑を認めた ものである｡

用意 した 300枚のILl･JJH机が足 りか ､位であった｡

た｡参加者全Liの掛 ま -ソ池公帽IのJJif'tトや横浜軟

西日のまl与政総合センターの展示コーナーに展示 し

たoなお､帆も11,lilllJ,h 二は‖亡念として､公臥 ■別封

で而l&したサツキ､ツツジ.7ジサイいずれかの

FyTI本を進一F!し;てばれた｡

llH3H.!J.i立馳rl'''AIh.11公J村で もスケ ソチ大全を催

したがJIIIJ人の別には/純血が低 く､絶/JJの スナ ノ

チEl和と.-,えず参加ぷい 30Y.ほどであっ1=｡削

l叫のJ又'Hから､LiI'JIlH秋､Ill.Ll板のほかにTF,-:亡絹只と

して.クレヨン､クレ-スをit-lq付合ILの好意 に

より200i=uほどを川･ましてtM'.LをTlった｡ここ

ではn･ll..■.I,li.11梢 にはチュ-リ /7､ ヒヤシンスの

肘 IIはJミ雌を巡ら圭し､作.(,;.はけ!政総合センターやl心F

l/､)のf■.,T物FFl,,のロビーにIii小したo

2)凧あけ大会

IZHH l､1与を立辻 ;̀EiilLLlt公l壷Jの芝′卜人広域で了Jわ

れた肌あげ人全は1'･想u lの参加があり.約2,500

名の参加を見た｡′r･Iiil10時受付開始で上付一石が川

.71J.した600の和凧はすく･にFiti付済み (無IiTt) とな

り､剛Ilyrri"社か ら寄附を･更けた他称グニヤグニ

ヤ帆500枚 もすぐに7Ld･くなるIE,.H t であった｡

一般参加ポの帆あげに光iLって､｢日本の帆の仝｣

と ｢州州IL･ケ山.fl将棋肌仏と付合｣の横様が珍 しい肌

や人きtd肌をあげて 卜さJ)､全の'JTJ川'ILは盛 り｣

寄付き守Jわず､寒風にflけずに)亡'八に町外で肌あ

げを柴 しむことに i･.luほ LT.'いた ものである｡

3)婦人バレーポ-ル大会と艶子体力競べ

3l=128日､iL.i-立保十ヶ芥公【洲本fiAqE､.Ei"即･,-･問隼.-;亡

念行fr.,として行われたこの(はしは:この体f梢ミて

の婦人パレ-,i1-ル.RJL謹修 r名を1:_(本とした6チ
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-ムの参加 を得て トーナ メン ト方式で優勝 を競 い

合 った｡ レフェ リー､ ジャ ′ジ､記録等全の進行

は参加者が交代でこれに当た らせ たO参加者全員

に記念の タオル と､チームには- レ-求-ル 1個

を肘 )､馴 券チームには トロフ イ-に優勝 を刻ん

で体育館に保存す ることとしたO

これに引続 き､ 自由参加による親子体 力測定 を行

った｡越 して親子体力 くらへである｡lRlj左程 巨=よ

蚊年 は反子左横 とび､垂迫 とび､ ジグザ グ トリフール

掘 力､急歩の 5種 目､未成年者は掘 力､急歩はや

らずに､背筋力､立位体前屈､伏臥上体そ らしの

計 6種 目であるo チェ ソクか- トを手に して､親

子で体力を比較 して子供の成長を喜ぶほほえまし

い光七･:が見 られた｡

③ 公 園 協会 が 主 催 した もの

3月7El､児立保土 ヶ谷公陸け 第 1回公園野外講

座 ｢花木の育て方｣が開かれた｡講師は神奈川 眼

植木生産連合会副会長の井上孝太郎氏｡

植物見本園の休憩所に集合 して t)らい､講師の作

った手引 きにより原則的な事項の説明があ り､続

いて見本園内を移動 しなか ら実物 に鉄 を入れた り

し7Ldが ら解説や空耳疑応答が くりかえされた｡姑め

ての試みで参加者 は約60名であったが､この よう

な形式の行三郎ま60名が限度の ようであ るD強風下

で もあったので､約 1時間野外解説 を行い､会議

室に場所 を変えて雷 に 1時間JEr問に答 えたO講座

終了後､参加者にはアメ リか ソバキの苗 を記念に

進呈 した｡この行事の事前のPRは新r坪摘モ上 で祈

ったが､子め参加人員を肥掘 す るため と､参加記

念品 Elあてのカ をIUJく上か ら予めrLu話での申込み

を･2けたO

以上段目勺行事の大要 を紹介 したが､公Lil利用の増

進 と利鞘 マナ-の向｣-､ひいては快適 7LJ.公園つ く

りのため､今縁 ともで きるたけこの よう7LJ.催物 を

企画 してゆ きたいと考 えている｡

(訂東京都
公園児童指導

□概 要 (公園子供大会)

邦における'1:[蛋l化生指,鞍の姪史は､大正14年に始まる古い

歴史を持ってお I)､その指#目的の要約は､次の過 りてある｡

そして今 も同株のElrl'｣をかかけている｡

① 来園児盤の遊びの指,*

② 公園の利用促進

③ 公園愛称 L､の痛莱

④ 公園行政のPR

□ 昭和50年度公園児童指導の実紳

(D ｢みどりの公園子 どもまつり｣

新緑の帳､名jRの下で土の匂いをかぎながら遊びを雅 しむシ

リーズ｡

○昭*lI50年 4月 6日-6月 8日

O脚他公院l及回枚 19公l封､19Ld

O参加名歎 16,780人

○プログラム

1)大波小波

2)ゴンスケ ドン

3)パ不ルy-ム

4)妄おくリ

5)ぬいぐるみ人形劇 ｢桃太郎｣

② ｢都立公園サマー子ともクラブ｣

夏休みLl･の拙l珪了とも全 としてのシリーズ

011li和50年 7J=】2日:l-8日30U

o槻悩公【去l及びl吐倣 16公胤 20lEl)

○参加名敗 4,505人

oプログラム

1)給はな L ｢広場のWL｣

2)指人形劇 ｢七LJLのけLLIT--｣

3)求-ルロテサ

4)パラ-ラパネル

5)子牛別グル-プあそぴ

③ ｢都立公園レクリェーションチビも大会｣

スポ-ツの秋にふさわしし､軌きまわるゲームを中心にした迦

軌全的./リ-ズc

o隣州i▲公La及びl井目l紬 )数 16公矧､16Lil)

○参加人数 6,530人

oプログラム

1)つなと()

2)三匹のifn泰

3)ジャンボサ ソカー

4)大綱ひき

㊨ ｢新春公園たこあげ､はねつき大会｣

l)たこあげ大全

01月6El-1円15El

O開催公撞J及び回数 3公樹､ 3回
○参加人数 7,300人

2)はねつき大全

01月7日-1月18H

o帆ltと公陸l及びILil数 3公協､ 3L旦1

0参加名敗 520人
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か わ L'ぽん'遊 ぼ う会

遊 LFの計画① 1978 遊計画

朝日新聞 780105付

⑧ 世田谷区桜丘五丁目

___.I ∴

□概 要

当広場は､昭和52年より桜ヶ丘 5丁 目において周辺の住民

によるボランタリーな組軌 ｢遊ぼ う全｣にi:I)つ くらiLたo

この全の目的は､子どものFd検遊U場づ くりを過 して､地域

社会の形成 と､個人のfi.'極的で自由7:L活動の機会をつ くり出

すことにある｡

広場は､区の化生センター雄設予定地の約1100zn'を利用 し

たものである｡ここて遊｣､子供は 300人程であるC また､こ

の主旨に焚同Lた学生約30人文10人くらいの母親がプレイリ

建てられたプレイリ-ダー-ウスを中心に､砂均や子供達が

自立で達てた ｢秘官の家｣なとがある｡

また､これより先に､昭利50年から51年の糊,
仕
旧
市
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桜
丘
の
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HT

こ
の
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所
は
､
も
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も
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緑 の 保 全 整 備 の 手 法 -技術的側面 -

1 港北の緑の生態的な位置づけ

(1)港北の植生

(2)緑の生態的取扱い方式によって砕かれる植生 タイプ

2 緑の保全

3 緑の再生

(1)植栽の方法

(2)立地の造成

(3)表土の保全 と筏元

(4)植栽学的に見た植栽適性樹群

(5)現存樹木の再利用

4 緑の管理

(1)緑の保全のための主要な群落型における管理指針

(2)遷移に主体を置いた子安元のための主要fJ:群落型に

おける管理指針

(3)造成後復元のための主賓群落における管理指針



1 港北の緑の生態的な位置づけ

(I)港北の植生

表Y- 1 港北で報告 されT:現存植生

3r屋敷林 (シラカシ .ケヤキなど)

代m柵生

リ群弟 11..7リカワ-コナ ギ群iJ:I(水田)

12.カラスビシャクーニシキソウ群娼(畑)

13,果断Egl 14.放棄畑雑草群痛

表 Ⅴ- 2 港北で推定された潜在 自然植生

図 Ⅴ- 1 植生断面模様図一現存植生 中央部 茅前町中村一南山田町

-r I ＼ ●

6050302010∩
20 20 6

2･シテカン排狼 4.ヨシーツルヨゾ肝霜 5･コナラークヌギ群落 6.ぷ キー7'j<1和 サ群落 8･スギーヒノキ放 ?.モ クノウチタ林
ケヤキ亜緋

資料 港北ニュータウンの自然および立地(=関する調査

日･カラスビシャクーニシキソ粥洋落 14･ヘラオモ〆カーコナギ群狼 2D･市街地 相68 寸月浜市計画局 .日本住宅公団

図 V- 2 港北で推定 された潜在 自然植生の相違 資料 神奈川県の,潜在 自然植生 宮脇昭届書 1976 神奈川媒教育委員会

シラカシ群集､モ ミ亜群集

ンラカノ郡弧 モ ミ曲∬羊AtWWil投式

Vegetat10nSprOflldes QueTCC

yon A blea LiIm a

I Lクヤノヒゲ 0Piz10fhDgO,LJaPO,HCtLS

2, アオキ AzLCZLbaJaponlCa

3. ヤブコウ.) ArdlSHZJaPO/ZI-ca

4. -t ミ AbleSfm7La

5 ウラソロカ'/ QLLel-CtLSSaLICJlla

5. L=メカソスケ′ CareEco71lL.a

7. ナツ-ゼ VLZCCl′LLTJll10LEJhar/HI

m m yr51naeIoilae Suらass

8 /ラカシ

9 ヒサカキ

10 ヤー/yyジ

li 7ラカ/

12 不17キ

13. 力/アオイ

QLLe'･CLLS lJLy/･SIJJaefoL一a

EzLryaJLZPolllCa

Rhododc′LllJ-0,Ihac"LI,/cH

QtLe/CLISglaILCa

L.yotLLaOVaLlfoLla

ASa/(/IllL･noya/川IILYar

lLlJ)PollICIItIL



シ ラカシ群 集 ､典型亜群 集

シテカツ群典.典型亜群典断面]供式

vegetaLIOnSprOE)ides QueTCe

Subass

I. アズマネザサ

2. /ラカシ

3. キ./メ

4. でサキ

5. イ ヌシテ
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12. ヤブラ./ L,InOPCPlalyPAyELa

l3. ヤマイタチ ン〆 DryopLcrlJblS∫eLIa,la

14. ウラジpガシ QuerctISSaLICJr'4

15 シュロ TrLZChycorpILS/OrLILneI'

)6 ヤ7'y/こキ CLZllLCLLlaJaPOJLICa

シ ラカシ群 集 ､ケヤキ亜群集

/ラカ ン群処, ケヤキ亜群独断両班式

Vegetat10nSprOflldes QuerceI m m yISlnaefoilae. Subass

yon Ze1kova scrraIa
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クスギー- ソノキ群落断面模式

VegetationsprofilderQ〝e,･C打SLZCtLLはSima-ALn〟sJaponlCa-Gesells亡haf(

1. - ソノキ ALmIJJ'a♪○〃tCa ll ェ ='ノキ SLyraaJaPOlHCa

2 ク7Eギ QLLe'.C〟SaCLLLIJSM uZ 12 チ ョウジソウ AllLJOIJlaeELIJ'EICa

3 ゴマギ VIbLL′/=mSleLwLdl1 13. コヤ ブラン I.I'rIOJ･CSPICaLa

4. イポタノキ Ll'gusLnLnlja♪即 日CLLm I4 ヤガ ミスゲ Care3,1104ChL1

5. /イノミラ RosanLtLLIIJ7ora 15 七 ') OC,,a,･LheJaVa,･lCa

6 ェノキ CelEl= l〃en∫lSVatJafmlCa 16. クサ ヨゾ PhaLarlSarLL"dMOCeO

7 ノカ.//ウ HclJLerOCaLLISLo〝gILLLba 17 スイカズラ Lo〝l'ceraJaj･07･J'ca

8. コチヂ ミザサ OpLISnZenZLSLLILdLLLaLI/OL川∫ 18 77チ ャ yル Gy,IOSLe"I"Laj･ettEaJ･hyLLN〝l

yarJapoJtICa l9 ノユ クサ Co〝L"LCLl"aCOT/…=川IJ

9. ミ/ソ,I PolygoluLIJLLhLL'lbel･g11 20. カラスウ1) Tnc/10SalLE/zescILCILmL･TOIdeS

lo. カナムタラ HzLnLLLLILSJaPO〝lCu3 21. ノ71ドゥ A〝▲peLo♪sISbrevlf,CALL/LCLILaEa

ヨシーハ ン ノキ群集

- ソ/キ群落断面供式

Vcgetat10nSprOfllderAL〝〟sI-apon.ca-Gese11schaft･

1. コナラ QLLerCuSSerraEa

2. ヨン PJtraglnllescollJmuTrlS

3. - ラオモ〆カ ALI∫lM CaltaLICLLEaELLm

4. ェナシヒゴクサ CareEaJ,hLZnOLef･lS

5. イポタノキ LI-gusErumobELLSIfoLWTL

6. ′､./ノキ ALllLLSjaponica

7. ウノモ ドキ JEEXSerraLa

8. yE7'(ナサ クラタデ PoEygonzL′JりaJWnlCtLm

9. *ニスゲ CaT･EエdIIcJHIISH

lo. ヤマ コウJ:ソ LIILderagLDuCa

ll サヤヌカグサ LeersIasLZyalLILAa

12 アキノウナギツカ ミ PoLygo仙 77日leboldll

1). ス〆尻の-惑 CareXsp

14 ノ-ナショウプ IrlSeILSataYar
sJhE17lELZlFea

河辺草原 (セ リ ー クサヨシ群集)

クサ ヨ/群iL主断面模式図

VegelatlOnSprOflldes 0 ena

クサ ヨン PhalarISarulLdlTtaCea
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2.線の保全

現在､港北ニュータウンにおいて､現有緑地の保全が計画されている面ii'‖ま下表の如 くである｡

表Ⅴ一5 緑地保全の規模

公 園 .緑 地 宅 地

公園の面積 保全緑地の面梼 対比率 宅地の面積 保全緑地の面積 対比率

･第 1地区 (ha)46.971_4 (ha)18_9 (%)4046 (ha)385,3530.7 (ha)18.3 (%)4.7

注 保全緑地には､樹林地の他､草地 ･畑等が含まれるO

表Ⅴ- 6 造成工事によって起 こり得る保全林の被害とその対策

被 害 対 策

水脈の切断､給水城の変化 ､柵水や排水設備

林床の荒廃 設計段階での配艦 .防止設備

土砂塵の吹込み 株券の衰弱 発生源の早期緑化､散水

の縮少 岐重な監視､工-ll;者の自認

図Ⅴ-4荒廃 した林の例

卜項として虜亘tーてL-､る積商

伐開面

樹柑 ま､造成による代｢那麦､再び朴緑を

帽子生して行 く能力を持つD 自己修復を待つ

場合､ マ ント耶蒲の発達によって借手林が後

退することがしばしばである｡

造成工事着手前
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図V-5林操の構造 図 Y- 6肴北で提起されている線地保全のための lつの手法

済 ′ ※ 済 ､ ー 水

済 泰 冨 藁 m … 鮎 言 三 る)

糾 =宮脇 昭 .≡≡カ芸 人… 本社憲 群落 … 欄 ＼＼＼＼_｣竺

い1=めの排水処芯を捕 じなければならない.I

3.緑の再生

(日植栽の方法

'中書i詫植栽-視.辻的効果-を主El的としたもの

植栽の方法 i俵能LL-a_戟-利用目的に対応 し1=もの

L生態的植叔-植生側の持つ条件を尊重 し1=もの

li-A-1 {.鮎 T::" .___. ,=声 町 .響 蕃 え 迦 控
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街路樹すらも､生態的な植栽が試

み られている｡

箕料 遠 路技化 の設計 ･施 工 川本昭掛 王か 1977 tll海生

団V-9生態的植栽の例

明治神宮の神苑にもLlる左ILの;乙庇にあた ってLi.相生付け

の生窮的考点が払われ.その桔粧.自MtrR拶(=よる1呈合の'/,.

以下の如何で.今日の神事114が造成 さttf:といえよう●

;エ成婚工鴫t=(&､神社抄 としてのイメージrllJ出と,̂J､胡1三Hlの

生群までの1別首の干支gIを担うtJの として.放指のモミ.スギ

アカマ ン∫ゴよひ献木I=J:る各lRの大方川】木がE2H I河にあてら

れた｡ 11崩は､中堅的 な宥櫛 を上府IL貫丁にt,たせるためクロ

マ ン幸主とし､それにヒノキ.つりヤマキfiとかILFえ込まれ

I/ I-:ニ与 f;｡nlJFにu lⅢ居の正江の もとに 1㍍の枯死するtZlt=

I/テ ミニIi t50-1(相手を空定)射 tのJn汝は .1柁 iEJとしてL隼白丸他

生相を形成TるJ:うrj柑址.Tもわちソィ､ カシ､クスノキ

ljとの常招広だl詔と_巧土代作相生tをiiZとしてのケヤキ.ナ

ラ､クヌギなどが交ぜられt.:. さらに他宗モ姓い､克仙Vを

補うためにサカキ.ヒサカキ.イマ ンケ､サザンカなどが.

IV筋 として小 さなものまで旭 えられた. tJちろJtこうし､つf:

冬嗣のはかにtヤマサクラ.カエデ;貞､ケヤキrJとの二言我t刃

も､色三月や皿放一視娘をあけるために1i用 さrtI=.こういった

だLgのため.今日のi犬;又に柑l事する頼信1Ll.さわめて】毎持さ

れたといえよう.

′

_.＼ 書..Jt..

I-+ち,′払J/ ∫

I- 溌料 明治神 宮の植 栽例 URABAN KUBOTA J971
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(2)立 地 の 造 成

表 V-7造 成 後 予 想 され る立 地 の 状 況

地 形 と 表 土 が 残 る 所 { 芸 宝 器 芸 等 …霊

-ム屑

図 Ⅴ-10造 成 に よ る立 地 の変 化 の 模 式 ー

土 木的 造 成 が行 わ れ る所

土地 の 造 成 は .しば しば 法 面 で 予 期 しな い問 題 の 発生 を招

く.

実科 土木工事のの r)面保琢工 新田伸三 小橋澄治 I976 鹿A出版会

表V-8 法面 保 護 工 法 の 分 類 ｢

のり
保護

図V-L 切 取 法面 の 崩 壊 形 態

日 表面挨食
(土砂のl)面)

池,･h7ヽほの至J生上昇′~~ノ

2)衣,B土のrlは

(土砂のり誌l

I l l

119

面の工法月 筆算 霊 ,

I

讐 苧工法 は 芸諾諾 ほ ; 芸;与誓提Lf()7,∫,i_,

?ルナ久1レータ- (J7ら散布仇)

聖 書;苧工 (髭 芸濃
特性工

!息生坂丁法
統生3'A工法
rd立話工法
訪芝工
rW _E7-1工法
訂_TILd-

空,ti･t隻の 目蓋芸昔 (.AES'諾 SJ芳話 芸(D'

面 と点の工法- 軸吹け工+他生穴工又は抹統工

雲量面の (重患 講 至漂 警 ;'lc,'xf課 rtIL - 工十-

2選 管凱 官話 裏 芸rt;':?三三三f崖 ~ 川 工 ≡冨三三…害をL:･批

∴ 一 ∴ 一二 .･ ･r':･ ._ ､' ∴ 二 ･∴ :い

庄 品jl.ク忙 …;と鍔 笑話主用 E

図 V-12 法 面 保 護 工 の計 画 と土 工 段 階 での 配 慮
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a.表土の処理方法

rイツにおける表書土の処姓
rイソでは一王朽iZ屯三土井39&(=J:って.表土の廷IZ万.王が
JJI_安さ̂ ていも TfIわち也ホ土(Mutterboden)は 工事
(=ささ/_JってみちかL.■)tI._のq析tこ促!tされ 工事完了嫌.
事VそのZt土(=.Iって土地がはnlされろ この表JI土のi込三Z
万.王は トイソエTJ11舌lニさbL=111ヨlニJtI_定されていも 地

表土は 底辺 3m以内 識 さ 13rTllJTの捷たま1こして.でさ
るff(1日許短にL'さ 7ノJl▲1号わを採l王するか 薄幸 芝生

1JrTTlいI三:具をさ(1る この}うにドイソてli土lAの把
′天JZを話さぬJ:うI=ほL.の.三号が払わh.ていろ(井手)

牧村 URBAN KUBOTA 4 197I
二一三主iI1- : :-- ;I -~ ~ ~ 一 丁 1-~

-ドイツ規格 DIN 18320-

資料 El本住宅公民委託 r宅地漬戚t=おける

表土利用と土牛改良法の明査研究報 告J

昭和50年 7月 (也)日本住宅地開発協会

Jq再t*成

〔 I)IN 18320 部 分 抄 訳 〕

D=N18320:LANDSCAPE OARm tNG WOftK

:LANI)SCHAFrS.OARTNfRZSCHARBE=TEN

ドイツ連邦共和関の ドイツ規格 DIN .18320(1958)の部 分抄訳 を参考に示す｡

和訳は ドイ ツ語原文 か らでは な くDIN 英 語版 に よった｡言語概 念 に違 い もあ り､

苦 しい 叔訳 となったため､ この部分訳仕 あ くまで参考 vcとどめ､正 しくは ドイ ツ語

rF-文 に 上ってい ただ きいた｡ (翻訳 xKトデ ック )

3 施 工 tConSLrucLJOn)(̂ usruhrung)

3.3 土 壌の作 業 (Boll Tillage)(Bodenarbeiten)

33 1 表土 扱 い (TopsollWork)(Mutterbodenarbeiten)

3･31 1 表土 の採取 ,再置 くLiftlng 8Tld L8ylTlg DowrLOfTopsoll)

(Mutterboden8btr8g und l 8uEtrag)

表土 の採取 ､再思作業は他 の土工 作業 と分離 して行 うこと｡

表土 の採取 はすべ ての構築物用地､切土 地､盛土地 でお こな うこ と｡

又仕様香に述 べ られてい る範 囲で,駐 車場､ 資材 置場､搬入澱 出路 か

らも採取す ること｡

表土 の再思厚 は工事仕様香に別 の寸法が 指定 されてい たいならば､植

物が生育す る ことが で き. かつ土地利用 にか な った ものである こ と｡

普通 斜面壮表土 を再思す る前に.表 面 を ラフに仕上げ ること｡ 急斜 面
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忙表土 を再思す るとき性､滑動防止のため段切 を行 うこと｡

表土は作業 (特に機械作菜 )に 上ってか き乱 さないこと｡

表土扱いは､土壌が過匿を状態 ､ とりわけ大雨が継続 してい る時では

行わない こと｡比較的かわいて餐 くなった状態の ときだけ トラック ブ

ル ドーザに上って作美 して 上い｡

表土再匿に先立 ち､固結 した土壌紘ゆるめあげ ること｡

表土紘廃棄物が混入 して劣化 させては ならない｡

たとえば､岩層､金属､ ガラス､ こわれた瀬戸物､油､化学薬品,鉱

さい､灰､未分解の植物迫がいな どである｡

3312 表土の堆積 (stora色e Of top8011)(Lagern Yon Mutte,bodcn)

直接､再利用 されない表土は堆樺山一 ヶ所につき､座 巾倍大 30 nl

最大高 13m に堆疎すること｡

堆横山の表面には礎徴を髄堀をす ること｡

ただ し､貯蔵丑が大丑の時は堆群山は 巾広 い座 巾にして よいが､樵船

山の高さは 1,nを超 えてはならない｡

堆横 山は可能をかぎ 少建設作英の支障とな らない場所におくこと｡

表土は活性 を保ち､害草 を生やさぬこと｡

堆横 山は張 9芝､落葉､い もの茎葉お よびその類似植物 またはえんど

う(ちよう形の草花 )でかかわれて､適切な水分が保たれてV,ること｡

33 13 表土表面の保漣 (protection of Topsoil Surface),

(Schut乙 VOn Mutterbodenfl'achen)

表土表面を危放､過 湿､雨水に よる流失お エび雑草繁茂 上b保鼓 しよ

うとす るならば､えん どう(ちよう形 草花 )かそれに弊似 したものを

生やすべ きである｡

3.3 2 有機質土の処理 (Tre8trnent Of the Organic Soil).(Beha-

ndeln des belebten Bodens)

有機質土 を苗木のために再利用する必要のあるときは､表土扱い作業の

後に､単独に採取､堆研､再匿すること.

それ らの作業は凝固 (ケ-キ状化 )を防止するために豪雨時や土が過ぎも1,_

の ときには行わないこと｡



3･33 下層 土 の耕起 (Making theSubsoilCl,Ill- ble)･(Kultur-

L左hlgmaChendenRohbodenS)

締 め固 った下層土 を苗木の ために 使用す る場 合は､最低 20mか き起 し表

工 と混 合 してそ の とに黄土 を内界す る ことO

エ ーSt仕様 番に別 の指定 が ない な らP:1､ そ の厚 さ比拙物 が生帝 で きる もの

である こと｡

3 3 4 幣 形 (Grou nd ShapLnq).(80dennM dellleren)

造成 地MLは沈下が1,想 され る所 では仕 様 番の指示 に従 い余盛 す る こと｡

炎上内股前の最終 的 に幣形 され た地盤の ラフさ加滅姓 計画地盤高 より 10

cm以 内 であること｡

表土 rlEfl"木椀戒 をす る碇上席 を形 づ くるllSのみ使用す ること｡

斜 面比.仕併事に指定 され てい なければ ､ 角部 を テク /デ インタす る こ

と｡

3 3 5 土塀耕軽 くSollT)llagc)(Bodenbearbeihm)

士域 は仕様番に指定が ない な らV3'.離歳には 4 0m ,芝付には 25cm桝

起す るこ と｡

桝程 は トレンチ 十､ デ ィスク/､ロー, ホ ーお よび プラウによって行 うこ

と｡

土壌耕起は強1両崎 や過 湿状 態 の ときには行 わない こと｡

ガレキ､ ガ ラス片､末 分解 の植物 鼓 ガイ､雑 草根比取 り除 く こと｡

3.36 土壌改 良(SOIL lrnprovement) (Bodenverbessern)

植栽お よび芝付の地区仕､仕様 書に指定が なければ､ 100m2当 り,少 く

ともlbaleの十分に湿らせ た t:I- トと3Kクの混合肥料 に よって改 良す る

こと｡

個々の表土利用ヶ所の事情に よって は,鉱質肥料､有機質肥料､堆 肥,粘

性土 ､特殊士 ､石灰等 を肥料 として与 え ること｡

3,37 堆 肥の調合 (Preparation ofCompost).(Kompo8tbOreiten)

堆 肥は雑草 ､ ヒース､腐粟 (3.22項参照 )､ 相物 迫 ガイお 上びそ の他

の有筏貿材 に よって調合 さtlた もので ある｡病気 にかか され た柵物 拭LtE

用 して牡 な らない ｡
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仕様智に指定 がない な らば､ 原材料 を2 0C7Aに准W'し､生 石沢 を 4nJ当

り1/ 2Kg散布 しそ の後散 水す る｡

堆 肥山は密に固め た土 でお_お うこ と○

堆 肥山V:i常 に乾性 しない 1うに し少 くとも年に 1rL_,JはJR転 させ る.

堆 肥 は表土 と同様 に椎桝 させ管柁す るが,紫 郎.地比表土 と分離す る○

b,表土の取扱い 図 Ⅴ-l6 有効土層の厚 さと樹木の生長

莞 芸 :br三 2 讐 ㌣

㍍ 木 頬 90cm ' T ′ ′ ′ ′ ′ ′ TBニ ′̂ I'地琶完 .='-のlJikJ'l~対

有功土居の厚さ li､蓋 ≡ - 蓋 …張 .974 巌 羨 義 幸;義 垂両 .水平方のl艮界がある一連 駅# __-o二_idgF二

図V-l7 表層土の保全 と復元の方法

I)､ 〟.′ノ′ ⊂> 一/BW/,I,′ ′′/′′

表土屑のすきとり ス トックヤ- ドの設置1

- 林 リ

∴ 二 ㍉ 十 ∵ ∵
表層土の復元

W ,A:ク′.′ノW盛 左

F T'iI:8 9g.-.I.;ttt!..I.=,I:.:.g--i:.I;:.:S;,1';Iti'['.::.'' 表 土耕転部母 材
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C. 港北地区における表土保全の規模

① 表土1

港北地区全域の詳細なま土分布調査は､

まだ行なわれていないが､一部の Ⅰ区 (面

棚74ha)で行なわれた老土分布調査及び.

全地区を対象とした土質調査のデ-タ等を

参判 二推定すると､今後採取可能な表土は

約300,000m'(地山土溢)あるとされている｡

一方黄土を必要 とする植栽地は､【､

120ha X 娼 × 2/3

(公画面桃) (造成両年) (植栽地率)

-40ha拙文

とJ:-えられるので､公J空目二ついては必要な

ま土子変元帆 土確保できると考えられる｡

資料 港北第二地区自然環牧明盃 (そのl)

昭和52年9月

(参表土の採取基準

採取の対毅とする米土には､物理性､化

学性､嫌々の要件が=kLめ られるが､現地で

の調査の剛 史化をはかるために､腐植物の

窒素供給能力､韮横土工による物理性悪化

の緩衝能力等に着日L､土壌に含まれる腐

植益を堪準にしている｡①の表土iiEは腐植

含韮4%以上の表土で.傾斜15'以内の所に

ある表土iLiである｡

表V-10造成後出現が予想される土壌型と環境庄 単位 山中式硬度計 (m)

士 官‡ 衷 土 相関 土什
22以下 23以上 22以下 23以上 ロ-ム 22以下 23以上

和 知 土層 呼 不足 × ㊨ × ㊨ ○ ○ ㊨0
j垂水 .適L,.(性不良 × ㊨ △ ㊨㊨㊨ (⊃ ㊨

× △ × △ △ △ ○ ㊨
Nf_物 韮 分 不 足 △ △ ○ ○ ◎◎◎◎

× × × × × × × ×

× × × × × × × ㊨

表V-rl土壌の頬別と土壌改良工法 単位 山rf･式租空.lf(mm)

改良工法 去. 土 土丹23以上 22以下 23以上 ローム 22以下 23以上

深 耕 × ㊨ × ㊨㊨ × ㊨ ㊨
妾 土 30crT. ●1 × ㊨㊨-- - - -

cm .汁GO(:Tn × --㊨㊨-- -

脈 ロ-ム60=m+黄土恥 '3 × - - - - ㊨◎◎
担地に対する排水対策 ○ ○ (⊃ ○ ○ × (⊃ ○

表V-12復元 した表土に関する問題点と今後の課題問題点

表土の移勅と､その後の環境 土壌の保有方法の改良 .生物

変化による土壌動物相の変化

表土の物理性の変化 (過気性 砂倭の混合 .土壌改良剤の採

･通水性 .保水性など) 用

屑序の形態的な変化 桝転方法の採用 .深耕機材の開発

埋蔵純子の一斉発芽E=i:る院117_ 表面の7ルチング .除l{:i-.秤

計画段階における地内への過 適正柄栽掛軸の適定 .多蛙構
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◎ 出硯する可能1如 ,1非瑞にT･▲rい､

○ 山塊する可旭性が7.'.lt､

△ 出現する可能性がある

× 出現する可能倒三は殆んどない

辛l典地に対 しては.帥転綾袈土10cm

*2共地に対 しては耕伝授ま壬土20cm

*3北.他に対 してはE英J束ローム20cm

十袈土20cm

◎ 必ず行なう必毅がある

○ 場合により行なう必饗がある

× イこ 要



(4)植生学的に見た植栽適性樹群 表 Ⅴ-l3 予想 される適性樹許

植生の再生に当つては､造成 された立地が造 (造 成 裸 地)
巾ヒケ- LLLI☆-′

図 Ⅴ-l9 造成斜面 に ーJTと .-cL 表層 過 す且 過 過 湿 乾

切二土 砂 喋 屑 7 71マネス クヌギ- アカマツ

-JiE 層

rJk土 ロ - ム アカマツ

勾醍 ア力マツ辛筆者クヌギ- シラ力シ クヌギ-コナラ クヌ ギ-コナ ラ群 雄

(表土千変ノtした造成地)

表層 過 紘

り｣土 クヌギ--

脚 面 ト ンノキ群筆 群集 -

ロ - ム

土丹丈は十 TI ク ヌギ-コ

盛ニト ロ - 上､ クヌギ一･＼ンノキ クヌギ- クヌギ-
シラカケヤキ

(下 表 参 .L将.)

｢ シラカシ群JJミキ ミ亜 群貼 シラカシ郡災9Lt型 誰 群 Jjミ シラカシ糾ケヤキ非職 クヌギ--ン/キ群弦郡 落 そ の 他

抗 木 シラカシアラカ シ シテカ,ンアラカシ-r ダジイ シラカシタ ブ/午クス ノキ ムクノキエ ノ キヤ7- ./ノキ i

ス グシイ クスノキ ケ ヤ キミ ズ キイヌシデ ク ヌ ギ

亜高木 マテ/<シイ モチノキ ムクノキ
ヤプニッケイ モチノキ シログモ エ ノ キ

モチノキヒメユズ リ- シログモヤブニッケイヒメユズ リ′､ ヤ ブツバ キ ヤマ- ソノキク ヌ ギ

低 木 シ 二1 tZシ キ ミ ア オ キヒサカキ イ ヌガヤ イ ポ タ ト ベ ラ

ア 七 ビイ ーギ サザ ソカ チャノキ ノ ギ マ サ キ

ヒ フサ カ キ クナナソマ ンリヨウ ア オ キ ニソキギヤブデマ リ ツ.1.リン/､イウ/{メガシ

ト ベ ラ ヒイラギ ナ こ/チ:/ ヤマブキ ヤシヤ ブシ

マ′レてシャリンバイク/<メガシ ナ ンヤ一､､三 ン′チ こ ワ トコ

草 本 ジヤノヒゲ **Jジヤノヒ〆 イ ノ デ コブナ グサ

ヤプラン ヤ ブラソ オ*/くジヤ/ ヤ ブス〆
シユ ニ/ラ:/ キ ヅ ク

カソス ゲべニシダキ ヅ クテイ カカズラ シユ ～/ラソベ ニシ〆キ ゾ タイクビカズ ラツルマサキ シユ :/ラン′ヤ プソテツオ クマ クラビシャノヒ〆 7ス ターナ
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(5)現存樹木の再利用一書 アズマ ネザサーススキ群ql

1●rrL.I木 7 カマ ツコナ ラヤマサ タラヤマ- ンノキ コ ナ ラク ヌ ギシラカシエ ノ キアカンテ'エ ゴノキ

亜lL.1木 ア ラカシりヨウプ ネム ノキクマシテアラカシ

低木 クロモジ コマユ ミ ヌ ル テ一ク サ ギヤマ グワ イヌコリヤナ ギ

ナツ-ゼ ~ア ユ こ

-7ル-7オrモネ ジ キ7T-77:ミ ゴノスイヒサ カキア オ キ

iE ナキ リスケ′ ア ズマ ネザサ ヨ シクサ ヨシサヤ ヌカグサ7 7:マ ネザサン.ユン7ン シャノヒケア ズマ ネザサ ス ス キノコンギク

本 ヒカケ′スケ' カー7ツカナヂ ミササノカ■リヤスクサ ボケ ヨモギノ ドハ ギトタンパテ77ヤ､アオスナ セ リ三ゾソバ

-姫に流通 している樹木 と比較 して､移

抽封水は大経木が不 鶴に手指られ る､市1馴二

ない与野土師か和 らlLるlTi:の1!i徴があげ らLL

る｡ こ jLらの桔缶 を生かすための-一般的 1.i. 回 V-2O-川 樹林形成植栽

LJhLわ it_方の他 に.生tLW J納栽による尉体形

蚊 を目的 として班わjLる場合が 多い○下.記 -3-0-3.0一 ｢3.O f3-O l3-0｣

a樹林形成用FLh_澱の例1)上層木､下層木/u;-i速に掠i林 をf如J亡す るE12)緑道のエ ッジ部分に多的btJ木で偶成..'1..
ナ さiLT=苗木の伽 1 0J

油効果 をね らって行 fJわjLるO

図Ⅴ-20-(2)樹林形成植栽､､l′I.LI Iり､ ､ -′1､一′肇 翫 一 一､/t i=L:J,

肥 料 木 工ゴ

シラ力シ朋 ゾ-ン E 苗木ゾーン J 移植ゾ-ン l 画論
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b港北地区の移植樹林の英yI

表 V-l6

開校附.{一二mゴ マ ヌ ク ? ヌ マ ロ オ 三 - 妄 言 ラ ラ プ サ ロ

サ ヤ ノ ズ ザ ズ ナ サ ク モ q タ 冨 ツ ≡ ウ カ カ バ カ タツノ ク シ ノ ブ タ ン ユ キ /<
キ ラ ア キ キ キ ラ ラ キ ラ チ タ ケ ソ キ モ ア カ ブ シ シ シ キ キ モ

0-1.9 2 131 133

2-2.9 2 1 5 1 88 97493-3r9 3 8 1 1 26 3 7

4-4.9 92

5-5.9 116

6-6.9 140 8 2 5 3 1 1 4 1 1 22 6 1 195

7-7.9 188 21 3 7 3 1 2 1 2 10 3 241

8-8.9 181

9-9,9 85 17 11 3 3 2 3 2 1 1 1 1 1 5 76

10-10.9 ク ク 40

ll-ll_912-12.913-13.9 _ 3 6 _ 1 1 24 1 11 1761

1,244

(本)

4.緑の管理

(1)操の保全のための主要な群落型における管理指針

表 V-l7

シラカシ肝炎および､ケ -B工までの管理方法
[汁所 .工モ拝中の往昔

完 成 後の 管-哩方法

2-3年に 1度は下刈l)○放岱糊li日が長 い甥 除1'.'i(布irl)低木顆の保ff

低木対Iの保育､ツル植杓の除去','t成 後の 管理71-法

と雷芸',i=.崇 昌云;5'_Lt崇 ､三言.ObR.竺禁 主- 用目的 林床の管理手法 I

結果､二次林の管理 もEItlJ.)に合わせておの 鎧 薪炭材の採収 定期的な皆伐 ll

ずと異-I:ものになる○ 畏 I 脚 巴相の桃 卜 2年ごとの-F叫 ,

l地形の保持 放乱 即 f休 排取 入庄m L i

堤}吉 ,..A,.,Jけノ～七 1-2年ごとの下刈り､走馴 )な附 七〇

(貴 -I-E'一日川 その他の人rEP]'.止

孟 防 -火 常軌 蛸 難の祁継と鮒
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評 諮 型

スギ ･ヒノキ植林

林 内 管 理

=B工 までの管理方法 数年 に 1度の除草､過度のFL,J'入防止

杜 絶 管 理

林緑植生の保存､ツル植物の除去

計画 ･工事 中の任意
必 要の375圧防止､土砂の流入仇止､枯損木や

衰弱木の除去｡

'試練若木に よる林緑植生の役元 (ス

ギや ヒノキの若木 を用いるの t.良い)

伐開防止

完成'(麦の管理方法

数年 に 1度の除草､椎 樹の保 液､托打 ち､過

度の抑圧防止､枯捕木や東弱木の川代､柑物

病害 虫の 防除

話工 までの管理-JJ法

モウソウテ ク林

林技の保育､伐開IUJ止

たけのこの適正収稚. 1在帽の防止｡ 林緑の補修､ツル捕物の除去

計画 工f拝中の圧丑
枯才Il木の除去｡ 空隙地への補綴鰍 二よる補柑

土砂流入B))止｡

生垣 などによる林技植生の形成 ､

伐排J防止 ､隣核 施設-の根茎侵入の

r;方止

完 蚊 後 の 管 理 プJ一法

適正 7L.L収確､枯踊木の除去､数年に 1度の耕

起､過性の抑圧l;)J止､滋掘 防止､やせ た立地

におけ る他肥o

ツル植物 の除去 ･伐開防止､林緑の

鮒 倭､除草､憐接 施設への根茎(･三人

のryJ止

スギ ･ヒノキ相称や モウソウチ ク柑 ま､人

ibEl'Jな,7SF_1】下 で捧frさZL柑 ナたNl'Lである｡

そのために､二 つした耶箔 を保全 L私■しけて

行 くためには､やは り同伴の･7D型を行 い%,-L

けることが不可欠であるO

図V I ZO 竹林 の変化

●′
●
●●

つ

｢

.･

:､･= 〉 卜∵ ･ヾ

i 二 三i i l L ⊥

規則分布 ランダム分布 集落分布

(植栽当初) (適生な管理) (粗放 な管理)

ff料 植物生態 ･屋外観察の方法 ,7i田臭 1966(改) 築地古館

表 V- 2O モウソウタケ ノコな らびに地下茎の生長 と年間の作業

り 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

Ln) 上中下 上 ■1】下 上中下 上中下 上中下 上中下 ｣二中下 ｣二巾下 上中下 上中下 上中下 上 中T

坐f壬状悲 地上古色 7;汀の†三1圭一
旭下那 タケ霜 坑 叶 斗 タケ′蒜 浩 み

背 埋 濃 さ畏 さ〕 弊 讐 熟 柿萎芸 芸 誓 言5325Llニ 岩 の1㌘ ∵ ∫':-:pl

施 肥 .還 昌萎;買鉦 (- :- 1とに苧bく, (,t7,,>-nl芸 , '癌

タケノコ畑のー卜正て 卜. + - ト地こし;7え- T17gfAf.1け

硝 安

那 斗 竹の観東と栽培 上田弘一郎 1976 北隆館
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除草

水-n=源確保､水脈の切断防止､土砂の流入防 好湿性低木の補穂､地盤確保

桝群の保育､雑草除去

(2)遷移に主体を置いた復元のための主要な群落型における管理指針

表Ⅴ-22

El

枯損木の排I:,爺､衰弱木のF糊代､常緑性若木の榔植 シラ広兼樹の若木による祁汗直､人のfZ,入

に過すO-,;;T.働 広粂樹の保~誠､枯爪木の除去､衰弱 】シラ】

本地城におけるこの群箔は､概 してシラカシ群妓 1ンノフ

兼併の若木による排他 人の侵入防止､監視.

1度の除去､ 桝の保竹､J/ LlfF一一 クヌ

0本指針には､なお未確定の部分があり､

実験区の早急な設置を姿すほか､造成整

備後の継続的な管理目録の作製を要す｡

○林緑部の管理は､保存の巧lに鞭ずる｡

(3)造成後復元のための主要群落における管理指針

表V-23

地盤筆.'flポ‖こ際 しての注-諺,

緩傾斜な地毛屋を造成 し

表土を手短元するO

植栽に際 しての圧古 目標 とする粥 格

rr.;i緑樹および肥料木として諮粂樹

を混枇 した若水による宮植7TT箔を

形成

i'5本柑おi:ぴツル植物の除去､踏

圧防止､■濫視､枯すiu!木の除去D

諮架若木を王体とした密椛群11-gの

形成

苗木の列粗､ワラや枯草によるマ

ルチ

掛 紺 な- をj議 論｢ ､
詐土を混合 した表土を復 !マルチ

リン拒肥料の施用､急速緑化､な

お播椛に際 しては､在来相の移行

がてきるだけ速 く行われるよう草

枕の選定に留記するC

諜木相およtJ(ツル植物の除去､踏

圧肪｣L､既視､枯すIi木の除去､成

林後の宅理は保有の項に弊ず｡

iJ)夏おi:び秋期の除L't､柄害虫の

r捌余､過切なる勢定,施肥｡

リン轍肥料の施用,雑詳VJ除､耕

起など一連の腿作業｡

年 1匝Ⅰの秋期Flf-_73:､木本親の保磁

クヌキーコナラ酌躾

7)ラスビンヤク一二/キソウ群鵜

ススキ-アズマネザサ群雄
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緑の保全整備の手法-制度的側面一一
1.緑の保全と回復の体系 (国レベル)

川 縁の保全

a.各種法令のまとめ

b.みどりの保全が法律の目的に含まれているものの規定内容

C.緑地保全地区の指定現況

d.近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区指定現況

(2)緑の回復

a.都市公l歪lの歴史的な変遷

b.緑の恒1校の施策体系

都市緑化対策推進要綱

緑のマスタープラン

都市公園等整備五節年計画

2.緑の保全と回復の体系 (自治体 レベル)

(り東京都の場合

(2)市レベルの場合

藤沢市の ｢緑盟かなまちづ くり｣の施策体系



1.緑の保全と回復の体系 (国レベル)

a.各 種 法 令 の ま とめ

表 Ⅵ - lみ ど りの 保 全 が 法 律 の 目的 に含 まれ て い る もの

邦 -rbJ 地 域農 業 地 域 関 連 す る 法 律 保 全 の 対 象

法 101号) +●t 土100号) 風 致 地 区芙 税 地 区 風 致笑 奴)- 也,水辺地

保 全 区 域◆

含む)

-E-

lフ)早)

､ ㌫農 地

農 地

農地､彪用地

htJ 林 地

161号)

法 85号) )風致 (- の自然,

表 Ⅵ - 2副 次 的 に み ど りの破 壊 を規 制 して せ､る もの

河 川 保 全 区域

早)

早)

屋外広告物法 (昭和 24年 法189号) 都ifiTrnF,'<条例で定める区域 (市､特
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b.みどりの保全が法律のEl的に含まれているものの規定内容(l)

表Ⅵ-3

地域地区等の指定 通 事

すでに市街地を形成している区域及び概収10年以内に俸先的か

つ計画的に市街化を図るべき区域｡

市街化を抑制すべき区域

保 全 の 内 容

法33灸において桝発許可の条件

として樹木の保全.表土の保全

か韻務付けられている｡

(計LTg的市街地)

美 観 地 区 市街地の美扱 (都市の特性に応 じ娃焚物の配置､構造､意匠等

が市街地における道路､公田等と調和と均斉のとれた形態､意

匠を保っていること等)を維持するために定める地区｡

J風 致 地 区 l季節に応ずる各ノ蛙の風満地｡

2公臥 社寺苑､水辺､林Fil.)､その他の/jJMl慰楽地｡

3史的または郷土的窓先のある十地｡

4樹木の富める七地｡

5眺望池

6以1の付近で風致維持上必安な地櫛｡

段階規制 (17日 種-LI硬)

高度制限 8-15rrL

姓ベイ率20-40%

壁耐 象退 3- lrnの拒園内で調

和 したデザイン

近 郊 緑 地

伽 全 区 域

近郊緑地のうち､無秩lトなrlJfjtJ也化のおそれが大であリ､かつこ

れを保全することによってえられる粍1'+都frJ区域､および､その

近郊の地域の住居のtu!全な必LJの保持杓並または､これらの地域

における公晋､もしくは災'.L.のr;JJIL｣の効架の括しい土地の区域｡

行われlJFR (khLIJ.)

近 郊 緑 地

特 別 保 全 地 区

近郊緑地保全区域rA]で次の粂イEIに該当する上地の区域を都市計LTJ

によr)定めるQ

l地形､交過納､rif悦 状況等に.HFiらし､無秩11な市街地化のおそ

れが杵に火であること.

2.既存都市区域および近郊の地)_4住宅の髄全な心身の保持および

増進､またはこれらの地)_Aにおける､公'-ifもしくは､災害の防

止の効果が岩しいこと｡

｢樹林地､7声地./k辺地､l';-石地もしくはそれらに類する土地J

でr良好な自然的環境を形成 しているもの｣で次に該当する土地｡

I.遮断､諜術.避難地として適当な地区｡

2.社寺.遺跡.伝承等と一体となって､地域の伝統的文化的意識

を有する地区｡

3姐汝またはiit戦がすぐれている地区｡

行25制限 (許可)

保 1lu 樹 木

†呆 /√ 樹 林

1高さ15mにおいて､幹J.I,lEIA15m以上の樹木.

2;Fu.;さ15m以上の樹木｡

3株立ち樹木の城合.E:.'さ3m以 Lの尉木｡

4はん登性樹木の場合､枝盛IlliflJt30■712以上のいずれか｡

集団の桝谷が美観上とくにすぐれていて

I.土地両横が500m=以上の樹木｡

2生垣の場合､長さ30rrL以上の位1本｡

所イf箭および市民の保存瀬林
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みどりの保全が法律の目的に含まれているものの規定内容(2)表Ⅵ-4

法 令 名 適 要 保 全 の 内 容

生産緑地法 の怨地 ｣で1.生活環境の確保に相当の効果があるもの.2,公共施設等の敷地の利 こ供するに適当であるもの04.農林兼の継続が用水等からみて可能であるものo 営農蕪務

･1.高LlJ性または並TF.=.i;山性植生が相当部分を占める森林または草原

全法 上3.地形 もしくは地質が特典であり､また特異な天然現象が生 じて4.そこにtE存する動植物を含む自然環稲がすぐれた状態を維持 し6,野生動植物生息地おi:ぴ尉令Tr:,H かつ学術的価値を有する人工林が相当部分を占める森林の区域で自然環境の状態が 1-5に

自然公l歪は ･けL 1-～

国立公園および国定公園の区域で特別区城.特別保碩地区､海中

1,耕作､苓高のための採_TF 家畜放牧に供される土地○

域の整備に 2.1以外で木竹生育と共に耕作､凍石のため､採算､家筋放牧に

4.用地規校20ha以上で計性能機械化営農が可能かあるいは整備r#l発によってこのような条件を備えうる土地 (例外 :都市計画法､離島梶輿法､山村振興法適用市町では10ha以上)5.回 .県直轄補助による基盤整備事業の完了､実施中計画地区.7.林業経営に支障なく:採算､放牧地として利用する必要な土地08.4-7の保全､整備､利用上の必要施設用地で当該地に接するものO

森 林 法 風致,保健その他の9種の目的での指定によって､公益たる受益の対象があり､これに対 して特定森林の施兼制限によってえられる保安効果を及ぼす必巽のある場合. 行為制限 (許可)
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C. 緑地保全地区の指定現況

表Ⅵ-5

伽 iEJfFr.l乞 催 lk- 名 雅E< +. 絹 モ

Et Lf'. 班 .頓 ;凋 Tll 少 枯 lllや Zl .}JE b5l 袖 tti,' 'L' 士 LIJL- Rl ll_L 桝一 拍 托l実 株 .'i 11 67034070 SL51. 3017

捷l 叶こ け 58I:

瓜 l川 # +り 61.383.0 2528

iLf J;ミ ni 4i 必打 比並 l肴 上 rr代 々 Alfu ul ぷ 6 599 1324

神 奈 川 ti 笈ieEllJlh 町蛸 Jll Jt llld] 投 Lu三 ケ LXl久 ArZ] 砺 IJL ,633二言I.49733314.5502I 144445A 29272714291t3I

岐 L> 鵬 攻也 仲-rd 吟 i+ LI 62 5】. 3_2652. 3.26

失 地 リ.ち J J t L軍 jrLi砧 枇a iblilJ 9.215682483000 43. 3ー23

tiii Jt51 呪 A -IJi 八 賠繕 尤八 所i( 'g'1Tj 所 祢Jト 戯け の -̂前 払1Ti 批松 k.1i7n 的也六 木 rLt杓 D!Lll広 丘拾 六 町は ヰ八 ul上 JLl 鞘j占 rXlt ▼ナ＼ トンl Jtl 柄(.q 宮 虜器 久yf 多 目は ,rl愛 宕' lll飯 盛今 山歓 の ALは ei細 田今 l1 100l11371134225≡.,3I0000600000200D0202100072835004689658.35648085364i678043268 49. 8.～050. 3_ 850. 2,2750. 2.2751. 3.ll50. 2,27冒 ll! …52. 3,15 lIIIll

北 蘇 逝 札 挺 lllr qf J1 苫応 ケ G.手 稲 訂 正7C 川 0_33.60,9I.20.5 49. 3. 751. 3. 15L l2.21
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d.近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区指定現況

表Ⅵ-6
(昭和52年3月31t】朋庄)

EB IlJJ 名
L< 11 七 地 区 名 山 位 (▲4) 指定年月 日

4日;.;ni l央 Lh～,-川宏 行Lrlj阜rf入 関火T-_A;QTififIrTL!滝 l目映 LIL拭 山 Ll523768823.30′15806839873Ll83635264LはLtt725327958i.087宇8g)6442′13618719 44.3.2とiLは.6.2042.2_1644_3.2842.2.1645_5.2548.6.2042.2.1646.4.3044.3.2846.4.3044.3.2tI 中林寺AI千3=ulit瓜JJ三十rlt尉丸J:1:円海LLr 58.461.3tL3.0湖か 94.549.533.273.0100.0 45.10.1342. 3.2545.8,2842. 3.2947.ll.1747.11 1742.3,2948.9.1444. 5.)3

ノU;i)ll1

一也

l,EITFFlE那lr!f

lHコ.t>

Il/小M

u三

iL:u比'-Jliu-7Fut.tIJ三I】rlJ1

36a iTi l Kti I3,585 8J包区 652.9

(近 注出 )東 ZSXf大 ⊆主群先細mi;.;L8NT★ )I;三雄北奴連山 3.5377:掛 .727 44.4.ll43.2.t3114.4.ll47.7.343.2.2344,4.日43.2.2347.1_346.4.30Ll3.2.23Ll6.LL3043.2.2344.4.日46.4.3043,2,2346.4.30 # 馬古城 辞ZS trELyi山 99.321_0157.068.0248.7 43.3.23

JV己Jf4収 = 食だ】生墳 10.絹亨Itt.216

Jl汁iZJIB&Lr-aA.■紬L∫iyi.Tiは名JAr言illiJi三 ltFT 相見 LE妓六 甲企剤IL駒LTL良8枚茄な)姐も垂山六 甲 1三,7抑 Ⅰ2ーSB99,9693,与岩引3,9554,506880ll.0763.333I.3ti27:ass)9,060
ミA.8訣LJjT)-;rul神戸JITi

近蛸 計 57 m m- 6 Ea 域 81.230 5 地 区 594.0

'Jl園扱地関係資料集
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(2)緑の回復 明帥 … 醗 -A.紺 】6号が布達 され.J=y.芝,ail-..結 線 鵬

a. 都市公園の歴史的な変遷 (1873)

表 Ⅵ- 7都市公園の歴史的流れ 粟京市区改正設計公関大,jt49ヶ所.耐 l7330h;=(】00万作 )が沃在

現在の都市公馴 ま､昭和47年 ､都市公団等整備緊急

槽芯法に-)1づ く､榔市公園等整博五 ケ年計画 (第 1次､昭和47年以降 5ヶ年 ､第 2次 .昭和51年度 -55年度)の段階である. 明治36咋 ik京市区改正qi菜ほよりEIJミ-.'jS公間が15_I.ljJLtこ.(1903)
郡市計示■:法が'Li{ii'きれ,公;.Aは紐rl7計盲';a_'L'a設として.i.rrp-那(=cr-rK

(1919)

にW.し,公国は防火上.あるいは避ift先としてその効川

大正】5年 盲...ね告.tよる公鼠(ま112ケ風 面弧3,96Oh.1(】,?.00万坪)にた○

蛸fLー6年 大㌫災後のむ弊習菜として,桝田,即 ∫.lLJ下.その他公t!.司会

(1931)

醐和 7年(1932) -にわ′ころ東京掛 鮎 柄 協吉詣会が設ZLTlされTこ.
hr1軸 8咋 計画詔虎だ草1.及び計両班考ち(公udilWifl札 及び公L三寸.7帰雌

r:x=i5m_射 出区両も73%以上を公間として'dl促すろことと/iる｡

2.Goof;三を3己念LTLJ'仙川 タL!;frlt..'=T.-方濃こ.')Iが.:;''汀--さが(,公L.u述成ruは朽別称 tJ-;ll-両LlJi某として,IL十王.VjtI,;JlJ.I.ミLW さ4日二.机L')にi:f)公Fこけ環 がb'd宇iされ,】371128ヶ所の公l如 :FfTf.′ー:_(,た ○.ir柑 JL;が改lT.きれ,｢‡J三仙｣F'.一m ｣'.那.t.ljjの施 設.とし■lLJJjH,lJ,(.とろ○FrlLt;,水元,作土ケ礼 月il弧 牧脚 フのー;Jj'/Tリヾiijb3,30∂ltL1(的汀=,-ttUI'の6JL1-化につれ.公t.;M uj災Ir_Fi-献すろと柑 こ,-:;r,は去Liも利,E目され,まf=Rltlf)ヱ;七g}軒o)tlj川井にいたtjは nl二.

とな砧,1,00

田舟ー24畔昭和27咋粁博一29frl L,(I(I.711-1号付nn:き11i.t7irli.7hi弓.iTtLが..lLIJ''i;きれ,it_日 日5!J'Jrいこついて1.ミL.lJ.;Lh:11111,追-jig;:'=-CFL-mL'i)_:■川号J''''LtT_ljにより.TIjrJ1-:㍍地の-}{苅;n/r∴二!L:!上してr:'!,'こJ'IT=｡

公ト;lr

｣二地(生白i'LA'ffuLが公-llJJきR,:1-_)N-{頗怒.Tl!他r{V】o)公HJ汀柑 ;は,地区l′リ､口について,】人当り3m1以 1-.であり.⊥しっFB.;i-j地E互す!了7.17の

3%以上と,1ろよう紘令でn)1文化 {ttl二.~ ′

閉れ31咋 されE3Alrfろよっに 1つf_｡
昭和34年

昭和37年三

昭和38咋

耶和11年 楳地 'llrrJJ

昭和42句三 占軒明治/＼̀{ ･r:-

暖in‡i'Bi3-成の1=め,公砦EJJJJt二郡芙El日日.EL,てhn助金を支出するこ′

とエレクろ○

昭和46勾三 目せ環境 皆′ヽ pfyLt
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b.操の回復の施策体系
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都 市 緑 化 対 策 推 進 要 綱 写喜郎 雪 月9老

I H 的

近:トのr1..激な郡市化による線の減少:i.郡7日
における二t.7古環境を_a:しく717LIJ.化させ,rjjl;-Cのニト

命-1iyJfimrtにもtiE糟を及はす状態とな って い

るOこのような状況に対処し,掠-1生かな耶Llhf)A
li王のIyi僻を回るため.凹71び地7JJ公共田ft;は,

I(:Zi王のLlL力の1-に当iTu次のようtJ:施策な.▲措ずる

ものとする｡

11 走去の-,スタープランの苅JLIS-
】. ええのマスタープラソの苅1,iI

耗lhJにおける良打-な生活.環TrLを形成するため

に必要な禄とオープ./スペースを酪 蛇す るた

め,そのrltTuTLをLi,lrL)正し.これに),I,づき地方公

八l洲1.:ま,臼軟こ的及び社会的ゑ(′L,土地利川の

ヰnL'21巧を糊太しつつ泉束と-AI--/'ソスペースの配

hyl.J,hthjllぴこれを尖BLするための,nJl･的な下u･

をJJrむとする紬のマスタープラ-/を災LjZL,ち

って何:lt】顎化対流の･胃格とする｡掛 まi-iの-/ス

タープラソの邦定にあたっては,その指針をンiI

めるとともに.必要な技術的援助を行 う｡

2 孟良化-tデル耶rffの指)L

rり:ま,音溝の-Iスク--/ランの門ii?な'JlJjLと結

くT/lJな滞LIJ線化対茄を推進するため,i.良化･モデ

ル称TIIの梢Jiiを行 うO

3 若丘化技術のDule
恥IJ葺良化技維JのE汁】発をLqるための総Ml')な調

土JlvJ:研究を推進する｡

Ll孟子の訓IHと'tk元

1 凋;fh-公園の穀揃の推進

胤汀におけるiJA化の拠･.■5.となる邦EIJ公開の整

備を稚.LEするとともに,その臥 rf公国のiT,I(.01rLに

当っては,公開の称別ごとに原則としてそれぞ

れ次のt,丘化【耶L'i率 〔捌木,ささ花,芝でにより緑

化された七地のIEWJ'i(樹木が独立して地裁さil.

ているで鼻音化而打は 測定し7)'tたい土訪合には.お

おむね旺盛の垂1〔[_投抄血色等｡)の敷地miもIiに対

する割合をい う｡〕の確保をL司るB

住区鵜幹公団及び肺
Ih-基幹公園 50ノミー七ソト以上

(ただし.iEIL.立公園Ti
び迅助公園にあってgま 30,(一セント以上)

怨的加地及び細道 70パーと./TrL以上

都 市 右丘 地 EOJ:一七ソト以上

邑岩 村 60,(一七 ノト以上

2. 的路桝等の性DII'iの推iLE

El'ftiS'生活における快適な)Zi絡即鳩を確保し,

郡市の良好な肌致,L･モ旭を形成するため.]Jj道

部分の幅員25ノー ト/i,11上の榔HHJl道路にあ

っては.ifii紺F71び打1捌‡iFの整11'rfJ･t,回る｡

3. 河川区域Tの謙化の推jll

m:[汀部における河川敷胤 軸5;三3,の是美化を推

進するとともに, 遊水池を公開銀地等として紙

用するため,そのB.fIJ'Hを図る｡

4. 公･u亡L宅地',Ttの最長化の推JLl

地-))公共田休,地プノ仕宅供給公祉,ll木目宅

公BIT-の公的Yr金による住宅Efl他の糊5'Eに際 し

ては,u他のju此 奴化脇出の蹄も'I'.軒をflbi匝的

に尖施し,良化の推進を回る｡

5 その他の公共公益的施設の扱化の推進

下水処理吸 ごみJ処理場,吉jl昨鳩,'Li'公FF施

設等Eの公共公益的施設の良化を耶睡的に推進す

る｡

6 孟哀化推進{-デル地区の般化の経巡

郡山における絞化の核となるべき地r/=を緑化

推進モデル地1割こ指liIL,蛇中的にその右兵化の

推進を図る｡

7 民布地の絞化の稚巡

住宅地,部冴所,祁諮所,工1臥 遊園地,企

菜厚生施設等-田の民~li地等におけるi-L化の推

進を回るとともに,掠化協定の折紙を促進 し.

地方公共団体による馴木,召IJ木-A.fzのWjを椎jLE

する｡

TV 緑の保全

1. i-A地保全地区 (LLT都周及び近摂関における

近郊鼻表地特別保全地l左を含む｡)雌史的風 土 特

別保存地区,生産緑地他Lf,凪致他r互並びに保

存樹及び保7T例外の指定を推進 し,都11了におけ

る良好な白熱内環境の保全を図る｡

2. 住宅団地.工業団地等の開発においては,

既存樹林の良存,表土の保全乳 良好TL:自然的

環境を析掻的に陳JiT.するようr'tl発着に対する持

主等を戦化する｡



V 郡市緑化のための帖riLtJ五箇咋計画の策定

1 国は,郡市緑化を緊急rtかつ懲ミカに推進する

ため,公園.道路,河川,その他下水処理吸.

官公庁施設等の公共公益的施設について昭和51

年度を初年度とする穂別5箇年計画 を策 定 す

る｡

2 抑市緑化のための峨樹その他の植栽に当っ

ては,立地灸附 こ適し,かつ , 地方的な特色の

ある樹木TLの話Jflを図るとともに樹木等の安延

的な供給を図るため公営苗圃の光術等を経巡す

る｡

11 榔Tti奴化のための関係機Lqの協調と市民参加

1. 郡TT1歳化のための軌樹五Ci5'年計画,都77了絞

化の推進にB9する基本的判項苛について邦fh一緑

化推進プp･}ク会.JEの設m甘,I;I.)繰横鵬の相互

連結,調光将 をflr'I掛伽こ恥ifiする｡

2 郡市緑化月間(10月1口から10月3日]まで)

を中心に郡市緑化祭の閃(乱 打市某誌化に功純の

あった名の釘彰等荊iTt了緑化運動を脱硝するとと

もに,市民の参加を待て公園,純綿臥 拙桝
弧 河川敷等の保全美化巡動を推jiEする.
3. 都市別 ヒに関する広報活軌 取 に緑化芯茸

の制定等,を推進するとともに,lrf尺の在.誠二卜
の練での丑{帽i及びlh一民の参加による.氾/.zL.Rr'1捌耳
を推進し,郡市掛 ヒにl娼するTrl民:L;.ll芯のfrl朋 を

図る｡

を恥iEL.肝,T別に氏に対し,完兵化に潤するIl約

的指礼 節化け料のあっせん耳を打=剛■)に'̂比

する｡

5. 匙間 1粧,TT甘IXs苛を,.ll;!,む才のTfTiのl;.JJ

適切な施二｢′芋についての指Z.JTiJ推進する.
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橡 の マ ス タ ー プ ラ ン (都市計画中央暮fL会答申内容) 昭和51年 7月29日

ま え が き

郡了f1-において茂とオーブソスべ-スを確保する方策と

しての技のマスタープランのありjJ-について玖討を皿ね

た結兜,次のとおり結論を得たのでここに建設大庄に笛

巾するものである(,

fJ:お,当等議会は政府がこの苗巾の趣旨に従って,奴

の11スターブラ/の_:花iE及びこ子いこJ.Eづく緑地の虹臥

床全に閑し可.I:_･こjf.tJprl')捕捉を講ずることを要望する｡

本件.こ閃し.審Ftに5加した当'5講全の妄R,臨時要
れ及びitF門芸nはiXのとおJ)で5.)ち.

Tq-Lln
机ri■:上Lで:

荻田 探

志村7才一

才i藤正三

礎掠'lJff,次郎
前垂 EI

Ei沼-省

佐洗 液

巳時委Fl

相磯正ブこ郎

中門委員

高校理事FJ

岩瀬益llJl

官本四郎

今.TJ!_irt三

並X:克巳

杉lPn故介

秤)11'上一

別Hl光茶

池m ラ守
志村rI.iLT寿

tも呑 L'ユ

柳f較草書

井内段次郎

山上事欠

大(Jlm啓克

也ie･rE之

TrSLLJb'tl持
田1切正伯

宮的辰_tlE

.1北川-nJ:

蛇†ホ'liI-1;

桃山光ガ巨

松本作Wl

松浦十四m

山本 怖

同税中大

苫)F一道91
竹内篠iu
畑･i')B放

Lこ.RJ Tl

三好弛大

書阿美-

香川保一

岡安 奴

i'.lrVj flL

Ⅰ 緑のマスタープランの意義

(】) 和郎30年代絶ttlからのわ{JW 托.キつめさましい ･さ

展の紙r_.円民生誌の杓的 ll')かさ:三相大したが,H

的ここの渦打で〔lだ環･JLLtRの類火ASのT=6jTlq過;5'･17!,yJ

化している｡また,所得水P_の向上に作って,L-1f=;

の巧裁I5'tタとJ･化し環境rL,l唱.こ対する認諾も高まl),

t'JZ').1㌧'L13の爪大よJ)涼範の陀/L13㌦つ土.JのLll')糾 E

を屯ttLlrTるようにfJ:ってきた.

引.こ151;rlH也城.こねいては.人rT.JTi三X_?)ILHl.Fl:

Tl】ltl:.HL(.fr;.7のIJL退fLによI),】',l唱RT化:二第しいも-)

fJ'･うI),大耶IJJ-の粍r克fIi抗地における防災等の′/il､

対蒜の王i写れも.はtJ:はだしいものがある｡

酉1752.000年には.わが･国のJ､T3の8割かW.了ff.I

1上むものと7･Lrlされるため,UtJ､環TBの確托.肘Il

公LtJ等の整t,I(1Liび選定喜子地.yJ災正WT了if芳JD+--/I

I/スべ-スの確保は,布市IJJ策上の架J=.ilT頓 で も

ろ｡

(2) 諒'･?マスターブラソほ.mIIJ-の骨格,Dql蝶,-r打LrB
地の触扶仔な外延的拡大の防止.都市稲堤の形碇,

自照とのふれあいを通じての人nT)形碇に対するJがb

34と.レクリエーン.ソ利羽効ガさ.弥市防災にYfする

効lR等の横能を有する緑地について,その総合的な

髭浦又は巣全を回るための張本的な計画である｡し

たがって.上述の課題に対処するため早急に技のマ

スターブラ'/を策定し,これに基づいて校地に関す

る規制,沃耳.整備等の諸施策を松合的かつ効史的

に展開する必要がある｡

(3) 損のマスターブラ-/紘,各柘市がそれぞれの実状

に応じ,特故を十分いかして策定すべき もので あ

り.都市の脱 鱗.形態.性格.自然条 件.土 地利

用.交通条件(布を仙薬して,緑地のもつ様々な効用

をふまえて計画しなければならない.特に,大都市

地域においては,緑地の創設を周ることが.zr(要であ

り,他力,地方都市にあってほ.洗存の緑地の保全

と開発計画との斉合を回ることが血要である｡

(i) 禄のマスタープランは,都市の開発範偏に関する

)占木tl)tJ:こr内の一つとして定める堺市レベルでの揖

旭:こ関する計画であるので,これを郡市計画におい

て明確にGr_旺づける必要がある｡すなわち,緑のマ

スタ-ブラ/の2占本的Zli:項は,都市引画法第7灸の

t;.-1鬼スは行=全のプIir.こおいて定めるべきである｡

Ⅱ 拝のマスタープランをIt成する樺地の範囲

己まのマスタ-ブラ'/は上述のよさに都市における緑地

の穀頂及び渓全に関する紐合的な計画である｡従って,

まず諒のマスタープランを椛成する ｢歳他｣の絞念を明

確化しておく必要がある｡

(1) 校のマスタープランを構耽する緑地

机Ir市内の茂 地 に は,都市公園等の公非的な緑地.河

川.現株地等の自然的な緑地,水m.畑等 の生産 漁

地,社寺境内池 個人庭知等多価多様なものがあると

ともに,これらは的の柾過に上って変化するもの{･あ

る｡このため,主義のマスター7.ラ./はこれらの多純3,

thJLF.長池について現存するものだけでなく,創Luされ

るものをも含めて計画すべきものである｡しか し.録

のマスターブラL/を拙文する疑他は.長束のマスターブ

ラ/の苦瓜 こてらして,現在又は将来において

① 日照的環境を布する

② オープンスペース

で打易にこれらの状TJilW'･変EiされfJ:いものであること

が･必資である｡そのためには現状において制度上緑地

としてのーrJl競性b'･担保されているもの.およびi弓来担

付され縛るもの.社会通念上現在及び4写楽とも殺地と

して永続性をTlするものに限定して考えていく必要が

ある｡

このような故点からF.壬地を整理すると次のようにな

る｡

(D 公共較地

(イ) 公団,疑地

(ロ) 広場.迎勤切

目 it-_a

② その他の謀地 (緑地として永モモ性Jfもしていると

詑められるものに限る｡)

(イ) 水面-河川,湖沼.水路

(ロ) 水辺-海沢,河肌 湖畔

M LUf-.拐ミ野.その他これらに'研するもの

(i) 良地.牧7.t地.その他これらに'Tlするもの

的 祉市境内地,表地その他これらにHiするもの

M 給排水その他処理施設等の公≠L,公益施設付抗絹

地

(u 遊園地.私設公国.私設分圧詞その他これら:こ

印する民営施設

印 J胴 LE宅ipi也 工切掠地その他これらに'預する

施設

(1)) 学鮫.企業厚生施設その他これら.こHiする施設

(チ) 林謀試鋲4,度申訳畝切その他これらに頗する

試吸 取 研究所

(注) ㈹から(メ)までについてEL 相当面 誠 を~fT

L,実態が放地となっているもので,その説

地内における江張物等の建ぺい率がおおむね

20%以下であるものであること｡

なお,これらの投地相互間には.その横能,効用苛

について差異があるが.投のマスターブラソはこれら
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の扱地のもつ様々な故憶,効用等をふまえて計画する

ものであるので.緑地相互間の差-98については各都市

がその契情に応じて,殻のマスターブラソを策定する

際に考慮するものとするO

(2) 緑地の規投

税のマスターブラ./な鰍戊する!?･地のBl供について

は.禄のマスターブラソが都市レベルの計画であるこ

とから,相当腹位以上のものとすることが適当である

が,郡市計画上は公国の種類 ･奴鼠 地域地区の指r'jE

要件串も考感する必要があることに留elして扱討した

ht果,次によることが妥当であると考える｡

① 公共技地は,規牧にとらわれ1すべてをとり入

れる｡

② その他の差止地は,原則として,既成市街地内に

あってはおおむね02-クタール以上,その他 上

おおむね 1-クタール以上とする｡

Ⅱ 緑のマスタープラン策定についての基本的考え方

線のマスターブラ./紘,都市計画の謎本的な計画の一

つとして.都市計画区域ごとに定めるものであるが.そ

の窓掛 こてらせは.都市計画区域全体の換地の保全,泣

仲の体系七枚射しつつ.市筋化が予定される区域におい

ては.将来の市餌化の計画と合わせ適切に緑地の保全を

回ることによt),既にI前的化された区域においては,そ

の現範の蝉 ･向上,レク1)エーシ.ソ.防災的fL:融か

ら疑地を保全,創出すること等に上,),住民生活にrG接

な関連があるものを韮煮的に確保することをEl標とする

計画であるため,主として市8i化区域を対象として策定

する必要が･ある｡

凋;市において確既すべき棟地の止については.郡市公

[;j苛の利明蚊帳にrrElしての計丘化はすでに相当進めら

れてきたが,存在t削Ji:lこぶElしての生態学的な側面.項

ころ,必ずしも十分とはいえない｡

珊外国の~l叩j,生TLP.竿･1岩等の投棄,弥市住民の掛 こ対

する欲求度に汎する羽立紙丈等を参考として検討してみ

ると,個人の ●̀.ニわ''の主よから市iFi地 (綜引き称iTfにあ

ってはrflifLtヒ区域)に隣接した緑地で77J的地内主It他と-

i4･として)(,えてよい絞他まで含めた市祈地におけるすべ

ての£'k他は.市的他面fL7に対しておおむねJOから50Jt-

-t=/ト以上存在することが望ましいといえよう｡

是liの-)スクープ1ラン策定にあたっては.これらの!･/i

hiILLVして次の.lnrh.に恥に句意して行 うこ とがI目安であ

J'uo

(I) 花代すべき若菜地のIri

① 諒のてスターブラソで確保すべき緑地のin

技のマスターブラ'/は,身近な生活環境を鰍,i:す

る個人の 日にわ''のF,菜や小親授なま貴地の存在を考It:tr

Lつつ,主としてrtl卿 ヒ区域内の軌 也体系の骨格を

JP'成 し,かつ制度上又は社会通念上永続性が担保さ

れているか.あるいは担保されることとtJ:る操他に

的して策定する総合的な計画であるが.,都市におけ

る宅地の細分化の幌向や他の公火施.u等におけるも良

化スべ-スの狭小な点等を都政すれば.投のマスタ

ープランでは砧水準の奴他の確比を日標とすべきで

あると考える｡

一九 市壬削ヒ区域についての崩他の組合的配虹を

考える切 Er,了l】VIIヒrf_域の周辺芯で.隣接性.他年き

的一体性.絞他のF,,jTil生等の諸点から7171iEi化区域内

船地とPI等の評価をijえてよい疑地が･存在するし,

計画論上も存在してよいはずである｡疑地の確保丑

を定める場合,これらの長池を含めて放き寸して差し

支えないと考えるO

以上の諸点を恕合して,技のマスタープランで確

保すべき疑地の並は上述の市街化区域用辺に存在又

は計由する扱地を含めて.ThJ的化Lf域Idi61に対して

おおむね30バーセソト以上と考えるのか妥 当 で あ

る｡
(参 都市公図等施設として並傭すべき般地の瓜

都市公園等施設として並締すべき線他は,紋のマ

スター7●ラ-/の中核をなすものとして倭めてBi要で

あるが,広域レクリエーシ.ン需要に対rE､する大観

撰公周等は必ずしも市tFi化区域及びその周辺地域に

限定せず,その他の区域に計画してもよし支えない

均分もある｡したがって,その丘皿によってはuT'こ

於て換対を行った故のマスターブラノに含まLL,-J場

合もあれは,そ うでたい敏ETもあl)狩るので.これ

らの汎与を考嬢して報のマスターブラ-/でE:Lt.派 すべ

き若菜地の止とは別途にその竪t'GEl控Liを/)iiめ--Jこと

が妥当であるQ

そこで.Vクリエーシ.ンTF.柴の--1'･糾 こ拡づく利

‡L7革帯を基礎にFL'L許し.あわせて放1..はihlの水神_･1,
台考として弥市公問等の整揃E]漂:止を慰めるものZ:

する｡

すなわち.都市のtEE肝 ](に的こしてLrl.lr1-i.::I.

近隣公胴.地区公同のよう.=LE(くJii.こ性fI,lすべきL一三

rZ.]1-砕公跡 二ついてLL陀1-il人当'こt)..i,I.･･,.むね 10

nl以 ヒ,抱合公同,迎劫il.:弓の1うlEEE);liiLI王位とし

て粒陥すべき拓77】追悼公u小二ついては柘稚住民 1人

当たl)おおむね25d以上を砥.'ll'するととも.=L夙

致公悩,歴史公h'｣3･の特殊土こ【h.少行宅の利Iir上や,i

全を碓lE'kL,快適な口′H.生rdfq稲をf.lplr托する邑菜ノ三,

ni了Tfの状況によって必盟となる珪TllLlもモ他その他の1二

設壬が也及び地力t/ベル,全円レベルで盤Il'Elするこ=

が必要となる大放映公団等を含めて,粘.:ilk;芸等つ

盤陥水御 上, 1人当たl)おおむね20Jを荘陀するも

のとす,-J.

(2) 穎地の系統的な配れのど,瞥lJt
i菜地は,そiLが持っているff良二TLU'利鞘のJtc')E言lを充

分発邦するために.各校他が'.LL'接七関越をもっで/JrトJi

的にt馴巨しなければならない｡そのためには次のよう

な群他の系統的配fiY亡をF王討し.計ま･TWT'iH,(=域内でのji)

恥ある配mlを行 うものとする｡そしても長池のFLr土を前

如とし,17光の布77f形掛 こfri)せて uJ丘その他の];?

状若た地を配位して,市粥他EJlに喜美の-I.,トワーク;5'Lij

成されるように操のマスタープランを項フiIすることが･

必饗であ,-J｡

(D 身近かなT3埠をf肘_･liす,-J毛先や近くのit､箪矧勺;ei

等.LtL区内に(1-7E=する小JA柁なま点と*-ブソスべ-

スの(I-Lbiをろ想して.個性ある玖致.jfT(敬をtr頂え,

自然とのふれ合いを通じての人間形成に役立つよう

r73位陀全系統｣ともい うべき校地の系統nr)配ETa,

行う｡

虐) 多田:･化するレクリエーシ.ソ芯要にrEえ,口常田

(!').巡jこf5il')lLレクリエ-シ ,ソT.I.払 こけJLlLttiる
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よう ｢レク1)エーン.ソ系統｣ともいうべきi兵地の

系統(F')配雌を行う｡

(勤 災'/:の防止あるいは災Tl.'叫における避類綿,退楚

切所の冨1画,軌市公望の疑和苛に対処す るた め の

｢yJ災系統｣ともい)べき緑地の系統的 配 性 を行

う｡

(I) ふた地-7)だm計弼こ当たっての_Jlti心77Jil

iJtの-{スターブラ1/策定に当たっては.j礼lli,上地の

適正7LL..i-偵i/行うとjtに.上述のような緑地の系統的

た爪をu本として父E.=次の話trTを性感する必 繋 が あ

る｡

(D 個性35る鼠致.)放校を生かし,飼一TfJや地LT･uL7.

のラソL'マークあるいはシソポルマークとなるよ)

な紙上'J;I,秋を相川 する19.rl練地は慢jtn')に快食をは

かることに多きJ･5,特色ある下にtfL地のh'CI't:ができるよ

う紅斑する｡

(か 追払 天然記念物と一作となった捗J什他.A-I.7の

ik.ql料地の捌け地等,群fE】や地区 Iu=LJ(_な特色づ

けるt;川･地について.市的地肌.･鞍の助EJ',1,他の堺市

言l出との鵬迎71卜分払恭しつつ.系統fT'JlL:fEi=全をLgl

るものとする｡

す 招来の土htr_利rl】及び他の耶f摘 lr没の配ilEを十分助

a;して.住区の.設定を'行い,作F.韮幹公r制を配WTLす

るとともに.耶717の呪臥 tJt椅T･に桔じて郡77J北幹

'Lllこと,絹珠とHr･†.その他の施.氾紺地 を計t･tげ ろ｡

Q) ｣二芙地とtt'･t;他のように分灘することが望ましい

地域'J/隣接して計幽される切(.-にあっては.位的報
他ISrをAlhylするとともに5別U～･.掠軌等の魔王tll柳刃辺

にJ(777-ゾー/としてのiA地をtE位する｡

⑤ 市的化区域Ja辺茄に77:-(I-_し又はニト内するi長池で柘

Ilf】転.11としてhfr=LXは.7lplけ るもののほか.7rfUl

化Li城リ場長地とIL･]謀に:f'lBできるもの,例えは箱桁

化Li域.こ控状に入り込んでいるpl件地.水辺他市や

Irl油 化LL=城州il什他.水iZl地T･と辻統する例林地,

水iD地TFはLL'l..JミHt両の対/i!とする｡

rV 今後検打すべき評現

l長のマスターブラソは拓和における甘f;71l')絞地のある

べきIRであI),その2G本的祁項を市抑 ヒ区域及び市捌 ヒ

鞘盟区域の整(乱 開発又は保全の力針として定めるもの

である｡この諒のマスタープランの実現のた桝 こは,こ

れにもとづく公l札 右弛 等の堺市.7ILIIIJの決私祁深化を

はじめ校地探全地Lj.風致地L左耳の地域地区の都祐二順

を研削 '.)に止めることが且功とも必要である｡また,こ

れらの施策を実施して行くに当た F).既)炎市妨地とその

周辺さ糾こおいては既に緑地が讃しく減少しつつ あ るた

め,甲h.ど.に現存する諒地の適切な抹七と郡717公閲等の公

州 J̀紺 也の盤肺が･必繁であt).苅市的地については.将

来の-lll的化の巡行にそなえて,BUT-する止好な奴地につ

いて繰弛保全地区等の桁定をする等の先伽 ')保全やじ打発

許可制L2.T幻的酢h'JHt叉等の推進による怯Lx-11幹公l』等

の整肺が必要である｡このように.地域o,JiTI'ilこLL-.じた

緑里まかな研づくl)を巡めるためには.今後以下の.,Ll･rTに

ついて蚊.?.Tむ進めるべきである.

(1) 粗他性別il等にE糊する制度の枚;･上

郷市公IAl等の公州 IL)綴地の盤恥 こついて戯睦rfJにJt(

t)組み.そのための新しい手法やA梢 を確保する不断

の多5力は勿論.民Tl.緑地に対すろ布fTl緑地伽仝法によ

る抄 出保全地臥 位休 保TT法に上る侃†(:樹等のfu7掛り

指JjilでのためのプJJ描,-JJA的粒P.'】党71は 耳に上る主点地の

確快方節,比ーIJ鮎地に対する税制上の特別は虻等の陵

過流等について検討を行い必要に上っては現行T,ill'1の

BL.uriL等を行うべきである｡

(2) 郡稚梯化対策の州過

般のマスタープランにもとづくこれらの紗 也の休it

や艶肺のほか.緑のマスターブラ/の詫逆にあたりPJ

はすべき都賀とされた身近な "にわ'lのi;兵や的路臥

公炎公益施設の凝化Itfも同様に大切なことである｡特

に操の不足 している既成市坪J地にあっては,その別lli

のため,再開発如実等において位睦的に掠化スべ-ス

を確保するようgJ'めるとともに,住民参加による柿市

主音化として赤化協延の締出批進等についても十分配l故

すべきである｡

(3) 耕地の管理

如拙の管即についても十分fJ:配ばが必JiEである｡す

なわち.都IrTf公LJJCつ酒的な甘PiLは 勿.論のこと,たとえ

は殺地保全地区苛に指定された民有主菜地等についても

適9)な管理のあl)刀とそのための助成川F亡等について

も挟311を行うべきであるC.
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都市公園等整備五薗年 計 画

( 昭和 51年 8月 31B
閣 議 決 定 )

都市公園等整備緊急措置法 (昭和 47年法律第67号)第 3粂第 1項に規定す

る都市公園等整備五箇年計画を次のとおり定める｡

1 都市公園等整備専業の実施の目標

都市公園等整備の立遅れによる都市環境の悪化に対処 し,都市の基礎的な施

設である都市公園等の緊急かつ計画的な整備を促進することにより,都市にお

ける生活環境の改邑 公書の防止及び災害に対する安全性の確保を図り.もっ

て都市の健全な発達と住民の心身の健康の保持増進に寄与するため,昭和51年

度以降の五箇年間に地方公共団体の行 う単独事業を含めて,総額 1兆 6,500億

円 (予備費 1,100億円を含む.)を都市公園懲備に投資するものとし,このう

ち国がその登院に要する兜用を負担 し,又は補助する都市公園の整備に関 し.

都市公EEl等整備五箇年計画として.予蛸斑を充当するものを除き.総額 7,346

億円に相当する事業を実施するものとする｡このほか, レクリエーソヨン都市

に係る国及び地方公共団体以外の者が設置する都市計画施設である公園又は緑

地については,民間資金を充当することとするO

なお.この計画は,今後の経済,財政制吉等を勘案しつつ弾力的にその実施

を図るものとする｡

以上の方針に基づき,昭和50年度末における拓市計画区域内人口 1人当たり

の拓市公園等の面積約 314平方メートルを昭和55年度末までに約 4.5平方メー

トルとするよう,今後五薗年間に約 14,400ヘクタールの都市公園等の緊急かつ

計画的な整備を図るものとする｡

この計画における範市公Bd等の節腰ととの節実の実施の呂標は,次のとおり

とする｡

(1) 住区基幹公園

住区基幹公園については,市街化区域及び市街化諏整区域に的する都市計

画が定められている都市計画区域を重点とし,児童公園にあっては市街地人

口 1万人当たり2.5薗所を,近隣公馴 こあっては市街地人口3万人当たり1

箇所を,地区公Eaにあっては市街地人口10万人当たり1箇所を目途として緊

急に整備するt)のとするO

(2)都市基幹公且

都市基幹公園については,市街化区域及び市街化=JB登区域に関する都市計

画が定められている都市計画区域を並点とし.都市の健全な発達又は住民の

心身の促成の保持増進上帝に緊要皮の高い総合公園及び連動公別を緊急に整

備するものとする｡
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(3)特殊公鼠

特殊公謁については,自然的若 しくは歴史的環境の保全上又は青少年の教

化上緊要Tff'Fの高t･､或致公乱 歴史公臥 動植物公園等を緊急に整備するもの

とするO

(4)大ili佼公園

大:,it:公閲については,広域 レクリエーション需要に対処する,rLめ,広域

公Bdにあっては数都市にわたる区域を対象とし, レクリエ-ソヨン都市に係

る郁市計Fj-施設~ーある公園又は緑地にあ-･>ては大都市圏等の7'ロックを対象

とし.特･.'=緊要E;の高いものを緊急に整備するものとする｡この場合におい

ては,氏 _-:資金のf:i庵的活用を図るものとするO

(5) 放置;･絞:ち

度衝鯨jBについては,新産業都市,工菜整備特別地域,三大都朽圏等の塩

梅部における重化学工兼等を主体とする工焚地域を重点とし,公苫対策上又

は災Eg.'一対誌上緊15E甥 の高いものを緊急に整備するものとする｡

(6)都市緑iih

郁市緑地については,市街化区域及び市街化調進区域に幽する邦市計画が

定められている都市計uliJA区域を重点とし.都市の自然的環境の保全及び改善

並びにEl川71;主観の向上のため緊斐度の痛いものを緊急に滋描け るものとする｡

(7) 緑 道

禄道については,市街地における良好な居住環境の確保及び災害時の避無

籍の確保のため緊要皮の高いものを緊急に整備するものとする｡

(8)国の設置に係る都市公園

国の設置に係る都市公園のうち,-の都府県の区域を超えるようfj:広域の

見地から設置するものについては,誘致区域内の大規模公園等の整備状況等

を勘案 して整備するものとし,国家的な記念事業等として設退するものにつ

いては,その設置目的にふさわしい内容を有する都市公鼠として整備するも

のとする｡

2･ 都市公鼠等整備率箕の孟

この計画における都市公EEl等整備の卒業の丘は次のとおりとする｡

:1) 住 区 基 幹 公 園 約 4,800ヘクタール

(2) 都 市 基 幹 公 園 約 3,000ヘクタール

(3)特 殊 公 園 約 1,600へクタ-ル

(4)大 規 模 公 園 約 2,200ヘクタール (約 500ヘクタール)

(5)媛 衝 緑 地 約 1,000へクタ-ル

(6)都 市 緑 地 約 600ヘクタール

(7)禄 道 約 400へクタ-ル
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超 類 昭 和 50年 度 末 i沼和 55年 鑑 末

基 幹 公団住区基幹公由 児亜公園 1万人あたり1.8カ所 1万人あたり2.5カ所

近鱗公園 6.0万人あたり1カ所 3JJ-人あたり1カ所

地 区公園 17.8万人あたり1カ所 10万人あたり1カ所

都市基幹公国 総合公鼠
遅効公園 1人あたり0.60nJ

特 殊 公 濁 7,600▲α 9,200▲¢

!広 域 公 鼠 35カ所

ノlノ､ム … レクリエーション都市 2カ所 4カ所(5-6カ所)

援 街 緑 地 484ta 1,700La

-1jYj 市 緑 地 1人あたり0.1777'

g:i≒ 迫 1万人あたり50m

冨 6)A,-1選に係る都市公図 3カ所 5カ所(6-7カ所)
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2.緑の保全 と回復の体系 (自治体レベル)

川 東京都の場合

B]V1-2

1L一二窒墓誌
｢-~~~1--都民'三･tT･q

L一区市町村援助

都市公園の建設
海上公園の建設

緑道等の建設

至芸1g'A望/-I ⊂コ は､条例で志朗 めている苑第

一____｣は､その一部を条例で正接定め 条例名･東京における自然の保拝と回復I:関する摩例二二菜の保全 ｢日~~■

= 照 ている施簸 昭和48年 4月 l日施行

市 名 条例要綱名称 粂例 .要綱わ主要なEI的 .内容 ｢みどり｣の施 備 考(担当部徴等)

1武荘野市 1_保全生盈凸地の指定-第 1郡,第2 49年3月 保全生産凸 ㈲ 市民部 緑と花課

笹鑑札 住居地域BEね1.000m2以上 施行 他藩訪会

2_E%地の借受-公凶児丑遊脚及び苗木 ク計画 謎こ費｣

例 員会 ･緑化市民委員会
活動フロクフム

4.総合絞被地確保のため灸例解在中 どがある ある

2国分寺市 1_緑地等の陀盲壁-緑地保三重区域の指定 J19年1月 在来経済課簸地係

の保護と推進に関する灸例 良薬緑地等の指定 扱他の只人権2_良化施熊-緑化推進地区の指定緑化の啓蛮 苗木の確保と配布公共施JRの緑化 事来所の線化 施行 議会

1.公【乱 線地-区域内には開発面税の 48年4月

# 6,%以上の公園又は緑地を確保 施行

3小金井市 1,戯業絶旭 1.000m2以上 48年4月 緑地保全審 建設部

保全条例 2_環境緑地 現状のまま保全する樹林3.公共紋他 快適な住環境を確保するm空以上 施行 議会 ある

4 調 布 市 調布市緑化粂 緑化計画 緑化推進協 環境整備課

例 2.保全地区等の指定-緑の環境保全地区,保存樹林 47年12月 法会 この条例 を もとに,昭和30年頃の｢緑の被確率30%｣を目指す○

準 1-公芸悪賢謂 浮要撃蒜詫碧施富川,没.住宅地3.緑化対象地における樹木本数等の井出基準 49年3月

指導要紳 要細｣がある.
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5藤 沢 市 に関する条例 1.保存樹木等の指定 46年7月 緑化推進市民会議 ㈲｢緑豊かなまちづくり｣のため 市民局経済隷故知みどり況｢藤沢市生活環境一i.事業要撃

2_緑化基準 の緑化大作戦構悲 確保に関する基本条例｣
1農薬緑地-藤沢市典薬緑地陳全零細 47年7月

2.空閑地-藤沢市緑の広場設置要綱 (昭和46年3月)

l

6横 浜 市 緑の環境をつ例 3.保存すべき経地.樹木等の指定 48年12月 緑の環境整備審読会 ㈲ 緑政局

46年8月

｢緑豊かなまちづ くり｣

施策の体系 (藤沢市市民局経済縁故部みどり課)

-11
｢ 珊土の蔀｣の遜成一一一[ ㌘ 芸内宝林冨

公- 掛ヒ一･.｣董遥 真 書

的 杵 等 3- ヒ-1 董意 薫

･均 ホ- 書の- (蒜丁諾意 農 芸 )

監宅EE地 の緑化

E ∃

芸芸芸完票冨霊芝芸霊芝コ 一一一一 みとり罰'l七/♂--I

山林維殺*,7)助成金の交付

租税$7)まib相思

緑の地域,i垣区の才髄三(市衝地) ヒJt,緑化 拙化推進地区等7)指定 ･---1 助 成 )

i:Qbk芸 ≡ のニ ト 保- - - -一･ 一 一 助 成 ,

･t･.｣ .-{ ミ ミ■諾 ..､れ三 二 ,I.1-.｡ = :: 二日

二 才 巨 蔓の孟 ;墓 真 上 与と- -

読

(郡市空Iul)

緑化知強 7)向｣_

tikbri"

｢絹の祖F)もの｣及:I.妃I.qLt'.▲･■.
ブレブト等D新

｢振かまちつくり亦
金｣の災強

｢すす虫vlつばレヽ運

動｣ク)推 i延

フラワ ー ボ ブト串か 紋旺

市花7)維子か配付及び苗木

7)脚布等
逼 ≡
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港北主ユニタウン調査計画報告書 (参考文献).

本報告書関連

発行年度 報 土 書 名 編 著 者 発 注 者

42 横浜北部埋蔵文化財調査 (経過概要)

港北ニユ-タウンの自然おJ:U-立地条件に関する基礎調査 '宮脇 昭 横浜市計画局日本住宅公EZE

44 播北ニュータウンの韮本的条件の検討､ 横浜市

日本住宅公団

港北ニュータウン碓設総合基本計画案常定報告む(総括編､総論絹､各論編) 横浜市

45 港北ニュータウン､交通計画を主体としたパイロットプランの検討 .日本性宅公EZ]

46 港北ニュータウン地域内文化財羽衣報告昏 (1)(ⅠⅠ) ---_A

交通計画を主体としたバイロ./ト7'ランの検討 (グリーンマ トリックス編) 調査委員Z= 同 左

港北ニュータウン基本計画at 宅地開発研究所 日本住宅公団

植木の宕捨予測銅盤報告む 港北ニュータウンとの関連 横浜市緑政局

47 捲北ニュータウン地域内文化財調査報告番 (rl1)46年度 う 一夕く二 .∠ゝ

港北ニユ-タウン約1地区韮本設計報告at 調査すぐ貝五(悌オオバ

牡北ニュータウン約2地区韮本設計報告譜

控北ニユ-タウン地域文化財調査報告nt(Ⅳ) 横浜市

巷北地区 (窮 l)防災施設基本設計報告'Lt El本住宅公団

L_-北地区 (第2)防災施設益本設計報告古 日本住宅公圧l

48 ._E北ニュータウン並本計画 (案) 横浜市 同 左

L_HL他区内の緑化に関する調査及UT計画報告flf 日本f主宅公日]

同 左

朗 ヒ地区緑地､歩行者専用道格､広域の細部計画-E針報告 田中造園 E1本住宅公団

49 新しいまちづ くりのために 昭和48年度報告む ■舌IL ,-A 同 左

種醍研究五京央造園設計事務所

礎北第2地区.第 1工区､第5工区絡MJ_樹木調査報告JLt-

50 ill_E北地区移植例木調査 (その 2) 松崎諏造園設計

L准北地区既設井戸水位及び水質調査報告吉雄北地区 ｢特定的J製薬断続についての調査｣塊.計及び報告恕 司i砺所郡市計画協会

i}L_uヒ地区移植樹木調査 (その3)

港北ニユ-タウン地域内埋蔵文化財調査報告杏 (V)

51 新しいまちづくりのために 昭fL)49,50年度報告む 同 左

賂北地区せせらぎ並本設計報告む 埋設研究会I.ク研究所

港北地区概要樹林地等の保全管理技術調査報告び 7-y Fl

堆北地区の建築形能等の規制､誘導手法の調査研究 EF本住宅公団

捌 ヒ地区のコミュニティ計画ヒ関する調査所電熱菅野 コ/ヤルタ/ソEX晋巨石所常扉 日本住宅公団
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図表リスト

図 1-1 港北ニュータウ

図 1-2 港北ニュータウ

図 1- 3 六大事業計画図

図 1-4 開発El標 とシステム

図 1-5 住区及び歩行者専用道路モデル図･-･ ･･6

図 116 横浜市港北ニュータウン事業推進連結協議会組織図･･ ･-･7

図 1-7 特別な用地位置図

図 1-8 土地利用計画図

図 1-9 公益的施設用地配置図 10

図 2-1 グリーンマ トリノクスンステム 13

図 2-2 線道空間の断面図

図 2-3 公園緑地配置図

図 2-4 オープンスペース配置図･

図 3-1 ｢市民参加｣の段階

図 3-2 せせ らぎ計画配置図･.-

図 3-3 造成手法の一例

図 3-4

図 3-5 市民の森配置図
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20
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32
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表 1-1 施行主体 ･事業の種類 ･面梯 ･計画人口･･- ･2

表 1-2

表 1-3

表 2-1 オー70ンスペース一覧表 14

表 3-1 日本の新都市事例

表 312 線の斐備プロセス

表 4-1 各種施設 と整備の方向･

.152






	表紙
	はじめに
	序
	第1章　港北ニュータウン計画の概要
	1－1　規模と位置
	1－2　開発の目標と計画の基本方針
	1－3　土地利用計画の特色
	1－4　事業運営上の特色

	第2章　オープンスペースの体系と構成要素
	2－1　オープンスペースの体系
	2－2　オープンスペースの体系の構成要素

	第3章　整備計画
	3－1　基本的な考え方
	3－2　公園緑地体系の整備方針
	3－3　「緑道」の整備方針
	3－4　緑の整備手法
	3－5　公園緑地と市民参加

	第4章　各種構成要素の整備方針
	今後の課題
	資料編



